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気高きホテル王は最上愛でママとベビーを絡めとる【極上四天王シリーズ】










再会の痛みと戸惑い




　やわらかな日差しが徐々に威力を増し、頬をくすぐる風に夏の香りがほんのり混じる頃、二十四歳の夏なつ川かわ美み織おりは小さくて大切な存在と対面を果たした。

　ひとりで産み、育てる未来に不安がまったくなかったと言えば嘘になる。でも、そんな不安は跡形もなく消え去った。

「はじめまして」

　口にした声が、か細く震える。

　太陽のように、自分も周りも明るく照らす。そんな人になってほしいと美織が陽ひ向なたと名づけた息子は、大きな産声をあげてこの世に誕生した。

　この子はなにがあっても生涯をかけて守っていく。

　強い決意とともに美織が手を伸ばすと、陽向はその指をギュッと握り返した。




＊＊＊＊＊




　ゆらぎのある形が、ふんわりやわらかな光を通す。

　完成した器を両手で抱えて窓辺でかざすと、閉じ込めた気泡の向こうに青い空とコバルトブルーの海が透けた。

　鮮やかな色彩に温もりのある形状は琉りゅう球きゅうガラスならでは。吸いつくような感触や滑らかな質感が手に心地いい。

　グラスや一輪挿し、プレートなどを緩衝材と一緒に慎重に箱詰めし、美織は丁寧に封をした。

　段ボールで三つ分になったそれらを車の後部座席に乗せ、運転席に乗り込む。

「じゃ、おじいちゃん、行ってくるね」

「ああ、頼んだよ。気を付けてお行き」

「うん。そのまま陽向のお迎えも行ってきちゃうから」

　美織が声をかけると、祖父の夏川辰たつ雄おは彫りの深い顔立ちに皺しわを寄せて笑った。

　ブレーキペダルを緩めて車をゆっくり発進させた左側にはギャラリーがあり、窓から祖母の悦えつ子こが手を振るのが見える。緩くパーマのかかったシルバーヘアに柔和な顔立ちをした彼女がそっと微笑んだ。

　夫婦は長年連れ添っているうちに顔が似てくると聞くが、美織の祖父母はまさにその典型。辰雄が小柄なため、遠目で見るとそっくりである。

　美織は手を振り返し、『琉球ガラス工房ゆくる』の敷地内を出た。

　ここは沖おき縄なわの読よみ谷たん村そん。赤い瓦屋根が目印の工房は海を背にし、空港からのアクセスも一時間弱の好立地にある。

〝ゆくる〟は沖縄の方言で〝休む〟や〝休憩〟といった意味で使われ、その名の通りゆったりとした時間が流れる工房は、美織にとって大切な場所だ。

　併設したギャラリーで作品を販売する他、『ぜひうちの店に置かせてほしい』と請われ、工芸作品を数多く扱うセレクトショップにも卸している。

　今日はその店に注文の品を届けにいく日である。

　十月中旬の沖縄は台風シーズンが一段落した頃。朝晩は比較的過ごしやすくなってきたとはいえ昼間の車中はさすがに暑く、美織はエアコンの設定温度を一気に下げた。

　生温い風に前髪を弄ばれながら、海を右手に国道を南下。目指すは沖縄でもっとも賑にぎやかな、那な覇は市にある国こく際さい通どおりである。約一．六キロの通り沿いにお土産店や飲食店などが並び、観光客にも人気のスポットだ。

　目的のセレクトショップ『コレッタ』は、その通りのちょうど中間地点にある。

　少し離れた場所にあるコレッタの駐車場に車を止め、商品を詰めた段ボールをカートに載せる。白いクロップドパンツに合わせた白黒のギンガムチェックのシャツを風になびかせ、カラカラと音を立てて歩道を進んだ。

　肩甲骨まである栗色の髪をひとつに束ね、眉毛とリップグロスだけの薄いメイクの美織は、目鼻立ちの整った正統派の美人である。カジュアルな格好をしていても人の目を引くため、コレッタに到着するまでに観光客らしき人たちが何人か振り返った。

　本人にその自覚はなく、〝工房で顔に汚れをつけたまま来ちゃったかな〟と思いつつ手で頬を拭い、木製のドアを大きく開けた。

「こんにちはー。いつもお世話になってます、ゆくるです」

　美織に気付いた二十代前半のアルバイトの女性が、奥に向かって「渚なぎささーん、美織さんですよー」と声を張り上げる。すぐにこの店のオーナー夫人である新あら井い渚が現れた。

　三十歳の彼女は、一ひと重え瞼まぶたの目元に細く通った鼻筋の涼しげな美人。耳まで出したベリーショートの髪の耳元でフープピアスが揺れる。

　一六〇センチの美織より頭半分ほど背が高く、一七〇センチを超す身長とスタイルのよさはモデル並み。白いＴシャツにデニムを合わせたありふれたスタイルなのにセンスがよく見えるのは、内面からにじみ出る品のよさの賜たま物ものだ。

「美織さん、遠くまでありがとう」

「いえ、車で一時間もかかりませんから。いつもありがとうございます」

　カートに載せてきた段ボールを開け、中からいくつか商品を取り出す。

「わぁ、素敵ね。ゆくるさんのガラス細工はうちの店でもとっても人気だから待ってたわ」

「そうおっしゃっていただけるとうれしいです」

　商品を一つひとつ丁寧に確認しつつ、カラフルな珊さん瑚ごをイメージしたグラスを手にした渚に「ありがとうございます」と頭を下げる。

「美織さん、いつも遠くまでご苦労様」

　奥からオーナーの拓たく也やが顔を出した。渚の四つ年上の夫である。

　パーマをかけた黒髪は無造作にまとめられ、沖縄の人特有の彫りの深い顔立ちに顎あご髭ひげを生やしたワイルドな男性だ。

　拓也はもともと沖縄に暮らしているが、渚は東とう京きょう出身。彼が仕事で東京に行った時に彼女と出会い、結婚してこちらに連れてきたと聞く。

「電話でもくれれば、車まで受け取りに行ったのに」

「お気遣いありがとうございます。でも台車があればなんでもないですから」

「そう？　まぁなにかあったら、いつでもなんでも言ってよ」

　優しいひと言を残し、拓也は再び奥へ戻った。

　やわらかさと硬さが絶妙に共存するガラス細工の世界は、美織が幼い頃からすぐそばにあった。祖父が営むガラス工房は家から歩いて五分の場所にあり、形を変えていくガラス細工を時間も忘れて眺めていたものだ。

　ペンションを営む両親が忙しかったせいもあるだろう。学校からランドセルを背負ったまま工房に直行し、夜遅くまで入り浸った。

　一四〇〇度の溶解炉で溶かし、吹ふき竿ざおに巻き取ったガラスは、祖父の辰雄が息を吹き込むとみるみるうちに膨らんでいく。どんな形も彼の手にかかれば変幻自在。作品は無限に生み出される。

　その動作は軽やかでリズミカル。流れるように自然と、徐々に成形されていくグラスや器から目が離せなかった。それはまるで魔法のようにも見えたものだ。

「ふたつとして同じものが存在しないのがいいのよね。ゆくるさんのものはインターネットでも取り扱いがないでしょう？　だから余計に希少価値が高いのよ」

　辰雄や美織の作品が買えるのは、工房とコレッタのみ。それを目当てに沖縄を訪れる人もいると聞くから、とてもありがたい話だ。

　ネット販売を試みようとした時期もあるが、発送の手間などを考えてあきらめた。その時間を制作にあてた方がずっといい。

「あ、これ、美織さんの作品でしょう」

　渚は箱の中から手のひらサイズのグラスを取り出した。淡いピンク色が底に向かってグラデーションになっている。丸みを帯びた形は琉球ガラスの特徴でもある。

「やっぱり祖父の作品にはまだまだ及ばないですよね」

　二十七歳になった美織も工芸家として第二の人生を歩んでいるが、その道五十五年、工芸家としてのキャリアがある七十代の祖父に敵うはずもない。目の肥えた渚には、未熟さは一目瞭然だろう。

「そうじゃないわ。夏川さんの作品は完成しつくされていて、琉球ガラス特有のほわっとした中にどことなくキレがあるんだけど、美織さんのは限りなく優しい印象なのよね。温かみがあるというか、やわらかくてほっこりするっていうのかな。とにかく見ると穏やかな気持ちになるの。多分美織さんの人柄が作品に現れるのよね」

　もったいない言葉が照れくさい。

「そんな風におっしゃっていただけて光栄です。ありがとうございます」

　祖父に弟子入りして三年あまり。その間に妊娠や出産もあり、琉球ガラス工芸家としてはまだまだ新人のため、渚の言葉はこの上なくうれしく俄が然ぜんやる気が湧いてくる。

「奥でちょっとお茶でも飲んでいかない？」

「ぜひそうしたいのですが、息子のお迎えがあるんです」

　腕時計で時間を確かめてから肩を竦すくめる。

　他の工芸品の話や流行など渚ともっと話をしていたいのはやまやま。でも陽向はなによりも優先したい。

「そっか。そうだったわね。陽向くん、いくつになったんだっけ？」

「二歳半です」

「一番かわいい盛りよね。うちの子も、たまに小さい頃に戻ればいいのにって思う時があるの」

　渚がふふっとやわらかく笑う。

　彼女には小学一年生の娘がいる。とても礼儀正しく、賢い子だ。

「萌も花かちゃんもかわいいじゃないですか」

「女の子って、小さいうちから大人顔負けの〝女〟でね。だから私には容赦なくて。この前なんて、『ママ、お化粧濃くなったんじゃない？　おばさんっぽく見えるよ』って」

「ふふ。それはグサッと突き刺さりますね」

　そんなやり取りをするふたりを想像して笑みがこぼれた。

「でしょう？　目が点よ」

　似たような話は同じ保育園に通うママ友たちからもよく聞く。女の子は総じて成熟が早いのかもしれない。

　男の子はいつまでも幼いイメージだ。もちろんそれは個人差もあるだろうが。

「まぁそんなわけで娘には手厳しい言葉を投げかけられているけど、一応、美織さんよりは子育ての先輩だから困ったらいつでも頼ってね」

「ありがとうございます」

　頼もしい言葉が心強い。

　渚は美織がシングルマザーだと知っており、いつもなにかと気にかけてくれている。母子家庭の支援制度を調べてくれたのも、保育園選びを手伝ってくれたのも彼女だ。

　知り合って間もないのに、親身に相談に乗ってくれる新井夫婦には頭が上がらない。

「それじゃ今度、時間が許す時があったらランチでもしましょ」

「はい、ぜひ！」

　渚に微笑み返し、請求書を手渡して「ありがとうございました」とコレッタを後にした。

　午後三時半。保育園は工房近くのため、到着は四時半頃になる。迎えにはちょうどいい時間だろう。お昼寝から目覚めておやつを食べ、帰り支度も済んでいる頃だ。

（あまり早くお迎えに行くと、もっとお友達と遊びたかったって言われちゃうもんね）

　たまに仲のいい友達とブランコをしてから帰ると言って聞かず、園庭に居残りするくらいだ。その時の様子を思い出して笑顔になる。腕時計で時間を確認し、歩行者たちを避けながらカートを押して車まであと少しという時だった。

　少し先に立っている人物に視線を一気にさらわれる。その人だけ景色から切り取られたよう。ドクンと跳ねた心臓がほんの一瞬だけ止まった気がした直後、ものすごいスピードで脈を刻みはじめた。

　体は硬直。棒立ちになった足を動かせず、口を半開きにしてその姿を凝視する。

　どうして今、こんなところで――。

　思いがけない人を前にして立ち止まった美織を、通行人たちが不可解な顔つきで追い越していく。流れに取り残され、完全に置いてきぼりをくってしまった。

（……い、いけない。早く立ち去らなきゃ）

　こんなところで会うわけにはいかない。

　動けと命じ、アスファルトからなんとか足を引きはがす。車まであと少しだと、俯うつむいて早歩きをした。――ところが。

「美織……？」

　気付いたその人物が、カートを押す美織の腕をいきなり掴つかんだ。

「――っ」

　体の奥で神経が小さく震え、手を振り解ほどこうにも驚きと戸惑いで力が入らない。そんな中、おそるおそる顔を上げる。

　困惑した表情で美織を見つめるのは、世界各地にラグジュアリーホテルを中心に展開する『ラ・ルーチェ』グループの御曹司、瀬せ那な史ふみ哉やだった。およそ三年前に別れた恋人である。

　切れ長でありながら優しげな目元に、自然と口角の上がった唇。それらが形作る容貌は男らしさと、そこはかとない色気が漂い、眉にさらりとかかった黒髪が理知的な雰囲気を引き立てている。

　三十三歳になってもなお、整った甘いマスクは変わっていない。当時から類たぐい稀まれな容姿をしていたが、精せい悍かんさが増し、大人の男の魅力にさらに磨きがかかっていた。

　美麗なオーラを放ちまくり、周りとは隔絶した世界にいるよう。より逞たくましく美しい姿に心は大いに乱された。

　彼が仕事中なのは明らか。体のラインにフィットしたグレーのスーツを身に纏まとい、美織同様に戸惑いの眼差しを向けていた。

「やっぱり沖縄にいたのか……」

　彼のリゾートホテルが沖縄に開業を控えているのは、有名な話のため知っている。でも、こうして顔を合わせるとは予想もしていなかった。

　これだけ多くの人がいる中で、なぜ再会してしまうのか。ふたりを繋つなぐ糸はとっくに切れているのに。――いや、そもそも繋がれてもいなかったはずなのに。

　運命のいたずらに動揺せずにはいられない。

「どうして――」

　史哉が口を開いたその時。

「社長、お車が到着しました」

　秘書だろうか。黒いパンツスーツに身を包み、髪をシニヨンにまとめた品のある女性が声をかけてくる。道路には黒いハイヤーが止まっていた。

　史哉が彼女を見やったその隙すきをつく。美織はカートを大急ぎで押して車へ行き、後部座席に慌てて載せた。

「美織！」

　彼の声が空気を裂く。追いかけようとした様子の史哉は、秘書にもう一度「社長、お時間が」と呼び止められて踏みとどまった。

　運転席に乗り込んだ美織は震える手でハンドルを握り、アクセルを踏み込む。

（どうして、どうして、どうして――）

　苦しさで胸がえぐられたように痛い。とにかく一刻も早くその場から逃げだしたかった。




　美織は、工房からほど近いアパートに息子の陽向とふたりで暮らしている。

　八畳の洋室にダイニングキッチンのある部屋は、幼い子どもとふたりには十分な広さだ。

　美織が小学生の時にわけあって両親と三人で東京へ移り住んだが、高校生の時に母親を、大学生の時には父親を病気で亡くしている。

　大学を卒業後に東京のインテリア雑貨を扱うショップに就職した美織は、陽向をお腹に宿した二十四歳の時に沖縄に戻ってきた。

　祖父母は一緒に暮らそうと言ってくれたが、わがままを押し通して陽向を産んだため、できる限り自立して生活したかった。

　夕食も入浴も終え、陽向と並んで布団に入る。絵本の読み聞かせは、美織が欠かさない日課である。

「ママ？　それからどうしたの？」

　陽向は大好きな恐竜のぬいぐるみを抱え、美織を不思議そうに見つめていた。

　その声で我に返る。今日再会した史哉の姿が頭をよぎり、中途半端なところで物思いに耽ふけっていた。

「あ、ごめんね」

　陽向の頭を撫でて謝り、取り繕ってページをめくる。

「〝囲い炉ろ裏りに姿を隠していた栗くりが、灰の中から猿を目がけて飛び出しました。火であぶられた栗の熱さと痛さで、猿はたまりません。呻うめき声をあげながら、水で冷やそうと水がめの蓋を開けました。すると今度は……〟」

　陽向に急かされて先を読み進めたのは、陽向のお気に入りである『さるかに合戦』。悪さをした猿を懲らしめる勧善懲悪の世界にすっかりはまったらしく、毎晩ねだられて何度も繰り返し読む絵本だ。

「めでたしめでたし」

　猿を無事成敗し、美織が物語を締めくくると、陽向はパチパチパチと拍手喝采。「よかったねー、ママ」と目をキラキラさせた。

　純真無む垢くな眼差しに毎度心が洗われる。美織は、この笑顔を守るために生きていると言ってもいい。

「さぁ、そろそろ寝ようね。明日も保育園だから寝坊したら大変」

「うん！　ママ、あしたもね」

「そうね、明日もさるかに合戦を読もうね」

　美織が毛布をかけ直すと、陽向はぬいぐるみと一緒に手を布団の中に入れた。

「おやすみ、陽向」

「おやすみ、ママ」

　挨拶を交わしてほどなくすると、隣から穏やかな寝息が聞こえてきた。

　ほんのり灯ったスタンドライトの下、陽向のあどけない寝顔を眺める。

　涼しげな目元や高く通った鼻筋はこの頃、父親の面影が色濃く出はじめてきた。ふとした時の表情にドキッとすることもある。

　このまま成長したら、きっと彼にそっくりの大人になるだろう。そんな姿を想像して、胸の奥がざわめく。

（だけど、あんな場所で会うなんて……）

　今日の午後、意図せず再会した彼の姿を思い出すだけで、切ない想いが込み上げてくる。

　もう過去の話。自分とはなんの関係もない。

　そうやり過ごそうとするのに、頭も心も簡単には切り替わってくれない。

　目を閉じると浮かぶ彼の姿。再会が連れてきた胸の痛みが、美織をゆっくり過去へと引き戻していった。










ハプニングがもたらした恋の予感




　日本から飛行機でおよそ九時間、豊かな自然が隣り合う大都市、カナダのバンクーバーは美織がいつか訪れてみたい街のひとつだった。

　大学を卒業し、迎えた社会人二年目のゴールデンウィークに、美織はいよいよその土地に降り立った。

　海外旅行は何度か経験しているが、ひとり旅は初めて。少しの不安と大きな期待を胸に空港から宿泊先のホテルへ直行し、無事にアーリーチェックインを済ませてから弾む心で街へ繰り出した。

　午後二時過ぎのビルの合間から見える空は快晴。美織は半袖のシャツワンピの上にカーディガンを羽織っているが、街には早くもチューブトップやノースリーブの人がちらほらいる。試しに脱いでみたら、美織にはやはりちょっと肌寒かった。

　ノスタルジックな雰囲気を醸し出しているギャスタウンは、ガイドブックによればバンクーバー発祥の地と言われる歴史街区らしい。

　感性豊かなショップをゆっくり巡りつつ、メープルシロップやメープルバターなど、カナダならではのお土産を初日に無事ゲットした。帰りの空港で焦ってお土産を探すような心配事がなくなり、気分は晴れやかである。

　そこからハーバーセンターに足を向け、展望台から三六〇度の大パノラマを堪能する。爽快な気分になったところで、早めの夕食にした。

　アンティーク加工を施された木やレンガを使ったインテリアと、少し暗い照明がムード満点のレストランでは、仔牛の膵すい臓ぞうのローストやシーフードチャウダーに舌鼓を打つ。軽く一杯だけ飲んだクラフトビールと異国の地にいる高揚感からか、時差ボケも忘れて華やいだ気分でホテルに戻った。

　ダウンタウンでもっとも賑やかなロブソン通り沿いに建つそこは、十メートルはあるロビーの天井高が解放的でスタイリッシュなホテルである。

　海外にいる解放感のせいか部屋でおとなしくしている気分でなく、そのまま最上階にあるバーに向かった。ホテル内であれば防犯面などの心配もないだろう。

　入店してすぐ案内されたのはバンクーバーの景色が見渡せる、大きな窓と向い合わせになったカウンターだった。抜群の眺望だ。異国にいるだけで目に入るものすべてが美しく見える。

　ほどよく照明が落とされた店内にいるのは、カップルやひとり客が何組か。それほど混み合ってはいない。

　注文したジンフィズが目の前に置かれ、バーテンダーが去った時だった。

『キミ、かわいいね』

　唐突に声をかけられて面食らう。

『ひとり？　日本人だよね？』

　隣の席に座った男性が美織の顔を覗き込む。

　欧米の人は総じて大人びて見えるため年齢ははっきりしないが、二十代後半から三十代半ばくらいだろう。古代ギリシャの彫刻のような顔立ちの男性だ。

「あ、あの……」

　英語ならまだしもフランス語で話しかけられたため、なにを言っているのかまったくわからない。

（なんて言ってるんだろう。もしかして〝綺麗な景色でしょ〟とか？　それとも私がなにか困っているようにでも見えたのかな）

　不穏な空気は感じないが、美織はナンパだと気付かない。

『すみません、フランス語は話せないんです』

　つたない英語で返すと、男性は〝なるほど〟といった様子で頷うなずいた。

『それじゃ英語なら大丈夫？』

『少しだけなら』

　英語に切り替えた彼に、親指と人差し指で〝少し〟とボディランゲージでも示す。

『ここへはひとりで？』

『はい、ひとりです』

『ここより雰囲気のいい店があるんだ。一緒に行かない？』

『え？』

　急な誘いに戸惑いを覚える。美織はそこでようやくナンパだと気付いた。

『ごめんなさい。まだ飲みはじめたばかりなので』

　ジンフィズはたった今、カウンターに置かれたところだ。

　美織はグラスを手に取り、ひと口も飲んでいないとアピールした。

『そう言わずに行こうよ。その店でも美味しいカクテルが飲めるよ。ご馳走するから。ね、ほら』

　男性がいきなり美織の腕を掴み、立たせようと引き上げた。

　なんて急展開。日本でも声をかけられた経験はあるが、ここまで押しの強いのは初めてだ。

『ちょっと待ってください』

　腕を離してもらおうとした反動でよろけ、かえって男性の体に寄りかかるようになってしまった。あまりにも強引な態度には困惑しかない。

『日本語、教えてくれないかな。習ってみたかったんだ』

　それが単なる口実なのは、この手の誘いに疎い美織にもわかる。

「ほんとに離してください」

　混乱して日本語に戻りながら、彼の手を振り払おうと押し問答していると、不意に別の声がかけられた。

『久しぶりだね』

　それにつられてパッと見ると、三十歳前後の男性が立っていた。外国人男性も長身だが、それよりもさらに背が高い。一八〇センチは超えているのではないか。

　英語で話しかけられたが、日本人っぽい容姿をしている。しかも怯むほどの美形だ。

　おかげで数秒間、彼を凝視してしまった。

　グレーのショールカラーカーディガンに白いカットソー、ジーンズを合わせたカジュアルなスタイルには、品のよさが漂っている。

　美織に声をかけたみたいだが、見知った顔ではない。

（久しぶりって言ったけど、人違いじゃないかな……？）

　当惑する美織に、その男性はなにやら目線で訴えながら「僕に合わせて」と日本語で囁ささやいた。

（もしかして、知り合いのふりをしてくれてるの？）

　しつこいナンパに困っている美織に助け船を出してくれたのかもしれない。

『お、お久しぶりです』

　彼に合わせて知り合いのふりをする。たどたどしい言い方になったが、さも友好的な空気を醸し出した。

『すみませんが、彼女は僕の友人なので』

　美織たちのやり取りを最初から見ていたのかもしれない。彼が流りゅう暢ちょうなフランス語で、外国人男性から美織を引き離す。

『友人？　キミの？』

　外国人男性の目が美織に向けられる。

　フランス語のためわからないが、腕を解放された隙に日本人男性の背後に体を半分隠すようにした。

　外国人男性はしばらくふたりを見比べ、肩を上げ下げして白けたような表情を浮かべる。そして、ぶつぶつとなにかを呟きながらバーを出ていった。

（よかった……）

　ホッとして息を深く吐き出しながら頭を下げる。

「ありがとうございます。助かりました」

「いえ。あそこから、ちょっと危ないかなって見ていたんです」

　彼はカウンターの隅を指差して微笑んだ。

「そうだったんですね」

　フランス語はわからないし、英語もたどたどしい。不慣れな対応を心許なく眺めていたようだ。

「日本人女性はカナダで人気がありますから。いや、カナダに限らずと言った方がいいかな」

「そう、なんですか？」

　欧米人に比べたら顔立ちは薄く、体のメリハリもそれほどない。どちらかと言えば美織は引け目を感じてしまうが。

「日本人女性は優しいですから。控えめなところも好まれるようです」

　そういえば、と思い返す。

　先ほど外国人男性に声をかけられた時、美織ははっきり断れなかった。まだ飲みはじめたばかりだとは言ったが、嫌だとストレートに伝えていない。

　女のひとり旅なのだから、もっとはっきり自己主張しなければ自分の身を自分で守れないと気持ちを引きしめる。

「海外では気を付けます」

　肩を竦めて軽く頭を下げた。

「海外だけでなく、日本にいても気を付けた方がいいですよ」

　彼の言葉はもっともだ。美織は笑みを浮かべながら「はい」と返した。

「よろしかったら、助けていただいたお礼に一杯ご馳走させていただけませんか？」

　もしも彼が間に入ってくれなかったら、外国人男性に無理やり連れ出されていたかもしれない。怖い思いをする可能性だってあった。ここはお礼をするのが礼儀だろう。

「それはナンパですか？」

「あっ、いえ、そういうつもりではないのですが……。お気に障ったのでしたらすみません」

　外国人男性と同じだと気付いて恥ずかしい。まさにナンパも同然だ。

「冗談ですよ。せっかくですからご馳走になります」

　美織が自己嫌悪に陥っていると、男性はふわっと微笑んで椅子を引いた。

　仕草のひとつひとつに微かに漂う色気にどぎまぎさせられる。彼の隣に美織が腰を下ろすと、バーテンダーが彼の座っていた場所から飲みかけのカクテルを運んできた。

「ご馳走になるのは、これを飲み終わってからにしますね」

「ぜひそうさせください」

　笑い合いながら同時にグラスに口をつける。ジンフィズの炭酸が爽快だ。

「僕は瀬那史哉といいます。あなたは？」

「私は夏川美織です」

「美織さん、と呼んでも？」

「もちろんです」

　親しみを込めて頷く。小首を傾げた彼の優雅な微笑みに、鼓動がひとつ跳ねた。

「ここへは旅行ですか？」

「はい、そうなんです。無事に社会人二年目を迎えられた記念で。海外は初めてではないのですが、ひとり旅でちょっと緊張しています」

「社会人二年目だと二十四歳？」

　そう尋ねた史哉が、即座に謝罪に転じる。

「女性に年齢を聞くものではないですよね。失礼しました」

「いえ、大丈夫です。誕生日が八月なのでまだ二十三歳ですが、今年二十四歳になります」

　全然気にしないと、美織は顔の前で手を振って答えた。

　美織が最初に予想した通り、史哉は三十歳だという。バンクーバーで仕事をしているそうだ。

　出会ったばかりのため立ち入った質問は不ぶ躾しつけだろうと、どんな仕事か尋ねるのは避けたが……。

（きっと大企業の商社マンとかエリートだよね）

　醸し出す優雅な雰囲気と余裕のある振る舞いが、美織にそう思わせた。

　紳士的で穏やかな語り口だからか、つい乗せられてバンクーバーへは今日到着したばかりであり、明日以降どこを観光しようか候補がありすぎて悩んでいるなどと一方的に話していく。

　バッグからガイドブックを取り出して、お勧めの場所を教えてもらおうとしたら……。

「僕でよかったらバンクーバーを案内しましょうか」

　史哉がグラスを置いて美織を見る。小首を傾げ、わずかに目を細めた。

「えっ」

　唐突な彼の申し出に驚いて、上ずった声が出た。おまけに心音までトックンと弾む。

「いや、それこそナンパの常じょう套とう句くですね。今のは忘れてください」

　史哉が手をひらりと振って自嘲気味に笑う。先ほど外国人男性に声をかけられた時同様、美織が困っているように見えたのかもしれない。

　だとしたら違う。

「ぜひ案内していただけないでしょうか」

　思わずカウンターに身を乗り出してお願いする。

　ガイドブックと首っ引きで観光地を巡るより、慣れた彼に案内してもらう方が断然いい。限られた時間もきっと有効に使えるだろう。

　しかし、そこでふと気になる。

「お仕事は大丈夫ですか？」

　明日は木曜日。日本はゴールデンウィークで休みだが、カナダは平日だ。

「ご心配には及びません。自由の利く仕事ですので」

　普通の会社員ではないのかもしれない。比較的融通の利く職種なのではないか。それなら、ぜひお願いしたい。

「じゃ、お言葉に甘えさせていただきます」

　ただでさえ楽しみな明日がさらに待ち遠しくなり、自然と笑みが溢あふれる。

「ホテルはどちらですか？」

「ここに泊まってるんです」

　美織が人差し指を下に向けると、史哉は目をパチッとまたたかせた。

「そうでしたか。では明日の朝九時頃、エントランスロビーで待ち合わせましょう」

「はい。ありがとうございます」

　うれしい誘いに心を弾ませながら、史哉とひと時を楽しむ。もちろん彼のお代わりは、美織のおごりだ。

　念のために連絡先を交換し、彼は「心していただきますね」といたずらっぽい笑みを浮かべてカクテルを飲んだ。




　翌朝、セットした目覚ましよりも早く起きた美織は早々にホテルのレストランで朝食を済ませ、部屋で身支度をした。

　シングルルームの狭いパウダールームの鏡に姿を映し、最終チェックをする。

　七分袖の白いシャツには深みのある赤いパンツで華やかさをプラス。たくさん歩いても疲れないように、足元は昨日同様に白いスニーカーだ。

「これで大丈夫かな」

　最後にくるりと回って、鏡の自分に笑いかける。おかしなくらいに気持ちが浮つくのは、昨夜史哉と楽しい時間を過ごしたせいだろう。

　大人の魅力に溢れた紳士的な彼といると、自分まで淑女になった気にさせられる。彼ほど魅力的な男性を美織は知らない。

（包容力はあるし、飛びぬけて容姿端麗だし、欠点なんてきっとないよね）

　三拍子揃そろうどころの話ではないと、しみじみ思う。映画やドラマに出てくる完全無欠のヒーローが、そのまま抜け出てきたみたいだ。あんな男性が実在しているなんて信じられない。

「さてと、そろそろ行こうかな」

　約束の十分前だったが、遅れるよりはいいだろうと部屋を出た。

　チェックアウトをするためか、九時前にもかかわらずロビーには多くの人がいる。忙せわしなく立ち回るスタッフに部屋のキーを預けて離れた。

　待ち合わせ場所は、豪華絢けん爛らんなアレンジメントフラワーがあるエントランスの真ん中。そこに足を向けると――。

（あれ？　もしかしてもう着いてる？）

　そこに立つ男性に目が留まる。ネイビーのブロードシャツにライトグレーのテーパードパンツが爽やかな装いだ。

　背後にある美しい花にも引けを取らない、麗しい姿にため息が漏れる。

　視線泥棒と名づけたくなるほど、行き交う人たちの目を惹ひきつけている。

　小走りに向かうと、彼は美織に気付いて軽く手を上げた。

「おはようございます。お待たせしてすみません」

　彼の前で足をトンと揃え、軽く頭を下げる。

「まだ約束の時間にはなっていませんからご心配なく。気合を入れて早く出てきてしまったのは僕の方なので」

　白い歯を見せ、史哉がにこやかに微笑む。

　今のは社交辞令のひとつ。深い意味はないとわかっているのに、彼の言葉に心はたやすく乱される。素敵な男性の甘い言葉は、恋愛に疎い美織にはとても危険だ。

　気持ちをなんとか落ち着かせ、「お気遣いをありがとうございます」と澄まし顔で目礼を返した。

　ここへきて、彼と一緒に過ごす一日を想像して緊張が走る。今さらもいいところだ。

「では行きましょうか」

　史哉は右手を前に出して美織の足を促した。

「なにかリクエストはありますか？」

「昨日はギャスタウンとハーバーセンターへ行ったので、それ以外の場所がいいです」

　ホテルのエントランスを横切りながら行き先の相談をする。

「バンクーバーは初めて？」

「はい。カナダ自体も初めてです」

「それじゃ、まずはモデルコースがいいかな」

　史哉はひとり言のように呟つぶやきながらホテルの敷地を出て、「こっちへ行きましょう」と美織を左手へ誘導した。

　平日にもかかわらず街には人の出がそこそこある。小さな雲があちこちに浮かんでいるものの昨日に引き続き青空が見え、絶好の観光日和だ。

　史哉が美織を案内したのは、ダウンタウンにあるバンクーバー美術館だった。石造りの建物が重厚である。

　史哉によると、もともと裁判所として使われていたものを改築して美術館になったのだとか。裁判所だったと言われれば、そう見えなくもない風格がある。

「じつは美術品にはとても興味があるんです」

　エントランスの階段を上りながら隣の史哉を見る。

　高尚ぶるつもりはないけれど、絵画はもちろん、その土地ならではの工芸品なども大好きだ。

「そう、それはよかった」

　返された微笑みは息をのむほど美しい。もしかしたら、これから鑑賞する絵画よりも綺麗なのではないか。

　昨夜出会った時もそうだったが、ついジッと見つめてしまう。不自然にならないように視線を外し、前を向いて入口を抜けた。

　館内は四フロアに分かれており、カナダ出身のアーティストの絵画や彫刻、写真、映像アートなどが展示されているらしい。なかでもカナダを代表する女性画家のギャラリーは最大の見所だと史哉が言う。

　美術館と聞くと、しんと静まり返った場所を想像するが、ここは違っていた。カジュアルな雰囲気で、ワイワイと気軽に鑑賞する人たちが多い。

　それはそれで気負わずに済み、なんとなくホッとする。出会ったばかりの男性と一緒にいる照れくささをやわらげるにはちょうどいいからだ。

　館内を回りながら展示作品をじっくり鑑賞する。ガイドツアーもあるらしいが、あれこれ説明してくれる史哉がいる美織には当然ながら必要ない。

　史哉と「この絵、素敵ですね」と言い合いながら時間をかけてゆっくり巡り、最後にミュージアムショップへ立ち寄る。ポストカードと小さなマグネットを自分へのお土産として購入し、美術館を後にした。

「トーテムポールのキーホルダーも買えばよかったかな」

　階段を下りながら無意識に呟いた美織のひとり言を史哉が拾う。

「戻りましょうか。さっき手に取って見ていたものですよね？　再入館ならできると思います」

「あ、いえ。大丈夫です。ごめんなさい」

「ちょっとここで待ってて」

「えっ、瀬那さん!?」

　美織が戸惑っている隙に、史哉が下りてきたばかりの階段を上がっていく。ゆったりとした優雅な身のこなしなのに足が速い。

　引き止める言葉は、爽やかな風に乗って見当違いの方に流されてしまった。

　ものの数分後、階段の隅で待機する美織のもとに史哉がにこやかな表情で戻る。

「瀬那さん、すみませんでした」

「これですよね？　中を確かめてみてください」

　急いで頭を下げつつ包みを受け取ろうと出した手が、意図せず彼の手に触れる。ドキッとしてつい引っ込めると、史哉からクスッと笑みが漏れた気配がした。

　きっと、たかだかそれだけでなにを意識しているのかと呆あきれたに違いない。

　気を取り直して包みを受け取り、中身を確かめる。カナダ在住の画家が制作した、カラフルなトーテムポールのキーホルダー。これだ。

「ありがとうございます。今、お金を……」

　バッグから取り出した財布を開けると、史哉はそれを制した。

「このくらい大丈夫ですよ。気にしないでください」

「そうはいきません」

　ただでさえ観光に付き合ってもらっているのに、欲しいものまでねだるなんてあんまりだ。値段なら先ほど確認済みのため、十ドル紙幣を差し出す。

　しかし史哉は頑として受け取らない。

「僕からのプレゼントです。安上がりっていう苦情なら謹んで受けますよ」

　胸に手をあて、史哉がおどけて笑う。ウインクまで飛ばされて、心臓がドキリと震えた。

「安上がりだなんて」

　とんでもない。わざわざ再入場してまで買ってきてくれたものだ。

「それでは遠慮なくいただきますね。ありがとうございます」

　キーホルダーを両手で持ち上げて笑い返した。

　その後、ロブソン通りにあるレストランで十三種類の生ガキを食べ比べできるオイスターバーを堪能し、ショッピングを楽しむ。

　そこからバスで移動し、イングリッシュベイへ。バンクーバーに住む人の多くが毎日、日光浴をするためや夕焼けを見に訪れるという。

「瀬那さんもここへはよく来るんですか？」

　歩道を歩きながら彼の横顔を見上げると、その先に真っ青な海が広がっている。夏には海水浴もできるらしい。

「リラックスしたい時なんかはよく来ますよ。のんびり歩くと、頭や体の凝りが解ほぐれます」

「素敵な場所がすぐ近くにあっていいですね」

　この海を少し南下したはるか先に日本があるなんて、ちょっと不思議な感覚だ。

「瀬那さん、バンクーバーは長いんですか？」

「もうすぐ一年です。それ以前はスペインのマドリードに」

「お忙しいお仕事なんですね」

　どんな職業なのか、まったく見当もつかない。やはり世界を股にかけた商社勤めだろうか。営業職や部長以上の要職に就いていれば自由が利きそうだ。

「美織さんはどちらに住んでるんですか？」

「私は東京です。小さい頃は沖縄に住んでいたのですが」

「沖縄？　あそこも素敵な土地ですよね」

「はい、とっても。大好きな土地です」

　両親の仕事の都合で、小学生の時に東京に引っ越した。父方の祖父母は沖縄で健在だが、母方の祖父母も両親も他界している。

　そんな話をしながら歩いていると、ふと美織の視界に奇妙なものが飛び込んできた。

「わぁ、あれ、なんですか？」

　指を差し、小走りで駆け寄った。

　おもしろいポーズをした像が何体も立っている。どれも満面の笑みを浮かべ、近くで見るとインパクトがものすごい。

「中国人アーティストのパブリックアートですね。そこに並んで立ってください」

　美織に追いついた史哉がポケットからスマートフォンを取り出す。写真撮影をするつもりだろうか。

「せっかくだから同じポーズで撮りましょう」

「えーっ、これと同じですか？」

「そう、それと同じ」

　史哉が指差した像は顔の両脇で手を広げ、ユーモア満点の笑顔だ。

（ちょっと恥ずかしいな）

　そう思ったのもつかの間、周りを見ると同じように写真を撮る人たちが大勢いる。日本人気質なのか、他の人がやっているのならという気分になり、スマートフォンを構える彼に向かって像と同じポーズを決めた。

「もっと笑って」

「これで精いっぱいです……！」

「美織さんならできますよ」

　おだてられ、意気込んでめいっぱい笑顔を作る。きっと隣の像よりも滑稽な顔に違いないが、史哉は「いい笑顔ですね」とヨイショした。

「それじゃ次は瀬那さんの番」

　彼のもとに駆け寄りながらスマートフォンを取り出し、像の方に手を向ける。

「いや、僕はいいですよ」

「そうはいきません。瀬那さんもポーズをしてください」

　背中をそっと手で押したら、筋肉質の引きしまった体の感触が伝わってきた。わけもなく頬が熱くなり、急いで手を放して平静を装う。

　史哉も覚悟を決めたようで、美織がしたように像の真似をしておどけたポーズをとった。

　スマートフォンを構え、写真に収める。

「どうですか？」

　自分の写りを確かめようと、史哉が美織の画面を覗き込んだ。意図せず顔が近づいたため、それとなく半歩離れる。

　昨夜から美織は彼にドキドキさせられてばかりだ。

「瀬那さん、ずるいです」

「なにがどうずるい？」

「だって、変顔しているのに素敵なんですもん」

　写真の史哉は真っ白な歯を見せてにかっと笑っているはずなのに、スマートな笑顔にしか見えないのだ。容姿端麗な人間は、どんな表情をしようが、変なポーズを決めようが、すべて様になってしまうらしい。

「それは光栄ですね。でも美織さんだってほら」

　史哉が自分のスマートフォンに先ほどの写真を表示させる。

「かわいいですよ」

「えっ」

　そんな言葉をかけられるとは思いもせず、目を見開いて史哉を凝視する。はからずも視線がぶつかったため、そそくさと逸らした。

「私のは本当にひどいですから。かわいいだなんて全然」

　事実、見せてもらった写真は想像した通りのおかしな顔だ。恥ずかしくてじっくり見られないくらいに。

「本当にかわいい。この写真は永久保存版にしておきます」

「やっ、やめてくださいっ」

　そんな写真をいつまでも残してほしくないし、永久保存版とはいかに。

　意味深な言葉の数々にどぎまぎさせられる。今のはほんの冗談だからと自分に言い聞かせないと、とてもじゃないが平常心に戻れない。

「では、行きましょうか」

　彼の言葉に翻弄されている美織とは裏腹に、史哉は何事もなかったかのように次の観光地へ誘った。

　自分を褒められるのも女性を褒めるのも、きっと慣れているのだろう。女性の扱いに慣れているのは、昨夜バーで助けられた時から感じていた。

　文句のつけどころのない容姿や、やわらかな物腰と穏やかな口調をもってすればモテないはずはない。それこそ選より取り見取りだろう。

（恋人はいるのかな……）

　余計な詮索はしたくないが、いると考える方が自然だ。

（だとしたら、私とこうして一緒にいても平気なのかな）

　でも、彼にしてみれば美織は女性というよりはただの観光客。性別も恋人の有無も関係ないのかもしれない。

　そこでふと気付く。

（これって私の初デート？）

　男性とふたりきりで一日一緒に過ごしたのは初めてだ。

　二十三歳にもなって恋愛経験は皆無。デートすら経験がない。

　中学まで共学だったが高校大学と女子校だったため異性の友人はできず、そんな機会にも恵まれなかった。社会人になって男性とも臆せず話せるようになったが、恋愛経験と呼べる段階にはほど遠い。

　史哉が初めてのデート相手だと改めて気付き、急速に胸が高鳴りはじめた。〝かわいい〟と言われたのも、その原因のひとつである。

（瀬那さんにとってはデートのうちに入らないだろうけどね）

　そう考えると、心なしか気持ちがしゅんと落ち込んだ。

　その後、美織たちはウォーターフロントにあるグランビル・アイランドで地ビールを嗜たしなんだり、パブリックマーケットで多彩な食材を見て回ったりした。

　夕食は入り江に面した眺めのいいレストランでサーモンやロブスターのグリルを堪能し、宿泊先のホテルへ戻る。もう八時近いのに、外はまだ明るい。

「今日は本当にありがとうございました」

　エントランスロビーで史哉に頭を下げる。

　彼とはここでお別れだ。寂しさを覚えるのは、予想以上に楽しい一日を過ごしたせいだろう。

「僕の方こそ、いろいろと連れ回したから疲れさせたかなって心配」

「いえっ、全然。とっても楽しかったです」

　実感を込めて返す。本当に楽しかった。

　素敵な時間を過ごしたからこそ名残惜しいけれど、もう覚悟を決める以外にない。

「では、明日も案内しましょうか？」

「えっ？」

　予想外の言葉をかけられたため、意味を理解するのに時間を要する。まばたきを激しくさせて史哉を見つめた。

「美織さんさえよければ、だけど」

「いいんですか？」

　つい顔を輝かせる。史哉と明日も一緒に過ごせると想像するだけでワクワクが止まらない。ついでにドキドキも。

「では、明日も今日と同じ時間に」

「はい！　ありがとうございます！」

　ルンルン気分なのはきっと彼にも丸わかりだろう。その証拠に史哉は肩を揺らしてくすっと笑った。

　史哉を見送り、預けておいたカギを受け取るためにフロントに向かう。足取りの軽さが美織の気持ちをなによりも物語っていた。

（明日も瀬那さんに案内してもらえるなんて）

　想像しただけで頬が緩む。

『一二一四号室の夏川です。カギをいただけますか？』

　スタッフに英語でかける声まで弾んだ。昨夜バーでやり取りをした時の英語よりずっとスムーズなのも、気分が軽やかだからだろう。

　いや、軽いどころの話ではない。完全に浮かれている。

『申し訳ありませんが、チェックアウトをお願いしてもよろしいでしょうか』

『……はい？』

『夏川様のご予約は昨夜一泊だけでした』

　衝撃的な事態が勃発した。

　美織の予約は一泊だけのため支払いをしてほしいと言う。部屋に置いてあった荷物はクラークで預かっているらしい。

　それならなぜ朝の時点ですんなりカギを受け取とり、にこやかに『いってらっしゃいませ』と送り出したのか。

　他の客のチェックアウト業務で立て込み、たまたま行き違いがあったのかもしれないが、こんな時間になって予約されていないと言われても困る。

　すぐに他の部屋を手配してもらおうとしたが、あいにく空きはないらしい。近くのホテルを紹介してほしかったが、他の客がグループで押し寄せ、支払いを済ませた美織は退散する以外になかった。

　今回の旅行はパッケージツアーではなく個人旅行のため自分で飛行機やホテルを予約したが、なにかの手違いで一泊になってしまったのだろう。

「どうしよう……」

　返された大きなスーツケースを手に、美織は途方に暮れた。




＊＊＊＊＊




　史哉が暮らす二十階建てマンションは、ダウンタウン南の海岸線に隣接するコールハーバーにある。

　プール、ジム、ラウンジなどにはコンシェルジュが常駐し、セキュリティ面における不安もなく、快適な生活を送るのには十分だ。最上階の自室は白を基調としたシンプルな内装で、３ＬＤＫとひとり暮らしには持て余すほど広い。

　リビングの大きな窓から見える景色は、徐々に薄紫がかった黄昏たそがれ色になりつつある。それを眺めながら、史哉はコーヒーを淹いれてひと息ついた。

「信じられないな」

　ぽつりと呟き、小さく笑う。

　知り合ったばかりの女性にバンクーバーの案内を提案するなど、考えもしない展開には自分が一番驚いている。

　世界各地に数あるブランドのホテルを展開するラ・ルーチェグループの御曹司であり、次期社長でもある史哉は仕事で各国を飛び回り、ここ何年も仕事が恋人といってもいいくらいに没頭してきた。

　バンクーバーに滞在しているのは、傘さん下かに置くグループホテルの建設ラッシュがブリティッシュコロンビア州であったためである。それも落ち着いたため、来月には帰国する予定だ。

　忙殺されてきたこれまでの反動なのか、彼女とふたりで過ごした時間を思い返して自然と笑顔になる。初めて訪れたらしいバンクーバーを美織に知ってもらうのが目的だったはずが、予想外に自分も楽しんでいた。

　そもそも女性を喜ばせようとすること自体、思い出せないほど遠い昔のことだ。

　美織と街を歩き、美しい景色を眺めた時間がなぜか惜しくなり、別れ際に明日の約束まで取りつけるなど、史哉にとっては前代未聞と言っていい。

「ありえない」

　そう呟きながらスマートフォンを開き、史哉の秘書のナンバーをタップする。

　当初は今日だけの休養としていたが、もう一日延ばすためである。

《かしこまりました。これまでお忙しかった分、どうかごゆっくりお休みください》

　この一年、州内はもちろん各国を仕事で飛び回っており、休暇らしい日がなかったのは事実である。

「悪いね。ありがとう」

　秘書の気遣いに感謝して通話を切った。

　そのまま写真フォルダを開き、イングリッシュベイのパブリックアートで撮影した美織の写真を眺める。おどけたポーズを取った彼女の弾ける笑顔が眩まぶしい。女性を美しいと感じるのも久しぶりだ。

　ここ数年、心に余裕がなかったせいもあるだろう。今日は美織の笑顔に随分と癒された。

　明日はどこへ連れていこうか。彼女を喜ばせるにはどういったコースがいいだろうかと、コーヒーを飲みながら史哉が相そう好ごうを崩した時だった。

　手にしていたスマートフォンが着信を知らせて鳴り響く。相手は先ほど別れたばかりの美織だった。

（なにかあったのか？）

　応答をタップして耳にあてる。

「どうかしましたか？」

《じつはホテルの予約をミスってしまって……。瀬那さん、他にどこかご存じじゃないでしょうか》

　それは驚くべき電話だった。

「別れたばかりで連絡がきたものだから、僕に会いたくなったのかと期待してしまいました」

《あ、いえ、その……》

「というのは冗談ですが、それはお困りでしょう。すぐそちらに向かいますよ」

　半分本気だったが電話の向こうから戸惑う様子が伝わってきたため、慌てて言い直す。通話を切り、急いでマンションを出た。




　美織のもとへ駆けつけ、近辺のホテルをあたったが、どこもかしこも予約でいっぱい。チープなホテルであれば空きはあるだろうが、セキュリティ面を考えると彼女には勧められず、史哉も頭を悩ませた。

　美織が宿泊していたホテルは、じつはラ・ルーチェが傘下に置くシティホテルのひとつ。史哉の口添えでなんとでもなるのはわかっていたが、美織には権力をひけらかすところを見せたくない。日頃から肩書きに惹かれる人間ばかりを相手にしているため、今はそれを忘れたかった。

　困っている客に対して別のホテルを斡あっ旋せんしようとしなかったフロントの対応も謝罪したいが、ぐっとこらえる。後で総支配人に一報を入れておこうと心に留めた。

「僕のマンションへ来ませんか？」

　その言葉に自分で驚く。頭で考えるより早く口が勝手に動いた感覚だった。

　しかし夜も九時近くになり、彼女を放って帰るような真似はできない。寝泊まりできるゲストルームならマンションにある。もはやそれ以外に手立てはなかった。

　彼女をもっと知りたい気持ちがあったのも事実だ。

「そ、そんなっ、お邪魔するなんてご迷惑をおかけするわけには」

　史哉の唐突な提案に驚き、美織は首を大きく横に振った。

「でも、他に泊まれるホテルがない以上、そうするしかないと思います。知り合ったばかりの男の家に来るのは嫌でしょうが、ゲストルームがあるので安心してください」

「嫌とかそういうのではなく……。そこまで瀬那さんによくしていただくなんて申し訳なくて」

　スーツケースを引き寄せ、彼女が肩を小さく丸める。

「襲われるんじゃないかと心配？」

「いえっ、瀬那さんがそんな人でないのはわかっていますから」

「それは残念。絶対に手出しできませんね」

　大慌てで否定した美織の目が点になったため、ふっと笑みをこぼして続ける。

「冗談」

「も、もうっ、瀬那さん！　私をからかってばかり」

　恨めしそうに史哉を見上げ、軽く唇を尖とがらせる。怒った顔もキュートだ。

「私をリラックスさせるためにそう言ってくださっているんですよね。気を遣わせてばかりでごめんなさい」

　自己解決して頭を下げる美織を前に、史哉は自分でもジョークなのか本気なのかわからなくなってきた。

「でも、本当にいいんでしょうか」

　まだ迷いがあるらしい。知り合ったばかりの男の部屋に誘われれば当然だ。

「困っている女性をこのまま放置して帰れませんから」

　史哉のそのひと言が効いたのか、美織はしばらく悩ましそうに考え込んだ後に意を決したように顔を上げた。

「瀬那さんがそうおっしゃってくださるなら。すみません、お世話になります。ご迷惑ばかりおかけして申し訳ありません」

　ようやく覚悟を決めたらしい。

「誘ったのは僕の方だから。では行きましょう」

　彼女のスーツケースを引き、ホテルを後にした。




　マンションに到着すると、美織はもの珍しそうにキョロキョロと部屋を見回した。

「すごいマンションですね。眺めも素晴らしいです」

　ノースショアの山々やスタンレー公園の爽快な眺望は、史哉もお気に入りだ。

「瀬那さん、どんなお仕事されてるんですか？　……あっ、不躾ですよね、すみません。今の質問は忘れてください」

　詮索は失礼と考えたのだろう。慌てて謝る美織に笑顔で返す。

「ただの投資家ですよ。たまたま買った株がおもしろいくらいに値上がりしてね」

　本職はもちろん別だが、それもあながち嘘ではない。

　市場のトレンドを汲み取って得られる情報は、企業にとって経営戦略を立案する上で欠かせないものである。

　株価の値動きに敏感になるのも同様。史哉にとっては、その延長線上に投資がある。つまり仕事のひとつと言える。

「敏腕トレーダーなんですね」

「敏腕でもないけど」

　感心しきりの美織に向かい、鼻の下を擦って謙遜した。

「アイスコーヒーでも飲む？　それともワインの方がいい？」

　泊まる場所がない不安で心身ともに疲れただろう。史哉は美織をリビングのソファに誘った。

「ありがとうございます。ではコーヒーでお願いします」

　リビングまで見通せるダイニングキッチンで史哉が準備している間、美織は心許ない感じでソファの隅にちょこんと座っていた。

　どこに視線を向けたらいいのかわからず緊張する様子を見て、自然と笑顔になる。

　氷をたっぷり入れたアイスコーヒーをリビングへ運び、彼女の前に置いた。

「これ、もしかして琉球ガラスですか？」

　青いグラスを手に取り、美織がまじまじと見る。

「よくわかったね」

「やっぱりそうでしたか。素敵」

　声を弾ませ、表情を華やがせた。

「半年ほど前に、近くで琉球ガラスの展示会があって」

　そこで購入したものだ。なんの気なしに立ち寄ったつもりが作品に魅せられ、つい何点も。食器棚には他にも小鉢やプレートが並んでいる。

「バンクーバーで展示会が？　じつは祖父が沖縄で琉球ガラスを使った作品を作っているんです」

「琉球ガラスの工芸家？　なるほど。だから美術館で熱心に工芸品を……」

　バンクーバー美術館を案内した時、美織はカナダを代表するアーティストの作品を夢中で見ていた。史哉がプレゼントした、トーテムポールのキーホルダーの作者でもある。

「はい。ああいうものを見るとつい」

「美織さんも琉球ガラスを作った経験が？」

「幼い頃に何度かやらせてもらいましたが、なかなか難しくて。いくつも割ってしまいましたので、きっと向いてないんでしょうね。でも琉球ガラスって、ガラスなのにどこか温もりがあって、いつまでも眺めていたくなるんです」

　大事そうに両手で包み込みながら、美織が目を細める。

「わかる気がします。僕もこのグラスにはひと目惚れしたから」

　手にした時の高級感と重厚感に、気泡が入ることでやわらかな印象をもたらしている。それは他のガラス細工とはまったく違う感覚だ。

「そうですか！　私も大好きなのでなんかうれしい」

　史哉の同意を得たせいか、控えめな印象だった彼女が、これまでになく声を弾ませて続ける。

「沖縄の美しい風景を閉じ込めたみたいですよね。これを見ていると沖縄を感じられて……。琉球ガラス工芸は、守っていくべきものだと思っています。――と言いつつ、沖縄を出て東京で働いているんですけど」

　軽く肩を竦ませて笑うが、琉球ガラスについて語る彼女の顔は、昨日今日と史哉に見せたどの表情とも違っていた。

　優しい眼差しの中にも芯のある強さと言おうか。瞳の輝きが違う。琉球ガラスが心底好きなのだろう。

　グラスを見つめる美織の横顔に意図せず鼓動が乱れた。

　なにかが始まるような、どこか心地のいい胸騒ぎを覚えて柄にもなくどぎまぎする。

「それを飲み終えたら部屋に案内しましょう」

「はい、ありがとうございます」

　彼女がグラスに口をつけると、溶けはじめた氷がカランと涼しげな音を立てた。




＊＊＊＊＊




　翌朝、史哉のマンションで目覚めた美織は、彼が作ってくれたフレンチトーストとホットコーヒーで朝食を済ませ、観光へ繰り出した。

　今日は少し足を延ばしてノースバンクーバーへ。市街地からバスで約四十分、キャピラノ渓谷へ向かった。

　昨夜見舞われた予期せぬトラブルのせいで、寿命が少し縮んだ気がする。日本から遠く離れた異国の地で路頭に迷った心細さは、思い出すだけで体が震えてしまう。

　史哉がいなかったら、いったいどうなっていたか。感謝してもしきれない。

　並んでバスに座る史哉の横顔を横目でチラッと見たら、彼と目が合ってしまった。

「け、景色が綺麗ですね」

　決して史哉ではなく、窓の外を流れる景色を見たのだとごまかす。

「そうだね。バンクーバーは都市部も自然も見所がたくさんあって、三泊では美織さんを案内しきれないのが残念だな」

「それじゃ、また来ようかな」

　軽い冗談のように口にしておきながら、よからぬ期待も胸に抱く。

（そうしたらまた案内してくれるかな）

　史哉とこうして会えたら楽しいだろうなと、つい勝手な未来を思い描いた。

「僕がこっちにいる間なら、いつでも歓迎しますよ」

「ほんとですか？」

　食いつき気味に聞き返した自分の反応を即座に後悔する。彼は社交辞令で言っているだけだ。

「もちろん。美織さんなら大歓迎」

「ありがとうございます」

　勘違いしてはならない。彼はあくまでも挨拶の一環で言っているだけだ。

　そう自分に言い聞かせ、ひとまずお礼を告げた。




　やって来たキャピラノ渓谷には、針葉樹林に設けられたスリル満点の吊つり橋がある。

「ここ、渡るんですか？」

「そのつもりだけど怖い？」

　史哉は平気な顔をしているが、美織の前に現れた吊り橋は目がくらむほどの高さにある上長い。立ち尽くしている間にも、観光客が渡るたびにゆらゆら揺れているのだ。

「ちょっと怖いです」

　決してかわい子ぶっているわけではなく、高所恐怖症でもないが足が竦む。

「それじゃ、こうして歩こう」

「えっ」

　史哉にいきなり手を取られた。

　戸惑っているうちに彼が歩きだしたため、美織も進まざるを得なくなる。

「あ、あの」

　引っ張られるようにして吊り橋を渡りはじめた。

　美織たちが足を踏み出した瞬間ぐらりと揺れ、反射的に彼の手をギュッと握る。

「僕と手を繋ぐのは嫌？」

「い、嫌だなんて全然」

　恥ずかしさで俯きながら首を横に振る。ただ、うるさく騒ぎはじめた心臓に困っているだけだ。

「それはよかった」

　史哉は優しく微笑み、足をさらに進めた。

　眼下には川が流れ、きらきらと太陽を反射している。

「すごく高いですね。二百メートルくらいありますか？」

　もっとある印象だが、あまり大おお袈げ裟さにも言えない。恐怖のせいか、果てしなく高く感じる。

「そんなにはないと思うよ。せいぜい七十メートルくらいかな。下を見ると怖いから、真っすぐ前を見た方がいい。なんなら僕の顔を見つめてくれてもいいけど」

　ふざけて言っているだけだとわかっていても、眩しすぎるほどの笑顔で言われたらドキドキせずにはいられない。

　あちこちに視線を泳がせて、その笑顔から逃げた。

「美織さんは吊り橋効果って知ってる？」

「不安や恐怖を恋愛感情と間違えてしまう心理ですよね？」

　緊張などからくるドキドキ感を一緒にいる人への好意と認識する効果だと。

「そう。じつは美織さんに勘違いさせたくてここへ連れてきたんだ」

「……え？」

「なんてね」

「も、もうっ、瀬那さんってば冗談ばっかり！」

　軽く頬を膨らませて、繋いでいる方の手で彼を小突いた。

　そんなジョークは本当に勘弁してほしい。心臓がいくつあっても足りなくなる。

　昨日と今日で、いったいどれほどの衝撃を受けただろう。そのたびに美織は翻弄され、ちょっとした勘違いを何度も打ち消した。

　その後、ぐらぐら揺れる吊り橋をなんとか渡りきり、自然豊かな森を散策。バスでグラス・マウンテンへ移動し、標高一二五〇メートルからのパノラマビューを堪能する。どの場所でも壮大な景色に見入り、史哉と会話を弾ませ、ものすごく楽しい一日だった。




　夕方にはダウンタウンに戻り、食事を済ませてから史哉のマンションへ帰り着く。

「瀬那さん、これよかったら使ってください」

　小さな紙袋を差し出した。

「なに？」

「お世話になったので、ほんの気持ちです」

　ダウンタウンに戻った時に立ち寄った店で買ったものだ。

「気に入っていただけるか心配ですが」

　目をまたたかせつつ史哉が受け取る。

　なにかプレゼントをしたいと、昨夜からずっと考えていた美織が選んだのはマグカップだった。高価なものではなく、気楽に受け取ってもらえるものがいいと決めた品だ。

　使うシーンやドリンクを選ばない、ターコイズ色のシンプルなフォルムをしている。

　史哉への感謝の度合いは、マグカップひとつで釣り合うものではないけれど。

「ひとつか」

「あっ、そうですよね、ごめんなさい。ひとつなんて気が利かないですよね」

　なぜペアで買わなかったのか。史哉に言われて初めて気付く思慮の浅さに、我ながら呆れる。

「次に美織さんと会った時にペアで使えるとうれしかったんだけど」

　史哉がいたずらっぽい笑みを浮かべる。

　バンクーバーへまた来ることがあれば、案内してくれるとは確かに言っていたが。

（あれは本気だったの？）

　心は大きく揺れるが、直後にきっと違うと否定する。今のもこれまで同様にちょっとしたジョークだと、必死に心臓を宥なだめた。

「このまま終わらせたくないと思っているのは俺だけ？」

「瀬那さん、あんまり冗談ばかり言ってからかわないでください」

　気を持たせるような発言に、美織の鼓動がみるみるうちに高鳴っていく。

　でもそれは異国の地にいる非日常のせい。キャピラノ渓谷で史哉が話していた吊り橋効果みたいなものだと、早鐘を打つ心臓の理由をあれこれ探して解決を試みる。

（そうでしょう？　そうよね？）

　自分の気持ちがわからずに自問したが、どちらも違う気がしてならない。

　その言葉の裏側にある彼の想いを期待しているのが、なによりも美織の心を表しているよう。

「冗談でも嘘でもない。これまでキミにかけた言葉は、すべて俺の本心だから」

　澄んだ瞳で見つめられ、胸の奥から熱いものが込み上げてくる。

（史哉さんが私を好き、なの？　……信じられない）

　彼とはこれきり。バンクーバーを離れれば、それまでだと思っていた。

　心の奥の方で芽生えそうななにかを、必死に摘み取り目を逸らしてきた。

　これ以上、近づいてはいけない。無意識のうちにそうセーブしてきた理由も、芽吹きそうになっていたものの正体も、今はっきりわかってしまった。

（私、瀬那さんが好き）

　この二日間、ふたりで過ごした時間が走馬灯のように頭の中を流れていく。彼と交わした会話を一つひとつ回想して胸が熱い。

「瀬那さん、私もです。私も瀬那さんとここで終わりにしたくありません」

　素直な気持ちをストレートにぶつける。美織の正直な願いだった。

「俺はキミほど素直でかわいい女性を知らない」

　いつの間にか自分を〝僕〟ではなく〝俺〟と呼び替えた史哉が、手にしていた紙袋をテーブルに置き美織の手を取り引き寄せる。もう片方の手で腰を抱き、間近で視線が絡んだ。

　史哉の眼差しが熱を孕はらんで甘い。どちらの瞳を見たらいいのかわからず、美織のふたつの瞳がゆらゆらと揺れる。

　気持ちがどんどん高ぶり、彼への想いが大きく膨らんでいく。

　摘み取っていたはずの恋心は、その根をいつの間にか美織の心に深く根づかせていたみたいだ。

　ゆっくり顔を近づけてきた彼と、唇が触れ合う。

　体が強こわ張ばり、初めての経験に鼓動が急速にスピードを上げていく。それとは裏腹に心はふわふわと舞い上がった。

　優しく擦り合わせていたのは最初だけ。彼の舌先が唇をくすぐり、開けろと甘い要求をする。それに導かれるように薄く開くと、史哉の舌は難なく侵入を果たした。

　舌のぬるついた感触に驚き、意思とは無関係に自分の舌を奥に引っ込める。

「怖がらないで」

　史哉が美織の髪を梳すき、あやすように優しく囁く。

　おずおずと舌を出すと、そっと搦からめ取られた。

　やわらかく肉厚のそれは温かく、やけに艶めかしい。だけど決して嫌ではなく、徐々に気持ちよさを覚えはじめた。

「――っん」

　弾力のある舌が美織の舌を搦め取る。一瞬で体中が粟あわ立だち、声にならない吐息が漏れた。

　交わった舌がキスの温度を一気に上げていき、初めての感覚に全身から力が抜けてしまう。

　彼の舌が歯列をなぞり、頬の裏や上顎を舐め上げ、美織の唇の隙間からはとめどなく吐息がこぼれる。なにも考えられず、ただお互いの熱を混ぜ合わせ、大きくなっていく想いを伝えた。

「美織が欲しい」

　キスを解き、史哉が吐息交じりに囁く。

　バンクーバーを発つのは明日の朝。次にいつ会えるかはわからない。

　彼への気持ちを自覚した今、その要求を拒む理由はなかった。

　恥ずかしいのを押し殺してコクンと頷くと、史哉は美織をその場で抱き上げた。

　彼の首にしがみつき、寝室へ連れられる。そこはブラックを基調とした落ち着いた空間だった。壁やチェストなどを薄めのシャビーウッドでまとめた雰囲気がとてもおしゃれだ。

　しかし初めての展開を迎えた美織には、他に気を取られている余裕はない。そっとベッドに下ろされたが、自分の両手を胸の前でギュッと握り合わせ、体は緊張に打ち震えていた。

　その手を優しく解き、史哉が指を絡ませる。

「そんなに緊張しなくても」

　ガチガチになった美織を見て、ふっと笑みを浮かべる。

「すみません。じつはこういう経験がなくて……」

　旅先にこんな状況が待ち受けているとは知らなかった。

「初めて？」

　史哉は軽く目を見開き、聞き返した。

　こくっと頷く。恋もキスも、その先も、美織には未知の世界だ。

「それじゃ、いきなりで驚いただろう。でも、もう止められない」

　困ったように眉尻を下げた史哉は、最後のひと言で途端に妖艶な空気を放つ。

　それだけで全身にゾクゾクとした甘い痺しびれが走った。

「大丈夫です。初めてが瀬那さんでうれしい」

「キミという人は……」

　困ったようにクスンと鼻を鳴らす。

「優しくするつもりだけど、もしも手荒な真似になったら噛かみついてもいい」

「噛みつくなんて」

　思わぬ言葉に笑い返す。

「瀬那さんになら、なにをされてもいいです」

「あんまり焚たきつけないでほしいな。本当に加減ができなくなる」

「加減なんてしなくて大丈夫です」

　彼になら、すべてを預けられる。

　史哉はやわらかく微笑み――。

「美織……」

　名前を呼んだ瞬間、唇を重ねた。

　すぐに割って入った舌で上顎や下顎、頬の裏側をくすぐられ、歯列をぐるりと舐められる。口腔内を好き勝手に貪り、吐息ごと奪うような口づけにめまいを覚え、頭が白く霞んでしまう。

　舌をしごかれ、吸われ、体温がどんどん上がっていく。

「せ、なさ……ん」

　キスの合間に吐息とともに名前を呼ぶたびに、史哉も呼び返してくれた。

　心が通じ合った高揚感と刺激的なキスがもたらすのだろう、体の中心部が熱い。

　全身がじんじん痺れ、自分でも制御ができずに甘い息が鼻から抜ける。それは未知の感覚だった。

　彼の手がカットソーの裾から潜り込んでくる。美織の体が熱いせいか、史哉の指先がわずかに冷たい。

　でもそれもつかの間。すぐに美織の体温と溶け、甘やかな刺激を生み出す。

　ウエストラインを意味ありげになぞっていた指先が、背中に回る。瞬間、胸に解放感を覚えた。

　ブラジャーのホックを外されたのだと気付き、ハッとして胸をかき抱きキスを解く。

「どうした？」

「……恥ずかしい」

　今の状況はわかっているが、初めての経験はまだ美織をためらわせる。

「俺にならなにをされてもいいんじゃなかった？」

　史哉がいたずらっぽく、それでいて妖艶に微笑む。

　そうだった。確かに美織はそう言った。加減もしなくていいと。

「嫌ならやめておこうか」

　咄とっ嗟さに首を横に振った。美織の気持ちを大事にしてくれる優しい彼なら、本気でやめてしまいそうだ。今を逃したら、彼とはしばらく会えない。

「それじゃ、この手をどかそうか」

　目を細めて笑う彼から、強烈な色香が放たれる。もはや抗あらがうなんて無理な話。その目に見つめられるだけで、心も体も奔放になる。

　包囲していた手から力を抜き、自分の胸を解放した。

「いい子だ」

　史哉は美織の額に軽く音を立ててキスをし、カットソーをめくり上げた。

　一枚、また一枚と着ているものを脱がされ、美織の体が暴かれていく。唇に移動したキスに気を取られているうちに、生まれたままの姿になっていた。

　すでにキスだけで疼うずいていた体は、彼に見つめられるだけで大きく波を打つ。でもそれは、史哉の視線が火傷しそうなほどに熱いせいでもある。

「あんまり見ないでください」

「それは受け入れられないな。こんなに綺麗なんだから」

「綺麗なんて……」

　自分以外の誰か、それも好きな人に見られている状況が美織の心拍をさらに激しくさせる。息を吸うたびに胸が上下し、その頂がふるふると震えているのがわかる。

「ほら、ここなんて薄紅色に色づいて」

「――やっ」

　史哉の指先がそこを弾くと、スイッチが入ったみたいに体がしなる。続けざまに口に含まれ、生温かい舌に勝手気ままに弄ばれる。

「んんっ……っぁ……」

　恥ずかしいなどと言っている余裕はすぐになくなり、与えられる刺激から生み出される快感が、美織を未知の世界へと誘いざなっていく。もっとも敏感な部分に触れられた時には、鮮烈な刺激が体中を駆け巡った。

　次々と与えられる快楽が美織を前後不覚に陥れ、唇から切れ切れに声が漏れていく。

　好きになった人に好きになってもらえる幸せも、その彼とひとつになれる喜びも、美織にとっては初めての経験。すべてが愛おしくて、その想いごと史哉に抱きついた。
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　カーテンの隙間から光が射し込む。ひと足先に目覚めた史哉は、腕の中で寝息を立てる美織を飽きもせずに眺めていた。

　いつもひとりだったベッドに自分とは別の体温を感じる幸せが、史哉の胸を甘くくすぐる。

　しかし、それとは裏腹に鈍い痛みも伴っていた。

　あと数時間もすれば美織は空の上。離したくない想いが今にも暴走してしまいそうで怖い。

　ホテルのバーでの出会いが、こんな状況に繋がるとは想像もしていなかった。

　見ず知らずの女性にバンクーバーを案内するだけでなく、自分のマンションに滞在させるなど誰が考えようか。

　これまで自宅には友人はおろか、恋人も招き入れるのを好まなかった。ただひとりいる弟も同じく。パーソナルスペースを侵されるのが苦手なため、ゲストルームはお飾り同然。今まで誰ひとり使っていない。

　そのくせ美織はすんなりと招き入れられたのが不思議でならない。それは自分でも信じられない事態だった。

　ふと、彼女が琉球ガラスについて楽しそうに話していたのを思い出す。

　控えめな彼女がその時ばかりは饒じょう舌ぜつに、生き生きと熱く語っていた。ひと時見せられた芯の強さや、彼女の凛りんとした美しさにハッとさせられ、急速に惹かれたような気がする。

　恋愛は初めてではないが、久しぶりの高揚感に史哉自身も戸惑っていた。

　離したくない。このままずっと腕の中に――。

　想いを持て余して彼女を抱きしめると、美織はゆっくり目を開けた。

　史哉を認識して、途端に頬を染めて目を泳がせる。恥じらう彼女の唇に自分のそれを重ねた。

「おはよう」

「おはよう、ございます」

　たどたどしい言い方が愛しくてたまらない。

「よく眠れた？」

「はい……。瀬那さんの腕の中、ドキドキするけどとても居心地がいいです」

「そういう言い方は男を惑わせるって知っておいた方がいい」

「瀬那さんを惑わせられるなんて、私すごいですね」

　目を細めていたずらっぽく笑う。

　もはや史哉にとって、美織のやることなすことすべてが愛しい。たったの三日で、これほど心を乱される存在は初めてだ。

「俺も間もなく帰国するから、次は日本で会おう」

　日本で会う時には、正直に自分のすべて明かそう。ホテルグループ、ラ・ルーチェの人間だと。そう心に決め、美織と約束を交わす。

「帰国するんですか？　うれしい」

　美織は喜びいっぱいの顔で史哉に小指を突き出した。

「指切りげんまん？」

「はい」

　指を絡めて軽く振り、日本での再会を約束する。

「キミは本当に……」

「――んっ」

　かわいくてたまらず、美織を組み伏せキスの応酬をする。唇はもちろん額も頬も鼻先も、あらゆる箇所に口づけを落としていく。

　そのまま先に進めたい誘惑に駆られたが、昨夜が初めてだった彼女に無理はさせたくない。

「日本で再会するまで我慢するよ。その代わり次に会った時には」

　美織の耳元に唇を近づけ、「覚悟しておいて」と囁いた。










儚く散った恋




　ゴールデンウィークが明け、美織は気分も新たに出勤した。

　インテリア雑貨を扱うショップ『クラスティ』が美織の職場である。祖父が作る琉球ガラスに魅せられ、働くならインテリアや食器に関わる企業でと入社した。

　いつかこの店で祖父の作品を取り扱えたらいいなと淡い夢を抱いている。

　商業ビルの一階にある白を基調とした青あお山やま店は、清潔感のある雰囲気を出しつつペンダントライトや壁に特殊な造作を施したアーティスティックな空間だ。

　ハイセンスなブランドを集めた店内では、日常使いから特別な日のためのものまで幅広く扱っている。

「バンクーバーはどうだった？」

　出勤早々のバックルームで尋ねてきたのは、一年先輩の中なか根ね由ゆ良らだ。

　ストレートロングの髪をひとつに束ね、くりっとした丸い目のかわいらしい顔立ちをしている。一年目の時には美織の教育係としていろいろ教えてくれた、頼れる先輩である。

「とても楽しかったです」

「美織ちゃんのことだから、ナンパされまくって大変だったでしょう」

「いえっ、されまくってだなんて。でも、素敵な出会いならありました」

　正直に自分から暴露するのは、初めての恋に浮かれまくっているからに他ならない。史哉と想いを通わせ合い、ずっとふわふわした心地である。

「えーっ、そうなの!?　後で詳しく事情聴取しなくちゃ！　お昼休みは覚悟してね」

　由良に約束を取りつけられ、笑顔で「はい」と返す。

　オープンの準備をしながら、美織は史哉の帰国が待ち遠しくてたまらなかった。




　史哉から帰国すると連絡が入ったのは、それから一カ月が経過する頃だった。

　その間はメッセージや電話で毎日のように連絡を取っていたが、実際に会えるとなると喜びもひとしお。指折り数えた当日、彼に指定された場所は世界的にも有名な高級ホテル、ラ・ルーチェだった。

　仕事を終え、待ち合わせたフロントロビーへ急ぐ。

　この日のために買ったクラシカルな小花柄がかわいらしい黒いワンピースは、ショップ店員の『エレガントに見えますよ』のひと言で即決。大人な史哉に少しでも近づきたい一心だ。

　スカートの裾を揺らしてロビーへ行くと、彼は先に到着していた。

　初めて見るスーツ姿の美麗な姿に鼓動の制御が利かない。ネイビーのスーツは引きしまった彼の体にしつらえたようにフィットしている。

　史哉は美織を見つけるなり駆け寄り、人目も憚はばからず抱きしめた。

「ふ、史哉さん……！」

　驚いたのと恥ずかしいのとで体は硬直。おまけに顔は真っ赤だ。

　予想外に情熱的な再会だった。

「美織、会いたかった。元気だった？」

　美織を引きはがし、史哉が顔をまじまじと見つめる。一カ月も会えなかったのが嘘のよう。ふたりの間にあった空白の時間が、彼に見つめられるだけで一気に埋められた感覚がする。

「はい。史哉さんもお元気そうでよかった」

「元気に見えるのだとしたら、俺もなかなかポーカーフェイスがうまいようだ」

「どこか具合でも悪いんですか？」

　帰国したのは昨日の夜。時差で体調を崩したか。

「美織に会えなくて寂しい想いをしていたから」

　恥ずかしげもなく言われ、さらに顔が熱くなる。このままここでキスでもされたらかなわないと、彼から一歩離れた。

　海外生活が長いから、愛情表現もストレートなのかもしれない。

「そんなに警戒しなくてもいいじゃないか。やっと会えたんだから」

「そうなんですけど、人がたくさんいますし」

　先ほどからやけに人の視線を感じるのは、多分史哉が目立つせいだろう。容姿端麗な彼は、その存在だけで目を惹きつけてしまうから。

「それじゃ、ふたりきりになれる場所へ行こうか」

　史哉は美織をエスコートして歩きはじめた。

　その足はエントランスではなくエレベーターのある方へ向く。

「どこへ行くんですか？」

　ここでは待ち合わせただけではなかったのか。

「部屋を取ってある。というか、ここに滞在してるから」

　史哉によると、住むマンションが決まるまではしばらくここで過ごすらしい。ホテルを部屋替わりにするようだ。

　彼に誘われて最上階へ。招き入れられたのはスイートルームだった。

「こんなお部屋に連泊なんてすごいですね」

「美織と過ごすなら快適な部屋の方がいい。この前、手持ちの株がいい値動きをしたんだ」

　軽くウインクを飛ばし、彼がいたずらっぽく口角を上げる。

　史哉のような人をスーパートレーダーと呼ぶのだろう。一泊いくらなのか見当もつかないが、高級ホテルで有名だから相当な額だろう。

「レストランで食事をしようと思ったけど、誰にも邪魔されずに話したい。ルームサービスを取ろう」

　史哉の提案に頷く。ほどなくしてフレンチのコースが運ばれてきた。

　サーモンとカッテージチーズをのせたカナッペやベーコンと夏野菜のラタトゥイユ、メインにはヨーグルトソースのチキンソテーなど、どれも目にも鮮やかな料理だ。

「史哉さん、おかえりなさい」

「ただいま」

　スパークリングワインで帰国を祝って乾杯。美織は史哉と再会できた喜びでいっぱいだ。

「ところで、どうして今日はスーツなんですか？」

「似合わない？」

「とっても素敵です。でもお仕事はトレーダーだと言っていたので、ビジネスマンの姿は想像していませんでした」

　自宅の一室で、何台ものパソコンを前に株の値動きを厳しくチェックしているのが、美織が抱いているトレーダーの勝手なイメージだ。

「今日はそのあたりの話もしたいんだ」

「そのあたりのお話？」

　彼の言葉の意図が掴めず目が点になる。

「その前に食事と、美織の話を聞かせて」

「私の話なら、もうたくさん聞いてもらっていますよ？」

　ふふふと笑いながら返す。電話やメッセージのやり取りでは、史哉の質問に美織が答える方が多かった。

　史哉はとても聞き上手だ。話題を振っても、いつの間にか美織の話に切り替わっている。それも気付かぬうちに自然と。

「まぁそう言わずに。そういえばバンクーバーで知り合った時に聞いた覚えがあるけど、幼い頃は沖縄にいたとか」

「はい。祖父のガラス工房の近くに家があって」

「沖縄のどの辺り？」

「読谷村です。那覇空港から一時間弱のところにあります」

「読谷村？」

　史哉の目がパッと輝く。

「知っていますか？」

「もちろん。その先の恩おん納な村そんにはこれから頻繁に行くかな」

「そうなんですか！　お仕事ですか？　あ、でも、トレーダーとは関係ないのかな」

　美織が暮らしていた沖縄を介して、親密度がさらに上がった気になる。

「美織のご両親もガラス工芸を？」

「いえ、両親はペンションをやっていたのですが、近くで外資系のホテル開発があってから特に経営が立ち行かなくなって」

「近く？」

「読谷村です」

　史哉はわずかに目を見開き、「読谷村」と美織の言葉を繰り返した。

「うちだけじゃなく、たくさんの民宿やペンションが潰れてしまったんです」

　沖縄では他に仕事を見つけられず、心機一転、家族で東京へ引っ越した。

　移り住んでからはオフィス街で小さなお弁当屋を経営していたが、それも父親が病に倒れるまでの話だ。

「……そのホテル開発のせいで？」

　心なしか彼の声のトーンが下がる。

「立ち退のきを余儀なくされた知り合いはたくさんいました」

　高額な立ち退き料をもらえた家はまだよかったかもしれない。しかしホテル開発の敷地に被らず、すぐ近くで営業を続けざるを得なかった民宿もたくさんあった。

　そのせいで両者の間にいがみ合いが生まれ、和解できないままでいると聞く。

　史哉の表情に影が差したためハッとする。

「ごめんなさい、せっかく久しぶりに会ったのに暗い話なんて聞きたくないですよね」

（私ったら気が利かないんだから。再会した時に話すような内容じゃないでしょ）

「……いや」

　一瞬の沈黙の後、史哉が首を横に振る。取り繕った笑顔に見えたのは気のせいだろうか。

「史哉さんは恩納村にはお仕事ですか？」

「そう、だね」

　どことなく歯切れが悪い。聞いてはまずい話題だったか。

「それより美織のおじい様の話を聞かせて。琉球ガラスの話を」

　穏やかな笑みを浮かべ、史哉がねだる。美織お得意の話題のため、つい乗せられて「祖父の作るガラス細工は……」と切りだした。

　フレンチ料理を堪能しつつ、史哉と楽しく語らう。久しぶりの逢おう瀬せで気持ちは弾み、話が尽きない。

「史哉さん、ひとつ聞いてもいいですか？」

　どうぞ、と彼に目で言われて続ける。

「私たちは恋人、ですよね？」

　食事を終え、美織はふと感じた疑問を口にした。

「俺はそう思っているけど美織は違う？」

「そうならいいんですけど、史哉さんがなんとなく一線を引いているような気がして」

　どちらかというと美織が一方的に自分の話をするばかりで、彼自身を詳しく知らない。付き合いたての上、この一カ月は遠距離恋愛だったから無理もないのかもしれないが、今一歩踏み込めない感じが史哉にはある。

「自分を律していないと、美織に無ぶ様ざまな姿を見せる気がしてね」

「無様？」

　首を傾げて聞き返した。

「執着したり独占欲を露わにしたり。見苦しい姿を晒さらすかもしれない」

「そんなの全然無様じゃないです」

　美織にしたらうれしい姿だ。

「ありのままを見せても？」

　細めた目が突如として色香を放ちだす。テーブルに片方の肘を突き、手の上に顎を乗せて軽く首を傾げた史哉は美織をしっとりと見つめた。

　声も出せず、頷くので精いっぱい。

　椅子から立ち上がった史哉が、美織のもとへやって来る。膝の上に置いていた手を取り、美織を引き上げて立たせた。

「それじゃ遠慮はしない。バンクーバーで、帰国したら覚悟してと言ったのを覚えてる？」

「はい」

　もちろん覚えている。

　想いを伝え合い、彼の隣で目覚めた朝は、美織が生きてきた中でもっとも幸せな時間だった。史哉の言葉は全部、忘れるはずもない。

「会いたくてたまらなかった」

　愛おしさを隠そうともしない囁き声は、途方もなく甘い。史哉は美織の頬を両手で包み込んだ。

「私も会いたかったです」

　実感がこもって声が震える。

　電話だけでなく、早くこうして触れ合いたかった。指折り数えてなにかを待つなんて、小学校の遠足以来だ。

　片手で数えられるようになってからは毎日ドキドキ。史哉との再会のために選んだ洋服は、毎晩のように着て鏡の前でチェックしていた。

　一いち日じつ千せん秋しゅうの思いで待ち焦がれた。

「やっと会えたね」

「はい。本当にうれしい」

　そんな言葉では全然足りないくらいに。

「朝まで離さないから」

「明日の朝までですか？」

　願いが叶うのなら、ずっと。明後日あさってもその次も。

「まさか。それで俺が満足するとでも？　一生離さない」

　独占欲を孕んだ言葉はどこまでも甘く、視線は間近で絡み合う。眼差しはすでに熱を帯び、強烈な色香をともなって美織の鼓動を乱れさせる。

　ゆっくり近づいてきた唇が美織のそれを塞いだ。夢にまで見た、ずっと待ち望んでいたやわらかな感触だった。

　表面をなぞるだけのキスは、すぐに熱を増して深くなっていく。お互いの唇を、舌を貪るようにして求め合う。たった一カ月会えなかっただけなのに、果てしなく長い時間離れ離れだったみたいだ。

　息をするのももどかしくて、愛しさに溺れてしまいそうになる。

　キスをしながら史哉に誘導されてベッドルームへ向かう。ベージュを基調としたエレガントな内装に見み惚とれる隙もなく、もつれるようにしてベッドに押し倒された。

　美織を見下ろしながらネクタイを外す、どことなく余裕のない手つきにときめきが止まらない。強く欲する気持ちを痛いほどに感じて、心ごと体が痺れる。

　ワイシャツのボタンをいくつか外し、史哉は再び美織の唇を塞いだ。

　先ほどよりも性急なキスがふたりだけの世界に美織を引き込み、強く掴んで離さない。それ以前に、美織にはもはや史哉しか見えていなかった。

「……美織、俺をこんなにも夢中にさせてどうするつもり？」

　キスの合間にしっとりと熱を孕んだ瞳で問いかけられ、胸の奥がきゅうっと収縮したようになる。

　多分史哉は答えなんて求めていない。美織も同じ気持ちだとわかっているから。

　その証拠に、言葉も紡げないほど深いキスで美織の口を満たしていた。

　吐息がこぼれ、鼻から甘ったるい声が漏れる。舌を絡ませながら彼が器用に美織の服を脱がし、徐々に晒されていく素肌。羞恥心より、もっと触れ合いたいと思う方が大きかった。

　反応を確かめながら、史哉の指先が美織の白く滑なめらかな肌を滑すべり、体を少しずつ開いていく。久しぶりの逢瀬がふたりを燃え上がらせ、官能的な時を刻んでいった。




『恋をするとすべてが色づいて見える』

　高校生の時、友人がうっとりするような表情でそう言っていた。

　ビルの隙間から見える空の美しさ、道端にひっそり咲いている花の力強さ。これまで気にもかけなかった景色の一つひとつに意味があるように思える。

　当時、理解に苦しんだ表現は、今の美織ならよくわかる。

　憂鬱なはずの雨音がピアノの調べに聞こえたり、名も知らない花を見て綺麗と感じたり、恋愛のおかげで生まれた心の余裕が目に映る景色を優しいものに変える。

　史哉が帰国して二カ月、交際が順調なのは言うまでもない。

　人生バラ色。決して大袈裟ではなく、そんな心境で毎日を過ごしていたある日の午後、美織は急な吐き気をもよおし、クラスティのバックルームにあるトイレに駆け込んだ。

　お昼に食べた生クリームたっぷりのカルボナーラが胃にもたれたのか、ムカつきを押さえきれなかった。

（胃腸は特別弱いわけじゃないんだけどな。私が気付いていないだけで、体調が悪いのかな）

　不可解に思いながら個室を出ると、そこに由良がいた。

「美織ちゃん、大丈夫？」

　心配で追いかけてきてくれたらしい。

「はい、吐いたらすっきりしました」

「そう？　だけど顔色はまだ悪いよ？」

　洗面台の鏡を見れば、血の気のない美織が映った。確かにひどい顔色だ。

「普段から貧血気味ではあるんですけど……」

「熱は？　ちょっとごめんね」

　そう言いながら由良が美織の額に触れる。

「あれ？　ちょっと熱っぽいよ？」

「そうでしょうか」

　自分の額に手をあてた。言われてみればそんな気もするが、気のせいとも言える程度である。胃腸にくる風邪でもひいたのかもしれない。

「ねえ、もしかしてとは思うけど……」

　由良が妙なところで言葉を止めて美織をジッと見つめたため、わけもなく息を詰めて続きを待つ。

「妊娠してないかな」

「ええっ、妊娠!?」

　あまりの衝撃に声が裏返った。

　そんな、まさか。

　頭から否定したが、即座に息をのんだ。

（そういえば生理が遅れてる。前回はいつだった？）

　頭の中にカレンダーを浮かべ、記憶を手た繰ぐり寄せる。

（嘘、二週間も遅れてる）

　いや、でもきっとたまたま。もともと不順な方で、これまでも一週間や二週間程度の遅れはよくあった。

「多分違います」

「そう？　でもほら、例のトレーダーの彼とは順調なんだよね？」

　つまり体の関係もあるでしょう？と言いたいのだろう。

「だけど避妊はしているので……」

　恥ずかしいのを押し殺して小さな声で白状する。

　彼はいつもきちんと避妊具を着けてくれていた……と思う。

　毎回しっかり目で確かめているわけではないが、無責任な人でないのは美織がよく知っている。

「それだって一〇〇パーセントではないから、念のため検査薬を試してみたら？」

　妊娠の二文字が、いきなり美織を揺さぶりにかかる。まったく考えていなかったため、全身から血の気が引くのを感じた。

「そう、ですね」

　きっと違うだろうが、あやふやにして不安になるよりはいい。

　心配そうにする由良と検査を約束して、その日、美織は体調不良で早退させてもらった。




　多分違う。きっといつものように不順なだけ。

　半ば祈りながら帰宅途中で購入した妊娠検査薬を試した美織は、その結果を前にして愕がく然ぜんとした。力が抜けて、ベッドサイドにヘナヘナと座り込む。

「嘘でしょ……」

　陽性を示したラインが二本、くっきりと浮かび上がっていた。

「どうしよう」

　史哉と付き合いはじめて三カ月。順調に交際を続けてきたが、結婚の話は出ていないし、将来を誓い合う言葉をもらっているわけでもない。

　そんな彼に妊娠していると告げたら、どんな反応をするだろう。

　困るか喜ぶか。

　美織自身ですら戸惑いの方が大きいのだから、それ以上に困惑するに違いない。

（でも黙ったままではいられないよね）

　ふたりに関わる重大な話を美織の胸だけに留めてはおけない。

　美織はバッグからスマートフォンを取り出し、通話の履歴を表示させた。しかし彼の名前をタップする一歩手前で指を止める。

「電話じゃなくて、直接話そう」

　大事な話だから顔を見て話したい。電話では彼の些さ細さいな反応を聞き漏らしてしまうだろうから。声だけでなく、表情の変化ひとつだって見逃すわけにはいかない。そのくらい深刻な事態が起こっているのだ。

　スマートフォンを再びバッグに入れ、美織はアパートを出た。




　帰国して二カ月が経った今も、史哉はホテル住まいを続けている。部屋探しもしているようだが、希望通りの物件が見つからないらしい。

　この二カ月ですっかり通い慣れたホテルの最上階を目指し、いつものようにエレベーターに乗り込む。ゆっくり上昇していくのに合わせて心拍数が上がるのを感じていた。

（中絶してほしいって言われたらどうしよう。史哉さんとの子どもだったら産みたいけど、結婚もしていないのに困るよね……）

　交際期間の短さや確証のない未来が、美織の心を大きく乱す。

　――でも。

　彼が帰国したこの二カ月、愛情を疑う余地はなかった。結婚の言葉こそないが、ふたりの愛は本物だと自信を持って言える。

　遠距離恋愛だって乗り越えられた。

（きっと大丈夫。史哉さんは喜んでくれるから。心配いらない）

　ふたりで育んできた揺るぎない愛が、美織の背中を強く押した。

　軽い音を立ててエレベーターが止まる。

「よし、行こう」

　自分に気合を入れ、フロアに降り立った。

（連絡もなしに来ちゃったけど、もしも不在だったらロビーで待とう）

　毛足の長い絨じゅう毯たんの通路の最奥。このホテルにふた部屋あるらしい最高ランクのスイートルームが視界に入った時だった。

　目的の部屋の前に四十代くらいの男性がいることに気付く。史哉はドアを少しだけ開けて、彼と話していた。

（誰だろう）

　家族か、仕事関係の人か。チラッと見えた史哉の表情が険しい。

　どことなく不穏な空気を感じたため、咄嗟に壁際に身を潜めて様子を窺う。耳を澄ませていると、ふたりのやり取りが聞こえてきた。

「夏川美織さんとはどういうご関係で？」

（――えっ、私!?）

　男性が唐突に美織の名前を持ち出したため、にわかに緊張が走る。

（どうして私の話題なんて……）

　それもただならぬ空気をまき散らしている。

　息を殺し、耳に神経を集中させる。嫌な予感を覚え、心臓は早鐘を打ちはじめた。

「どうもこうも彼女とは遊びですから。心配は無用ですよ」

　ためらいもせず返した史哉の冷ややかな言葉が、美織の胸を痛烈につく。衝撃で吸い込んだ息を吐き出せず、水もないのに溺れたような感覚だ。

（私とは遊び……？）

　愕然としてその場に立ち尽くす。

「おわかりかとは存じますが、ラ・ルーチェの次期社長として大切な時期だとお忘れなきように」

　今度は男性の口から驚くべき発言が飛び出した。

　ラ・ルーチェといったら世界に名を馳せる巨大ホテルグループである。今いる、このホテルはまさにそうだ。

　史哉が、その大企業の次期社長なのか。

　そんな――。

（トレーダーって言っていたのは嘘だったの？　どうして……）

　信じられない、信じたくない事実を前にして、美織は言葉も発せなかった。

「ええ、わかっていますよ。彼女とはひと時の戯れです。間もなく別れるつもりですから、父にもそのようにお伝えください」

　史哉の口から、愛とはほど遠い言葉が次々とこぼれていく。

『彼女とは遊びですから』

『ひと時の戯れです』

『間もなく別れるつもり』

　インパクトのある三つのフレーズが美織の頭の中でリフレインした。

　愛し、愛されていると思っていたのは美織だけ。身分を偽っていたのは、そこに愛がなかったからだと知る。遊びだから、伝える必要がなかったのだ。

　全身が震え、立っているのがやっと。体を壁で支えていなければ、今すぐ倒れてしまいそうだった。

　世界に名を馳せる一流ホテルの次期社長が、一般人の美織を本気で相手にするはずはない。彼の言葉は本心から出たものなのだろう。

　全部、美織の勘違いだった。自意識過剰も甚だしい。

　あれだけ彩りに満ち溢れていた景色が、唐突に色を失くしていく。

　灰色に染まった世界の中に突然放り出された美織は、そこから立ち去る以外に手立てがなかった。

　わずか三カ月間。幸せな世界はガラガラと音を立てて崩れていった。










真実を知られて




　吹き竿を回しながら息を吹き込み、巻き取った高熱のガラスを膨らませる。断続的に吐き出した息でみるみるうちに形が変わっていく様子を注視しながら、美織の心は彼方へ飛んでいた。

（まさかあんな場所で会うなんて……）

　史哉との再会は、三日経った今も美織を翻弄している。

　およそ三年前、ホテルで史哉の衝撃的な発言を聞いた後、美織は別れの言葉も告げずに彼の前から姿をくらませた。もちろん妊娠も打ち明けずに。

　史哉に直接問いただす勇気はなかった。

　彼と会って愛の言葉をかけられたら、真実から目を背けたくなる。その愛が、今を楽しむためだけの偽りだとわかっていても。もしかしたら、本音は別にあるのかもしれないと期待してしまうから。

　儚はかない夢を抱きながら、いつか絶対に訪れる別れに怯おびえていたくはない。

　あの後美織は会社を辞め、数日のうちにアパートを引き払う、素早い行動に出た。彼との愛が幻影だと知ったショックがそれほど大きかったのだ。その事実から早く遠ざかりたい一心で沖縄へ飛んだ。

　なによりも美織が悩んだのは、お腹に宿った命である。

　シングルマザーがどれほど大変か、ネットの記事を読んで美織にもある程度の想像はついた。

　でも一方通行とはいえ、美織が初めて愛した人との間に授かった赤ちゃん。病院で確定診断をされた時に強烈に芽生えた母性は、すでに消せないくらいに大きくなっていた。

　ひとりで産んで育てると、大きな決断を下したのは必然だったように感じる。

　大企業の御曹司であれば、美織の捜索など造作もないかもしれない。しばらくは祖父母のもとにも身を寄せず、人知れず民宿でひっそりと過ごした。

　そもそも史哉にとって美織は遊び。別れる手間が省けたくらいにしか考えないのはわかっていたが、万一を想定したためだ。

　結局、彼は工房には現れなかった。

　つまりそれは遊びを裏づけるなによりの証拠である。

　もしかしたら工房を探し出して追ってくるかもしれないと、どこかで期待していた自分の浅ましさが嫌だった。

　――パリーン！

　唐突に響いた破裂音で我に返る。

　吹き竿に巻きつけていたガラスが垂れ落ちて割れた音だった。

「美織、どうした。さっきから心ここにあらずだな」

「ごめん。すぐに片づけるね」

　ほうきとちり取りを持ってきた辰雄を制して受け取る。

「疲れが溜まってるんじゃないか？　ここ数日、様子がおかしいけど」

「ううん、そんなことないよ。ちょっとボーッとしてただけだから」

　ほうきで割れたガラスを集めながら返した。

「作業中に美織がボーッとするなんて珍しいな」

　辰雄の言う通りである。いったん作業に入ると、没頭してガラスしか見えなくなるのが美織だ。それこそ声をかけられても耳に入らないほどに。

「夏の疲れも出てくる頃だし、今日は陽向と一緒に早く休むといい」

「うん、そうするね」

「私はギャラリーの戸締りをしてくるから」

「はーい」

　今日は祖母の悦子が陽向を保育園に迎えに行っており、間もなく戻る時刻だ。

　早いところ片づけを済ませようと散らばったガラスを掃き集めていると、背後から聞こえてきた靴音とともに声をかけられた。

「失礼します」

「すみません、今日はもう――」

　振り返りながら答えようとした美織は、〝工房を閉めるんです〟という言葉を飲み込まざるを得なかった。

　三日前に再会した史哉が立っていたのだ。

　ほうきとちり取りが手から落ち、カタンと音を立てる。美織はその場で棒立ちになった。

　先日会った時はスーツ姿だったが、今日は薄いブルーのシャツにホワイトチノパンを穿はいたカジュアルなスタイルだ。それでも今をときめくホテル王の気品は隠しきれていない。

　雑多な工房に不釣り合いの華麗なる姿だった。

　ボートネックのＴシャツにベージュのクロップドパンツを合わせた、同じくカジュアルな装いの美織だが、引け目を感じて一歩退く。

「美織、少し話せないか」

（今さらどうして）

　絞り出すようにした彼の切実な声の理由が、美織にはわからない。

　再会は偶然。ふたりの間には、その後に続く未来はないはず。たまたま顔を合わせただけだった。そもそも遊びだと言ったのは史哉の方。それなのになぜ、今頃になって追いかけてくるのか。

　突然の彼の来訪に動揺した心臓が、不規則なリズムを刻みはじめる。約三年前、ホテルで盗み聞きしたやり取りが蘇よみがえり、締めつけられた胸が苦しい。

　元カノとはいえ遊びだった美織の居所を探し、今頃になってこんなところまで来たのはどうして。美織自ら姿を消してせいせいしたのではないのか。

　頭の中に浮かぶ疑問の数々。もう二度と交わらない運命だと思っていた史哉が目の前に現れ、言葉がすぐには出てこない。

「美織、話がしたい」

　大きな戸惑いの中、茫ぼう然ぜんと立ち尽くす美織に史哉が繰り返す。

「私には話なんて」

　力なく首を横に振る。なんとか発した声はおかしなくらいに震えた。

　今さら話はない。

「俺の前から突然姿を消した理由をキミの口から聞かせてほしい」

　史哉の言葉に驚かずにはいられない。

　確かに美織は、なにも言わずに史哉の前から姿を消した。でもそれは、信じて疑わなかった彼の心がそこにないと知ったから。美織に見せていた姿は、すべて偽物だったとわかったからだ。

　妊娠を告げようと滞在先のホテルを訪れたあの日、史哉は美織がふたりの会話を盗み聞きしていたとは知らない。美織にはあのまま立ち去る以外にできなかったから。

　でも、心あたりがないのはおかしい。どこかで自分の本音や嘘がバレてしまったのではないかと疑いもしないのか。

（どうしてそんなに苦しそうな顔をするの）

　史哉は苦く悶もんの表情を浮かべているが、つらいのは美織の方だ。

「俺がキミを傷つけたのなら教えてほしい。どこかでゆっくり話そう」

　あの頃と同じ穏やかな口調に絆ほだされそうで怖い。誘われるまま、ふらりとなびきたくなる自分が嫌になる。

　でもそうはいかない。史哉はただ、美織が姿を消した理由を知りたいだけ。それは多分、自分から振るはずの女に振られたのが許せないだけだ。

　未練でも恋慕でもない。世界に名を馳せるホテル王のプライドを守るために。

「美織、お客さんかい？」

　ギャラリーに行っていた辰雄が、首から提げたタオルで顔を拭きながら現れる。史哉をお客さんと勘違いしたようだ。

「あ、う、うん」

　取り繕って浮かべた笑顔が引きつる。不自然に泳ぐ視線を止められない。

　怪け訝げんそうに史哉を見た辰雄が口を開きかけたその時。

「ママー！」

　悦子に連れられて陽向が帰ってきた。

　美織に走り寄る陽向を見て、史哉の表情が凍りつく。顔から血の気がなくなり、陽向を追う目は見開かれた。

「〝ママ〟？　結婚、していたのか……？」

　ぽつりと呟いた彼の声が美織同様に震える。

「どうぞお引き取りください」

　愕然とした様子の史哉に肯定はせずに告げる。心の中では大きく動揺しているが、それを悟られないよう平静を保った。

「ママ、だあれ？」

　美織にしがみついた陽向が史哉を見上げる。

「おじいちゃんのガラス工芸を見に来たお客様よ」

〝あなたのパパよ〟などと言えるはずもない。そう答える以外になかった。

「じゃあ、ありあとだね」

　史哉に向かい、陽向が満面の笑みを向けて〝ありがとう〟を言う。

　穢けがれのない純粋な顔を見て、罪の意識を感じずにはいられない。陽向に父親を作れなかった責任は、美織が生涯背負っていかなければならないものだ。

　史哉は美織と陽向のやり取りをしばらく茫然と見ていたが、数歩後ずさりして踵きびすを返し、なにも告げずに立ち去った。

「美織、今のはもしかして――」

「ち、違うよ。お客さんだったんだけど、今日はもう閉めるからって話していたの」

　辰雄は、美織と史哉の間に流れる不穏な空気を感じ取ったのだろう。心配そうな表情から後に続く言葉が読めたため、先回りして訂正してごまかす。

　祖父母には陽向の父親に関する情報はなにひとつ教えていない。どんな人物なのか、どうして別れたのか、すべてを美織の胸の内にしまい込んだままにしてきた。

　ただ子どもだけはあきらめられず、どうしても産みたいと必死に説得したのだ。

「今の人、前にもここへ来たわよね」

「え？」

　悦子のひと言に思考が寸断される。

（前にも？　史哉さんがここへ？）

　思いもよらない話だった。

「ああ。美織を訪ねてきたが、ここにはいないと帰ってもらった。沖縄に越してきて間もなくだ。美織が民宿に滞在していた時だったな」

　美織は当時、祖父母に『もしも誰かが訪ねてきても知らないって言ってね』と強く念を押していた。

　遊び相手だった女を追って史哉がこんな遠くまで追ってはこないだろうが、もしもの事態もある。手軽に遊べる女とはいえ、突然姿をくらました理由を問いただすくらいはするかもしれない。女性に振られた経験のなさそうな史哉が、自分のプライドを守るためだけに。

　あの優しい彼はそんな人間ではないだろうが、およそ三年前のあの日、ホテルで立ち聞きした『遊びだから』という非情な言葉が美織の心を頑かたくなにしていた。

「さっきの人が父親なんだね？」

　辰雄が陽向を見てから美織を優しく問い詰める。

　確証を掴んでいる目だったが、これまでいっさい明かさずにいたため素直に頷けない。辰雄の視線から逃れ、その場にしゃがみ込んで陽向を抱きしめる。

　それだけで肯定しているも同然だろう。

「あの時はまだ美織が妊娠しているなんて知らなかったし、私たちには言えない深い事情や出来事が東京であったんだろうと、頼まれたまま彼を追い返してしまったんだ」

「美織が妊娠しているのを知っていたらって、随分経ってから辰雄さんと話していたの。でも、思い悩んだ末に美織が会わないと決めたのなら、訪ねてきたとは言わない方がいいだろうって」

　ふたりが頷き合いながら後悔を口にする。

　心配をかけていたのが心苦しい。

　沖縄へ来た当時、美織は妊娠を打ち明けていなかった。シングルマザーとして子どもを育てていくのを反対されるのはわかりきっていたため、堕胎ができなくなる週数まで内緒にしていたのだ。その週数を待って激白した時ですら養子に出そうと提案された。

　そうされてもなお、ひとりで産んで育てていく決意は変わらず、説得を重ねて今がある。

　ひとつだけ想像と違ったのは、陽向を美織ひとりで育てているわけではないこと。祖父母はもちろん、美織に関わる人たちのおかげでどうにか暮らしていると言える。

「ふたりの間になにがあったのかは詮索しないが、本当にこのままでいいのか？」

「追いかけなくていいの？」

　ふたりが神妙な顔つきで美織に問いかける。

　その顔を交互に見つめ返し、でも足はそこから動かせない。

「もう追いつかないから。それにきっと二度とここへは来ないと思う」

　陽向の登場で、史哉は美織が別の人と結婚したと考えただろうから。

　そもそも遊びだった女にこれ以上執着はしない。再会して、ただ単に懐かしかっただけ。もしくは、また気楽に遊べると考えたのかもしれない。

　そこに愛はないのだ。でも美織に子どもがいると知った今、そんな考えも改めただろう。

「ねえ、ママー？　どしたのー？　ひなたおなかすいた」

　ふと陽向に洋服を引っ張られ我に返る。

「そうだね。おうちに帰って、すぐにご飯にしようね」

「うん！」

　元気よく返事をする陽向に微笑み返す。

「じゃ、今日は帰るね」

「おじいちゃん、おばあちゃん、ばいばーい」

　美織と手を繋ぎニコニコ顔の陽向を連れ、まだ話し足りなそうな祖父母を置いて工房を出た。




＊＊＊＊＊




　ゆったりとした時間が流れる沖縄とは違い、ラ・ルーチェの本社は正確な時を刻む。

　現在開発を進めている沖縄の恩納村リゾートの完成予想図ＣＧが、黒を基調にしたスタイリッシュな社長室のデスクに置かれたパソコンのモニターに映し出された。

　青く輝く海を眼前に臨み、亜熱帯の緑や色鮮やかな花々に囲まれた約八十万坪もの広大な敷地に全室プライベートプールを完備したヴィラが点在し、二十四時間バトラーサービスなど最上級のおもてなしで、大人のためのラグジュアリーな休日を提供する。

　海と一体になったようなインフィニティーアウトドアプールや、新鮮な海水を用いたタラソプールも設ける予定だ。

　海岸との一体性、海が見える風景の連続性、魅力ある景観づくりになによりも力を入れたリゾートである。

　近年、日本各地では住民自らが主体的に参加し、持続可能なツーリズム――交流・体験・滞在などを核とした観光や旅行――や地域振興を目指す動きが大きく広がっている。

　環境を破壊し、住民の主体的な関与を排除したリゾート開発では、地域振興は成り立たない。恩納村リゾートは地域住民を主体的に捉え、自然環境との共生をなによりも大事にし、地域の文化や伝統を生かしたものである。

　計画当初こそ地元住民に反対されていた開発は現在、彼らの協力のもと順調に進んでいる。

　世界屈指のホテルグループ、ラ・ルーチェ。吸収や合併を経て全三十あるブランドは百二十の国と地域に広がり、その数はざっと七千軒を超す。

　史哉は、三十三歳にしてそのトップに立っている。

　美織を失ってから三年のうちに社長に就任し、無我夢中で駆け抜けてきた。東京湾を臨むベイエリアに構えた本社と世界の各地を飛び回るおかげで余計なことを考えなくて済んだ半面、心の中には空虚な世界が広がっていた。

　次々と画面を切り替えていた史哉はふと、マウスを動かしていた手を止める。

　美織のいる工房を訪ねてから一週間が経過した。

　やっと会えた彼女が結婚し、子どもまでいた事実がどうにも受け入れられない。あの後史哉は茫然自失でプライベートジェットに乗り、東京へ帰ってきた。

　約三年前、突然目の前から姿を消したのはどうしてなのか。ずっと答えが見つけられず、美織を忘れられずにいた。

　国際通りで彼女を見つけた時、真っ先に自分の目を疑った。これまで募らせていた想いが見せた幻影なのではないかと。

　いや、それ以前にバンクーバーで出会い、恋に落ちた出来事自体が夢だったのかもしれないと近頃は考えていた。まるで最初から存在しなかったような消え方を彼女がしたからだ。

　自分ではもちろん調査会社にも依頼して彼女を探したが、見つけられなかった。

　ふたりの間でよく話題になった沖縄の工房にも足を運んだが、そこにもいなかった。

　忽こつ然ぜんと。そんな言葉がぴったりの失せ方だった。

　当時、ラ・ルーチェの社長である史哉の父は病に伏していた。

　その隙をついたのだろう。社長と副社長である史哉の失脚を狙う反対勢力があった。

　彼らの動きを察知し対抗するために、史哉は早々に身を固めて盤ばん石じゃくな経営体制を取る方向性で動いていた。

　バンクーバーから帰国したのは、父の容態が不安定であったのと、舞い込む数々の縁談に対処するためでもあった。

　しかし美織と出会い恋に落ちた史哉は縁談をすべて断り、取り組んでいた海外の大手ホテルチェーンの買収の成功をもって、その勢力を押さえ込もうとしている段階であった。

　美織に余計な火の粉が降りかかる可能性もあるため、それが一段落するまでは黙っていよう。

　父の側近に彼女との関係性を問いただされた時に単なる遊びだとごまかしたのも、そのためだ。

　すべては次期社長としての信頼を手にし、彼女との結婚を周囲に認めさせるためだった。

　誰にも異議を唱えさせてなるものか。そんな強い意志に突き動かされていた。

　彼女が消えたのは、そんな矢先だった。

　美織がいない失意の中、買収は成功。父は病を克服して現在も存命だが、体調を最優先し、一年前に史哉が社長に就任した。

　史哉には弟がいるがラ・ルーチェから離れているため、父の弟であり史哉にとっての叔父が副社長として脇を固める体制である。

　この三年の間にも様々な縁談が舞い込んできたが、すべて断り、一生独身を貫く覚悟だった。――父はともかく、叔父は未だにあきらめていないが。

　それほどまでに美織を忘れられずにいるのに、彼女はとっくに結婚し、子どもまでいた。

　そんな残酷な現実を史哉はまだ受け止めきれずにいる。自分ひとりだけ置いてきぼりにされた気分だ。

　だが――。

　ひとつの疑惑が不意に浮かんだ時だった。社長室のドアがノックされ、開いたそこから秘書の有あり村むら理り恵え子こが入室する。

　黒いパンツスーツに身を包み、長い髪をシニヨンにしたスタイルは彼女のスタンダード。奥二重瞼の涼しげな目元が印象的なクールビューティーだ。

　史哉より三つ年上の三十六歳の理恵子は取締役の秘書を歴任し、史哉が社長に就任すると同時に社長秘書となった。副社長時代の秘書がちょうど産休に入るタイミングでもあった。

　付き合いはまだ浅いが、優秀な秘書である。

「社長、郵便が届いております」

　彼女は手にしていた薄い封筒をデスクに置いた。

　ゆったりとした動作でそれを取り、差出人を確認して目を瞠る。レターオープナーを使う心的余裕はなく、史哉は即座に指で無理にこじ開けた。

「なにかお調べになっていらっしゃるのですか？」

「ああ」

　中身は調査会社からの報告書である。沖縄から帰ってすぐ依頼した案件だ。

　急かされる想いで二枚にわたる報告を一読している間に、史哉の真剣な様子を察した理恵子が静かに退室する。と同時に――。

（……なに？）

　ある一部分が史哉の目をさらった。

（結婚していないのか）

　それは美織の身辺を調査させたものだった。

　あるはずの夫の記載はなく、美織がシングルマザーであるのは明白だ。

「二歳半？」

　彼女の息子の年齢を思わず呟く。雷に打たれたような感覚が胸に走った。

　誕生日から逆算すると、史哉と付き合っていた時期と重なる。

　衝撃的な報告書を持つ手が震えてきた。

　美織はふた股をかけるような女性ではない。当時、史哉以外に別の男がいたとは考えにくいだろう。

　だとすれば――。

（あの子は俺との間にできた子どもなのか……？）

　一週間前、工房で彼女の息子を見かけた時、じつは〝もしかしたら〟と予感めいたものを感じていた。というのも昔、母親に見せられた幼少期の自分の写真と彼が瓜うりふたつだったのだ。

　先ほどふと浮かんだ疑惑はまさにそれだった。

（そうだ。間違いない）

「陽向……」

　記載された名前を呟き、報告書を掴んでいた手に力が入る。

　それならなおさら美織が姿を消した理由がわからない。史哉との子どもを妊娠したのに、なぜ話してくれなかったのか。

　史哉がさらなる疑問に直面していると、退室したばかりの理恵子が再び入室する。

「社長、『ソラスティ』の池いけ内うち社長からお電話が入っております」

　またか、というのが正直な気持ちだった。

　ソラスティは半年ほど前にラ・ルーチェの傘下に入ったホテルであり、北海道を中心にリゾートホテルを展開している。ラ・ルーチェが手薄になっている北海道におけるインバウンドの受け皿として、今後大いに活躍してもらうつもりだ。

「悪いが、外出中だと伝えてくれると助かる」

　このところ池内から頻繁に連絡が入り、正直辟へき易えきしていた。

　目的が自身の娘の売り込みだからである。仕事の一環として池内の娘と三人で何度か食事をしたが、ここ最近はそのプッシュが目に余るようになってきた。

　史哉の叔父も『一生独身でいるわけにもいかないだろう。そろそろ考えてもいいんじゃないか？』と彼女で手を打たせようとしているから質たちが悪い。

「承知いたしました」

　理恵子が一礼してドアを閉めると、史哉は深いため息を漏らした。










捻じ曲げられない想い




　アメリカの田舎町のような内装がレトロチックなレストランは、昼時を迎えて観光客はもちろん地元の人たちで満席。美織はセレクトショップ・コレッタの渚と窓際のテーブルに向かい合って座っていた。

　大きな窓の向こうにはエメラルドグリーンの海が広がり、爽快な眺めだ。

　工房の近くまで用事があって来た渚に誘われ、美味しい沖縄タコスが食べられると評判の店を訪れた。ビーフ、チキン、ツナと三種類から選べるタコスは、島唐辛子のオリジナルソースがよく合う。

「恩納村の大規模なリゾート開発も随分と進んでいるみたいね」

　お互いの近況を報告し合ったその後で、渚が不意に口にした言葉にタコスを掴んだ美織は手を止める。史哉が社長を務める、ラ・ルーチェのリゾートホテルだ。

「そう、みたいですね」

　それまでの明るい口調が途端に重くなる。

　史哉が工房を訪ねてきてから十日が経過。再会してから心がずっと晴れずにいる。

　美織が結婚したと勘違いしている彼は、きっともう二度と現れない。今度こそ本当の意味での決別だと思うと、胸の奥がぎゅうっと捻ひねりつぶされたようになる。

　それを望んだのは美織なのに、まだしぶとく居座っている恋心か、それとも幻覚か、正体不明のものが頭をもたげて美織を惑わせる。

（遊びだって、はっきり公言していたじゃない。いい加減にもう忘れなきゃダメ）

　自分がここまでしつこいとは知らなかった。

　美織が顔を曇らせて黙り込んだため、渚が心配そうに問いかける。

「美織さん、どうかした？」

「いえっ、なんでもないです」

「そう？　あ、もしかしてリゾート開発に反対なのかな？　この辺一帯も昔、大規模な開発があったそうね。美織さんのご両親もそれが原因でペンションを畳んだって言っていたわよね」

　東京出身の渚は結婚してこちらに移り住んだため、当時の開発の話は夫の拓也から聞きかじった程度という。両親の話は以前しており、美織の反応の悪さがそこに端を発していると考えたようだ。

　確かに乱開発による土地利用だとか、森や海を開拓するリゾート開発の名を掲げた環境破壊が繰り返されているのは大きな問題ではある。

「恩納村リゾートを開発しているラ・ルーチェは地元企業や住民との関係も良好みたいだけど」

「そうですか……」

「もしかしてなにか他の悩み？」

　渚の勘が鋭いのか美織がわかりやすいのか、渚に突っ込まれて目が泳ぐ。

「あ、いえ、作品作りがうまくいかなくて」

　これは本当だ。最近、物思いに耽りがちで、製作途中に油断してガラスを割ってしまうことが度々ある。集中できないのだ。

「そう……。でも、焦らなくても平気じゃないかな。美織さんの作るガラス細工、私はとっても好きだもの。うちに来るお客さんの中にも美織さんの作品のファンがいるんだから」

「ありがとうございます」

　励まそうとしてちょっとオーバーに言っているのだろうが、素直にうれしい。影が差した心を明るくするのは、美織にとってやはり琉球ガラスだとしみじみ感じる。

「もしも他になにか悩んでいるなら、気楽に相談してね。大したアドバイスはできないかもしれないけど、話なら聞けるわ。ひとりで悩むよりふたりの方がいいでしょう？」

　渚はカラッと笑い、「さ、美味しいタコスを食べましょう」とツナタコスを口に運んだ。

　心の内をなんとなく見透かされているように感じながら、美織も彼女に続いた。




　渚とのランチから戻ると、工房の敷地内にレンタカーが停車していた。

　ギャラリーを見にきたお客さんだろうと思いつつドアを開ける。

「ただい――」

　なんの気なしに踏み入れた足をその場で止める。〝ただいま〟も最後まで言えなかった。

　そこに辰雄と立ち話をしている史哉がいたのだ。

「そう身構えないでほしい。今日は仕事の話をしにここへ来たんだ」

「仕事の、話？」

　史哉の言葉を受けて辰雄に視線を移すと、穏やかに頷き返された。

（仕事の話ってなに？）

　そう言われてもピンとこず、息を詰めてふたりを見つめる。

「夏川さんの作る食器に魅せられてね」

　史哉がそこで初めて美織に名刺を差し出す。【ホテルグループ　ラ・ルーチェ　代表取締役社長】とあった。

　バンクーバーで出会った時も恋人でいた時も、絶対に明かさなかった肩書きだ。それを今になって堂々と……。

　史哉によれば、恩納村にオープンするリゾートホテルで辰雄の作る食器を使いたいという。リゾートの一画に作品のギャラリーも構えてはどうかと。

　もっと詳細に話をしたいと史哉に請われ、辰雄は工房の一画にある小さなスペースに置かれた椅子に彼を案内した。

　用意してきた資料をもとに説明する史哉を遠巻きに眺めながら、複雑な心境に包まれる。

　世界を股にかけた一流ホテルのラ・ルーチェと取引ができるのは、普通に考えたらとても光栄な話。そこから琉球ガラスや辰雄の作品のよさが広がり、新たな未来に繋がる可能性がある。

　しかしだからといって、手放しでは喜べない。史哉の目的がわからないからだ。

　どういうつもりでそんな提案をするのか、美織には見当もつかない。

　辰雄の作品を純粋に気に入り、あくまでもビジネスとしての話なのか。それともなにか他の思惑があるのか。

　気の利かない美織に代わって悦子がお茶を淹れ、再びギャラリーへ戻っていく。ふたりの話が気になり、美織は工房の仕事がなにひとつ手につかなかった。

　そうこうしているうちに数時間が経ち、陽向の迎えの時間となったため、悦子にだけひと声かけて工房を出る。

　すると話を終えた史哉も辰雄に伴われて外に出てきた。

「少し考える時間をいただけますか」

「もちろんです。いいお返事をお待ちしておりますので」

　一礼して振り向いた先に美織を見つけ、穏やかな笑みを浮かべる。

　それに反応できず目を逸らしてそそくさと歩きはじめたが――。

「美織」

　彼に呼び止められ、ストップモーションをかけられたように足が動かなくなる。

「陽向くんを保育園に迎えに行くなら送っていくよ」

「どうして名前を……」

　明かしていないのに、彼の口から息子の名前が出た驚きを隠せない。

「ほら、乗って」

「でも」

　懸命に断るが、半ば強引に車に乗せられ、シートベルトまで締められてしまった。

　美織に聞くより早く、ナビに保育園の場所を入力して発進する。

「こんなことはやめてください」

　久しぶりのふたりきりの空間に戸惑いながらも、きっぱりと拒絶の意思を提示する。しかし次の瞬間、彼の口から驚くべき発言が飛び出した。

「陽向くんは俺との子どもだね」

　ほぼ断定的に言われ、すぐに言葉が出てこない。

　なにを根拠に言っているのかわからず、気持ちばかりが焦る。彼だって確証は持っていないはずなのに、核心を鋭く突かれたせいで頭は真っ白だ。

「ち、違います」

　否定するだけで精いっぱい。それも声は震え、自分から嘘だと白状しているも同然になる。

「それじゃ美織はあの頃、ふた股をしていたことになるけど」

　おそらく美織と陽向の身辺調査をしたのだろう。だから名前や保育園を知っているし、年齢も把握している。二歳半なら、美織が姿を消した時期に重なると。

　彼ならそのくらいはたやすいはずだ。三年前に工房を見つけたのだってそう。

　そこで美織はヒヤッとした。

　もしかして史哉は、陽向を奪いにきたのではないか。

　再会してからネットで収集した情報によれば、史哉は今も独身。なんらかの理由で後継者が必要なのではないだろうか。

　もしもそうなのだとしたら――。

「そうです」

「え？」

「私あの時、史哉さん以外にもお付き合いしている人がいたんです」

　いっそ嘘をついて彼にあきらめてもらった方がいい。陽向を奪われるくらいなら、彼にどう思われても――。

　ハンドルを握っている史哉は、一瞬だけ美織を見てからふっと笑みをこぼした。

　そんな馬鹿な。そう言いたげな笑い方だ。

「信じてください。本当なんです」

　つい必死になるが、彼の美しい横顔は涼やかなまま。まったく動じていない。

「美織はそんな女性じゃない」

「買い被りすぎです」

「どうしても違うと言うのならＤＮＡ鑑定をさせてくれないか。確かな証拠を見せられない限り納得できない」

　赤信号で車を止め、史哉が美織を見る。真実を探ろうとする視線は強く、それでいて懇願するように切実だ。

　多分彼の中で、その答えはとっくに出ている。陽向は自分の息子だと。

　証拠があろうとなかろうと、親子の間にはなにかしら感じるものがあるのかもしれない。

　真っすぐに向けられる目を見ていられず、先に視線を逸らしたのは美織の方だった。

　膝の上にのせた手をギュッと握ると同時に、車が再び走りだす。

「俺の前から姿を消した理由を話したくないなら、それでもいい。でも未来まで閉ざして目を背けるのは陽向くんのためにもならないんじゃないか」

「陽向を私から奪わないでください」

　強い意思を持って発した言葉なのに、か弱く震える。陽向の父親だと確信している彼の自信に太た刀ち打うちできるのか不安でたまらない。

「奪うつもりはない。父親としての役割を果たしたいだけだ」

「私は認知してほしいなんて考えていません」

　なにもいらない。ただ陽向とふたり、静かに暮らしていきたいだけなのだ。

「認知とかそういう話じゃない。俺は――」

　史哉の言葉を遮り、カーナビが『目的地付近に到着しました』と告げる。

　ムキになって話しているうちに保育園に到着してしまった。

　車が駐車場に止められると同時に助手席のドアを開ける。

「送ってくださりありがとうございました」

　瞬時に頭を下げ、小走りで保育園の玄関に向かった。

　彼に真実を知られた動揺で足がもつれる。

（父親としての役割ってなに？　どうしよう、どうしたらいいの……）

　遊んでいた女とはいえ、自分の子どもとわかったため責任を感じているのは確かだ。一流企業の社長という手前、スキャンダルを避けるのが最大の狙いかもしれない。

　それでなくても一大リゾートの建設着工で、業界からの注目も高まっている。そんな時に隠し子騒動など、センセーショナルな話題は避けたいだろう。

　保育士の先生に挨拶をして、陽向の手を引いて玄関から出ると、そこに史哉が立っていた。

　てっきり走り去ったと思っていたため戸惑いを隠せない。

「自宅まで送っていく」

「いえ、歩いて帰れますから」

「そう言わずに乗って」

　足を踏み出した美織の腕を史哉が掴む。

「本当に大丈夫です」

　静かにそう返すと、手を繋いでいた陽向が唐突に美織と史哉の間に割って入った。〝ママになにするんだ〟とばかりに史哉を睨にらみ上げる。

　小さいなりにさすがは男の子。母親を守るつもりなのだろう。

「陽向くん、怖がらせてごめん」

　史哉はその場にさっとかがみ込んだ。

「キミのママと陽向くんをおうちまで送っていきたいんだ。ダメかな」

　陽向に目線を合わせて許しを請う。

　どうしたらいいのかわからない様子で陽向が美織を見上げると、史哉はすかさず続けた。

「そうだ、陽向くんにお土産があるんだ」

　いそいそと車に戻り、後部座席から二十センチ大の恐竜のフィギュアを取り出した。

「どうぞ」

　差し出された陽向が再び美織を見上げる。

　手を出したいが、知らない人から差し出されたもののため、ためらっているのがわかる。

「すみません、困ります」

「いや、俺も持っていても仕方がないから。受け取ってもらえないと困る」

　美織の困惑もなんのその。空港で見つけたらしく、つい買ってしまったと言う。史哉は強引に陽向の手に握らせた。

　陽向はそれを見てぱぁっと目を輝かせ、途端にうれしそうに抱える。

「恐竜、好き？」

「うん！」

　大きく頷いた笑顔が弾けた。

「俺も子どもの頃、大好きだったんだ」

「物で釣るなんてやめてください」

　勝手に話を進める史哉に不服を申し立てるが……。

「そういうつもりじゃないよ。陽向くんが喜んでくれたらうれしくてつい。気分を害したのなら謝るよ。ごめん」

　困ったように眉尻を下げる。その表情からも悪気のないプレゼントだとわかり、それ以上怒れなくなった。

「陽向、こういう時はなんて言うんだっけ？」

「ありあと」

　大好きな恐竜をもらってうれしいのはわかるが、史哉に満面の笑みを向ける陽向を複雑な想いで見た。




　それから二週間がゆっくり過ぎていった。

　商品の詰まった箱をコレッタのカウンターに置き、渚に封筒を差し出す。

「請求書はこちらです」

「ありがとう。この後、少し時間ある？」

　封筒を受け取りながら渚が首を傾げる。

「保育園のお迎えはまだですし、少しなら」

　まだ午後二時。腕時計で時間を確かめてから答えた。

「この近くにスムージーのお店がオープンしたの。付き合ってくれる？」

　渚の誘いに頷く。拓也は不在らしく、アルバイトの女性に店を任せ、ふたりでコレッタを出た。

　十一月中旬の沖縄は、晴れていれば日中はまだ半袖でも十分に過ごせる。本州のような秋らしい爽やかさはなくても、一年の中でも過ごしやすい時期だ。

　渚が美織を案内したのは、コレッタから歩いて五分ほどの場所にあるスムージーの専門店だった。木目調の店内には新しいものを求めて多くのお客さんがいる。

　テイクアウトも可能だが、美織たちは木の温もりがある店内に腰を落ち着けた。

　美織は紅芋とバナナのスムージー、渚はレッドドラゴンのスムージーを注文。ほどなくして色鮮やかなそれらが運ばれてきた。

　キラキラのビタミンカラーはＳＮＳでも映えるに違いない。近くのテーブルでは若い女性たちが夢中になって写真を撮っている。

「いただきます」

　渚と揃ってストローに口をつけると、紅芋の濃厚でクリーミーな味わいが口いっぱいに広がった。

「美味しい」

「あ、美織さんの笑顔、久しぶりに見た気がする」

　自然と漏れた素直な感想に渚の突っ込みが入る。

「そうですか？」

「うん。この前一緒にタコスを食べた時も、なんだか心ここにあらずって感じだったし。――あっ、これも美味しい」

　渚がドラゴンフルーツのスムージーを見て目を丸くする。美織にも、次に来る時にはこれを飲んでみてと絶賛だ。

　あれから二週間の間に、史哉は再び美織たちの前に現れた。

　恩納村で工事が進められているリゾートに行く途中だと言って工房に立ち寄った彼は、『俺のお古で悪いけど』と陽向に恐竜のフィギュアをプレゼントした。それも一体や二体ではなく、大きな段ボールにぎっしり詰めて。

　中身を見ると、お古には見えないものばかり。値札こそすべて取り払われているが、史哉が陽向のために買ってきたのはすぐにわかった。

　こんなにたくさんは困るし、陽向の教育上もよくないと伝えると、次回からは気を付けるから今回だけは受け取ってほしいとお願いされてしまった。

　その日も半ば強引に車に乗せられ、陽向を迎えに保育園まで。史哉を見つけた陽向は『おにいちゃんだ！』と彼に駆け寄った。前回プレゼントされた恐竜がよほどうれしかったのだろう。今ではお決まりのぬいぐるみと一緒に抱えて寝ている。

　それほど大好きな恐竜がその日は段ボールにいっぱい。それを見た時の陽向は工房の敷地内をぐるぐる走り回ってはしゃぎ、落ち着かせるのにひと苦労した。

「そういえば、ゆくるさんの食器をラ・ルーチェで使いたいって話があるんだって？」

　渚の口からそんな話が出てくるとは予想もせず、美織は目をこれ以上ないほど真ん丸にする。

「よくご存じですね」

「そういった話はどこからか漏れて伝わるものなのよ。これでも私、結構顔が広いの」

　決してひけらかす風ではなく、最後のひと言は冗談めかした感じだ。

　計画はすでに動きはじめていて、後は辰雄の説得だけの段階なのかもしれない。まだ決めかねているようだが、美織には了承に傾いているように見える。

「ゆくるさんの琉球ガラスを広めるいいチャンスじゃないかな」

「そうですね」

　声のトーンが極端に落ちる。隠していた本音がつい出てしまった。

「あら？　美織さんはあまり乗り気じゃないの？　琉球ガラスを守っていきたいって想いが強いと勝手に思っていたけど」

「琉球ガラスは大事にしていきたいです。でも……」

　テーブルにグラスを置き、小さくため息をつく。

　ラ・ルーチェと取引を始めれば、必然的に史哉との付き合いはこの先も続く。もちろんそれは仕事上のものに過ぎないけれど。

　陽向の父親だと確信している彼と、これからの関係をどうしていったらいいのかわからない。

「ラ・ルーチェとなにかあったの？　ひどい条件だったとか」

「いえ、そうじゃないんです」

　急いで否定して首を横に振る。

　史哉から提示された契約条件の書類を見たが、工房にとって不利な点はなにひとつ書かれていなかった。むしろ好条件だと言ってもいい。

　リゾートホテルのレストランで使う食器を通常販売しているより一割も高い価格で買い取り、ギャラリーのテナント料も一流ホテルにしては破格だった。美織が陽向とふたりで暮らしているアパートの家賃より安い。

　でも、そこがかえって怪しいと勘繰ってしまう。

　史哉は口では違うと言うが、陽向を後継者として美織から奪うつもりでいるのではないか。美織に職業や肩書きを偽っていたくらいだから、嘘はお手の物のはずだ。

「それじゃ、イケメンホテル王にしつこく誘われちゃったかな？　メディアでもたびたび露出してるから顔は知ってるけど、かなりイイ男よね」

　渚はジョークを飛ばしたつもりに違いないのに、美織は言葉に詰まって目を盛大に泳がせてしまった。正直な反応にもほどがある。

　正確には、美織が誘われているわけではない。史哉が会いたいのは自分の息子、陽向だ。

「やだ、もしかして図星？」

　渚は切れ長の目をめいっぱい大きくした。

「あ、いえっ、その、違うんです」

「違うって反応じゃないけど」

　クスクス笑いながら渚が続ける。

「美織さんなら誘いたくなる気持ちもわかるけどね。美人さんだし、人当りもとってもいいから」

「渚さん、褒めすぎです」

　首を大きく横に振り否定する。それを言うなら渚の方であり、過大評価もいいところだ。

「そうは思わないけど？　まぁその話は置いておいて、あのホテル王となにかあったの？」

　渚は話題を戻した。テーブルに身を乗り出して聞く気満々だ。

　決しておもしろ半分でないのは、心配そうに揺れている彼女の目を見ればわかる。

　沖縄に来てからずっと、渚は祖父母同様に美織に寄り添ってくれてきた。琉球ガラスを愛する美織を応援し、母親としての悩みをいろいろと聞いてくれたのも渚。彼女がいなければ、今の美織はなかったかもしれない。

　信頼できる彼女にだからこそ、今抱えている問題を吐き出さずにはいられなくなる。

「じつは昔、ちょっとだけお付き合いしていたんです」

「え？　あの彼と!?」

　さすがに渚も驚いたようだ。これ以上ないほど目を見開いた表情は、しばらくそのまま顔に張りついていた。

　でもそれも無理はない。ホテル業界のトップに立つ一流の彼と美織とでは釣り合いは取れないし、生きる世界が違う。決して交じり合わないふたりだから。

「もしかして陽向くんの……」

　渚がなにを言おうとしているのかピンときた。陽向の父親なのか問いたいのだろう。

　美織は、注視していなければ見過ごしてしまいそうなほど小さく頷いた。

「そっか。だからこのところ様子が少しおかしかったのね」

「すみません」

「やだ、美織さんは謝らなくてもいいのよ。ふたりの間になにがあったのか聞いてもいい？　もちろん無理にとは言わないけど」

　初めて会った時と同じ、優しい眼差しだった。

　シングルマザーとして生きていくと決めたはずなのに、大きなお腹を抱えて不安いっぱいだったあの頃。渚は今のように聖母のような目をして美織に微笑んだ。

『なにかあったら遠慮しないで私を頼ってね』

　その言葉の通りなにかにつけて助けてくれた渚に、美織は史哉との間にあった出来事をぽつぽつと話しはじめた。

　もう遠い過去。吹っ切ったはずの思い出が、口にするたびに胸を震わせる。

　彼のもとを去って以降、誰にも打ち明けずにきた話はまるで昨日の出来事のよう。彼とののろけ話を友人にしているように錯覚した。

　でもそれも、ホテルで彼の決定的な言葉を聞いたシーンまで到達すると、ふたりはとっくに終わっている関係なのだと強く認識する。

　三年以上も経っているのに、どうしてこんなにも――。

「そうだったんだ……」

　すべてを話し終えると、渚は言葉を詰まらせた。

　その表情が苦しそうに歪むのは、彼女が優しいからこそ。美織の立場で親身になって聞いたからだ。

　そんな彼女を見て、つらい過去を聞かせてしまった申し訳なさに包まれる。

「でももう昔の話ですから」

　切なさを笑顔の下に隠して明るい声で返した。

「元カレが現れて動揺しているだけです。変な話をしてごめんなさい」

　肩を竦めて口角を上げる。紅芋とバナナのスムージーに口をつけると、話し込んでいる間に常温になっていた。

「変な話なんかじゃないでしょ。大事な話よ。私の前で強がる必要はないから」

「渚さん……」

　美織の気持ちを見透かした言葉に胸が熱くなる。目頭まで熱を持ったが、涙はなんとかこらえた。

「彼は美織さんとヨリを戻したいんじゃないのかな」

「それは違います。遊びだとはっきり言っていましたから」

　そこだけは間違いない。別の誰かから聞かされたのではなく、彼自身の口から出た言葉だ。

「それじゃどうして何度も美織さんの前に現れるの？」

「陽向が欲しいんだと思います」

「陽向くんを？」

「父親としての役割を果たしたいと言われたので」

　我が子に父親と認識してもらいたいのだろう。美織はともかく、血を分けた子どもへの執着だ。

「そうなのかな」

　どことなく納得できない様子で、渚がスムージーにのったパイナップルを頬張る。

「多分そうなんです」

　そうでなければ説明がつかない。

　三年前の言葉はそれだけ美織の心を傷つけ、頑なにさせる威力を持ったものだった。

「だけど陽向くんにとっては、なににも代えがたい父親なのよね」

　説得する感じでは決してないが、渚がぽつりと呟いた言葉が美織の胸をつく。

　史哉が陽向の父親であるのは覆せない事実。その繋がりを否定する権利は美織にはなく、無理に引き離すのは違うような気がしたのも確かだった。




　その日、陽向を保育園に迎えに行き、作業を終えた工房をふたりで出ようとしたその時。工房には似つかわしくない、見慣れない車が敷地内に停車した。

　ホワイトパールの高級車は、車に詳しくない美織でも知っている外国産だ。

「ママ、おきゃくさん？」

「そうなのかな」

　空は薄紫に色を変え、刻々と濃さを増していく中、陽向と首を傾げ合っていると、運転席から予期せぬ人物が降り立った。

「陽向くん、こんにちは。いや、こんばんはかな」

「おにいちゃんだ」

　プレゼント攻撃が功を奏したのか、陽向の声が弾む。

「美織もこんばんは」

「……こんばんは」

　陽向に向けたままの笑顔でされた挨拶に、不本意にも鼓動が乱れた。

「車、どうしたんですか？」

　レンタカーでないのはナンバーでわかる。

「買ったんだ。頻繁にこっちへ来るなら、毎回借りるより使い勝手がいい」

　リゾート開発で沖縄にたびたび訪れるのはわかるが、普通の思考なら〝買う〟とはならない。それも超がつくほどの高級車だ。

　やはり彼とは生きている世界が違う。

「瀬那さん、こんばんは」

　工房から出てきた辰雄が史哉に気付いて頭を下げる。

「お世話になっております。遅い時間に申し訳ありません」

「先日のお返事でしたら、もう少しお時間を」

「いえ、今日は違うんです」

　申し訳なさそうにする辰雄を制し、史哉は後部座席のドアを開けて大きな紙袋を取り出した。

　まさか、また恐竜のプレゼント？と身構えたが、そうではないらしい。

「陽向くんに花火を見せたくて来たんです」

「花火？」

　夏はとっくに終わっている。

　聞き返した美織に史哉はふわりと笑った。

「国際通りで夏物商品の処分をしていてね。見たら我慢しきれず買い占めてしまったんだ」

「そんなにたくさん？」

「ちょっと多かったかな」

　残り物をすべて買い上げたらしい。子どもじみた買い物だと恥じているのか、得意げというよりは照れくさそうに鼻の下を擦った。

「陽向くん、花火は好き？」

　地面に置いた紙袋を大きく開く。

　陽向は引き寄せられるように彼のもとに走った。

「はなびだー。いっぱい！」

　中を覗き込んで歓声をあげる。

　今年の夏、渚が自宅に招いてくれた時に見た花火が陽向の初めてだった。

　最初は怖がっていたが、萌花が楽しそうにやっているのを見て一転。すべてを終えても『もっと見たいー』と駄々をこねて美織を困らせた。そんな夏がもう随分前に感じる。

「おにいちゃんが手を貸すから、一緒にやろうか」

「うん！　やるー！」

〝ママ、いいでしょ？〟と言いたげな視線が、振り返った陽向から飛んでくる。

『陽向くんにとっては、なににも代えがたい父親』と言った渚の言葉が頭をよぎった。

　間に入ってふたりを裂く権利は美織にはない。ましてや史哉は美織の妊娠を知らなかったのだから。彼から放棄したわけではないのだ。

「それじゃ、ここでやったらいい」

　辰雄は工房の敷地を指すように指を下に向けた。

　なにも言わずに見守ってくれているのが祖父らしい。

「おじい様もご一緒にいかがですか？」

「いえ、私は遠慮しますよ。早いところ汗も流したいですしね」

「そうですか。それではお言葉に甘えて場所をお借りします」

　その後、史哉とふた言三言挨拶を交わし合った辰雄は「お先に」と帰っていった。

　その場に三人で残され、心許ない美織とは対照的に、史哉は陽向と早速花火の準備をしはじめた。

「美織、バケツはある？」

「えっ」

　ボーッと突っ立っていた美織に史哉が振り返る。

「あ、はい」

　使い終わった花火を入れるために必要なのだと気付き、工房の中に足を向ける。水を入れたバケツを持って戻ると、それをしゃがみ込むふたりのそばに置いた。

「陽向くん、どれがいい？」

　地面に広げた花火の数の多さたるや。これを全部やるつもりなのかと、呆あっ気けに取られる。

　美織の反応とは裏腹に陽向は目をキラキラと輝かせ、あれこれ手に取って史哉の顔の前に突き出した。

「これー」

　ススキ花火にスパーク花火だ。

「よし、それじゃ一緒にろうそくで火をつけよう」

　史哉は立てたろうそくに、あらかじめ準備していたライターで火を灯した。

「いいか、陽向くん、一本ずつだよ」

「うん！」

　元気よく返事をして、史哉に手を握られながら花火の先端部分を近づけると、ススキのような見た目の火花が勢いよく出てきた。

　シューッと音を立て、時間の経過とともに色を変えていく。

「わーっ、すごーい。ママー、みてー！」

　少し離れた場所に立つ美織に陽向が振り返る。満面の笑みを見れば、美織も顔を綻ばせずにはいられない。

「綺麗ね」

「うん、きれー。ママもやろ」

「ママは陽向がやっているのを見てるから」

「ダメ。ママも」

　首を横に振るが、陽向がその場で足踏みをして抗議する。

「美織、一緒にやろう」

　見かねた史哉が隣から手招きをしてきた。

「ほら、おいで」

「ママ」

　意地を張って断固拒否の姿勢を貫くのもどうかと、美織はおずおずとふたりに近づいた。

　陽向に誘われているから渋々。へそを曲げられたら大変だから。

　花火に加わる理由をとってつけ、自分を納得させる。

「どれがいい？」

「……これにします」

　史哉から差し出された中から一本を引き抜いた。

　ろうそくにつけると、すぐさま色とりどりの火花をまき散らす。パチパチッと音を立てながら弾ける様はとても派手だ。

「ママのもきれー」

「ほんとね」

「ぼく、もっとやるー」

　意気揚々と選んだ花火に今度は美織が手を貸し、次から次へと火をつけていく。

「おにいちゃんも！」

「そうだね。おにいちゃんはこれにしようかな」

　三人の手元から放たれた細かな火の花が辺りを明るく照らし、白い煙が周りを包み込む。

「陽向くん、これなんかどう？　鉄砲の形でカッコいいよ」

「やりたーい！　てっぽうやるー！」

「じゃ、ママと同時に火をつけるぞ」

「うん。せーの」

　陽向のかけ声で美織も一緒にろうそくに近づける。瞬間一挙に飛び出した火花を見て、陽向は歓声をあげた。

　やわらかな光に照らされたふたりの楽しそうな横顔を見ているうちに、複雑な想いが込み上げてくる。

　いくら美織が引き離そうが、史哉と陽向はまるで磁石のように引き寄せられてしまう。史哉とどんな過去があろうと、陽向の父親が彼なのは変えようもない事実。ふたりには、史哉と美織の間とは別の関係が存在するのだ。

　そしてそれは美織が壊していいものではない。

「ママ、もっと！」

「美織、次はどれにする？」

　ふたりに揃って満面の笑みを向けられ、彼方に飛んでいた意識が舞い戻る。咄嗟に笑顔を作れず、目線が頼りなく揺れて止められない。

　史哉は立ち上がり、美織の隣にしゃがみ込んだ。

「美織？　どうした？」

　付き合っていたあの頃と同じ穏やかな眼差しを向けられ、一瞬自分の立ち位置を見失う。史哉と恋人同士だった当時に心がさらわれた。

「史哉さん……」

　無意識に情感を込めて名前を口にした直後、「ママ」と陽向に呼ばれて我に返る。

（私ってば、どうかしてる）

　ふたりはとっくの昔に終わっているのに。

　彼からサッと目を逸らして陽向を見た。




　花火を終え、美織と陽向は、アパートまで送っていくと言って聞かない史哉に強引に車に乗せられた。

　ふたりが暮らす部屋は工房から歩いていける距離にあるが、わずかな時間でも一緒にいたいと請われれば強くは拒めない。陽向に向かう史哉の愛情は、美織に対する時とは違って偽物ではないだろうから。

　彼の新車の後部座席には、陽向が乗るためのチャイルドシートまでしっかり用意されていた。陽向と並んで座ってすぐ、車が発進する。

「このまま一緒に食事でもどう？」

「すみません。夕食は朝、準備してきたので」

　不意打ちの誘いに鼓動が跳ねたが、取り澄まして返す。美織は毎朝できる限り夕食の下ごしらえをしているため、決して嘘ではない。

「そう。それは残念だな」

　史哉の曇った顔がルームミラーに映る。

　素っ気ない返答は申し訳ないが、そういう誘いにどう返したらいいのか。

　史哉が陽向と交流を図りたいのも、それを邪魔するのも酷だと頭ではわかっているが、心がついていかない。

　史哉にとって陽向は大事な息子に違いないが、美織は単なる元カノに過ぎないから。それも遊び半分で付き合っていた女だ。

　息子の母親ではあっても、それ以上でもそれ以下でもない。だから自分がどういうポジションにいればいいのか、答えが見つからないのだ。

「その代わりと言ってはなんだけど、今度三人で水族館に行こう」

　史哉が次なる一手を講じる。

「水族館、ですか」

「そう。陽向くんは行ったことある？」

　史哉が沖縄の有名な水族館の名前をあげる。

「一歳になったばかりの頃に祖父母と一緒に行きましたが……」

　多分記憶には残っていないだろう。

「陽向くん、ママとおにいちゃんと三人でお魚を見にいこうか」

　美織では埒らちが明かないからか、陽向を直接誘いはじめた。

「待ってください」

　美織の制止もなんのその。史哉は「ね、陽向くん」と約束を取りつける気満々だ。

「おさかな？」

「そう、お魚。綺麗な色のお魚がいっぱいいるよ」

「きょうりゅうもいる？」

　その返答には、史哉だけでなく美織も笑ってしまった。

　陽向の中で恐竜は過去の生物ではなく、魚や動物と同じように現在も存在している。『今はもういないのよ』と言った直後、テレビでワニを見て『ママ！　きょうりゅうがいきてる！』と大興奮していた。

「ごめん、恐竜はいないけど、クジラやサメがいるよ」

「クジラとサメ？　おっきい？」

「すごく大きいよ」

「このくらい？」

　陽向が両腕を大きく広げる。

「もっと大きいよ」

「もっと？　じゃあこのくらい？」

「いいや、もっともっとだ」

　めいっぱい広げた腕でも足りないと史哉が煽あおり立てるものだから、陽向は足をばたつかせて興奮しはじめた。

「ひなた、みたーい！」

「よし、じゃあ決まりだね。今度の日曜日に行こう」

「うん、いくー。ママもだよね？」

　陽向が目を三日月のように細くして尋ねる。

「もちろんだよ、陽向くん。ママがいなきゃ始まらないだろう？」

「でも史哉さん、お忙しいんじゃないですか？」

　もともと沖縄には仕事で来ているはず。夕方に花火をする程度なら差し障りはないだろうが、水族館へ行けばほぼ一日潰れてしまう。

「美織は俺を日曜日も働かせるつもり？」

　いたずらっぽい目がルームミラー越しに美織を見る。

「あ、いえ、そういうつもりはありませんが……」

「じゃオッケーだね」

　美織を置いて話がどんどん進んでいく。

　このまま陽向との触れ合いが続けば、きっとそのうち彼が父親だと隠しておけなくなる。そうなった時にどうしたらいいのか、どうすべきなのか。

　史哉は、人生で初めて心から愛した人。そんな彼とこうして再び出会い、同じ時間を共有するうちに気持ちに変化が現れるのも怖い。

　同じ相手に、報われない恋をするなんて悲しすぎるから。

「楽しみにしてる」

　送り届けられたアパートの前で史哉の車から降り立つ。

「今日は花火、ありがとうございました」

「おにいちゃん、ばいばい」

　手を振る陽向に、史哉も大きく振り返した。




　花火ではしゃいで疲れたのか、陽向は夕食とお風呂の後早々に布団に入った。

　満足そうな寝顔を見つつ、美織はスタンドライトの明かりの下で久しぶりにアルバムをめくりながら、陽向が生まれてからの二年半を回想していた。

　これは陽向のお宮参りの写真で、こっちはお食い初め。初めて寝返りをうったお昼寝の写真もある。

　初めて立ったり歩いたりした時の感動を思い出して、不意に胸が熱くなった。

　父親である史哉は、この大切な瞬間のどれにも立ち会っていない。どんな理由があるにせよ、その機会を奪ったのは美織だ。

（花火の写真、撮り損ねちゃった）

　三人だけの小さな花火大会は戸惑っているうちに終わり、写真を撮る心の余裕もなかった。

　ふと、史哉から向けられた穏やかな眼差しが蘇り、胸の奥が疼く。

（やだな、今さらどうしたの）

　自分の胸の手をあて、宥めるようにトントンとする。

　過去の恋心がつかの間蘇っただけ。今の自分とはまったく別物だと言い含めるが、まったく効果はなし。

　美織はその夜、遅くまでなかなか寝つけなかった。




　翌朝、美織が工房併設のギャラリーで掃除をしていると、祖母の悦子が声をかけてきた。

「昨夜の花火は楽しかった？」

　悦子はひと足先に帰宅したが、辰雄から史哉が訪れたと聞いたのだろう。

「うん、陽向は大喜びだった」

「そう。美織は？」

「私？」

　そう聞かれるとは思わず、自分の胸を指差して聞き返す。

「美織も楽しかったらいいなってね。おばあちゃんにはふたりの間になにがあったのかわからないし、美織にしてみたら無責任な発言に聞こえるかもしれないけど。再会したのもまた、縁なんじゃないかしらね」

　全然楽しくなかったと言ったら嘘になる。

　陽向の喜ぶ顔を見るのは、美織にとってなによりの幸せだから。

「もしかして、楽しんだらいけないって考えてない？」

「……え？」

「ふたりの間にあった過去の出来事のせいで、本音を押し殺してるんじゃないかなって思ったの」

　悦子の言葉にドキッとさせられる。

　彼への恋心は葬り去ったはずだった。心から追い出して、欠片かけらのひとつさえ残していないはずだった。

　でもそれは錯覚だったと痛感したのは今朝のこと。うつらうつらとしたまま朝を迎えたのは、史哉のことを考えていたせい。

　美織の心の奥底に姿を隠していただけで、その存在がなくなったわけではなかった。

　それを認めたくなくて、彼の過去の発言を言い訳にして逃げていただけ。さも迷惑そうな顔をしているくせに、本当は会いにきてくれるのを心待ちにしていたと、悦子にも気付かされた。

「だけど彼は世界的にも有名なホテルグループのトップなの。私が妻になれるような人じゃないから」

　そもそも彼は美織との結婚を望んではいない。欲しいのは陽向の父親としてのポジションであって、美織への愛は最初からないのだから。

「美織が尻込みするのはよくわかる。本当に立派な人だもの。でも瀬那さんは、そんな風には考えていないんじゃないかしら」

　顔を曇らせる美織の背中に、悦子がそっと手を添える。

「とにかく自分の気持ちを大切にして。美織は素直なのが一番よ」

「うん……」

　曖昧に頷くと、悦子は優しく微笑んだ。
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　沖縄と東京を行き来する日々は、当初史哉が想定していたより忙しいものとなっている。

　美織との再会がもたらした驚愕の展開は、史哉の人生を大きく変える事態といっていい。まさか彼女が史哉の子どもを身籠っていたとは――。

　プライベートジェットのシートに体を預け、眼下にした沖縄が遠く小さくなっていくのを眺める。

　およそ三年前、なぜ彼女が史哉の前から姿を消したのかは未だ謎のままである。無理に聞こうと彼女を追い詰めれば再び姿を消してしまうかもしれないため、史哉はその手の質問をぐっとこらえている。

　もしかしたら、なにかのきっかけで史哉がラ・ルーチェの御曹司だと知り、身を引いたのではないかというのが、一番しっくりくる理由だった。

　子どもを宿し、ひとり悩んだ末にひっそりと身を隠した。思慮深い彼女ならおかしくはない。

　タブレットを取り出し、陽向と約束をした水族館のホームページを開く。

「視察ですか？」

　シート備えつけのテーブルにコーヒーを置いた秘書の理恵子が、画面を覗き込んだ。

　沖縄のリゾート開発に関連づけて考えたのだろう。

「視察のようなものかな」

　調査で状況や内容の把握をするのは水族館ではなく、あくまでも美織本人だが。

　再会以降、史哉に対する彼女の警戒ぶりは相当なもので、固く閉ざした心が解ける気配がまるでない。

　バンクーバーを一緒に観光した時より遠く感じるのがつらいところである。

　どうしたら美織に近づけるのか。頑なな気持ちを解せるのか。

　ふと彼女の顔が脳裏に浮かぶ。

　研とぎ澄まされた知的な美しさはあの頃と変わらない。――いや、大人の色香を身につけ、やわらかな母性まで兼ね備えた彼女は史哉にとって無敵の女性と言ってもいい。

　その姿を思い浮かべるだけで、胸の奥が尋常でないほどに高鳴る。

　だが焦るな。

　気持ちを無理に探ったり、あの別れの真実を問いただしたりすれば、美織は余計に心を閉ざすだろう。

　まずは陽向との距離を縮めるのが得策。ダシに使うといったら語弊があるが、息子と良好な関係を築けば、おのずと美織も史哉への警戒心を解いていくだろう。

　もちろん陽向は大切だし、愛しい存在である。三人で歩く未来を手にするためには慎重に進めるのが一番だ。

「私も同行した方がよろしいでしょうか」

「いや、大丈夫だ。その必要はない」

　大真面目に尋ねる理恵子に小さく笑って返した。
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　陽向が指折り数えた日曜日がいよいよやって来た。

　史哉がアパートに迎えに来るや否や「おにいちゃんだ！」と玄関に飛び出し、彼の胸に飛び込む。

　毎朝の登園準備すらまだままならないのに、昨夜は自分のリュックサックにハンカチやティッシュペーパーを詰めるほどの張りきりぶり。布団に入り、お決まりの絵本を読んでも興奮してなかなか寝つかなかった。

　軽々と陽向を抱き上げた史哉が美織に「おはよう」と笑いかける。

「おはようございます」

「歓迎ぶりがうれしいね」

「とても楽しみにしていたので」

「それは美織も？」

　どこか遠慮がちに問われて返事に窮する。昨夜は陽向同様、美織もなかなか眠れなかった。史哉の目的は陽向なのに浮かれるなんて、どうかしている。でも気持ちが急いて、胸が騒いで、どうにも収まらなかったのは事実。

『美織は素直なのが一番よ』

　先日、悦子に言われた言葉が不意に頭をよぎった。

「楽しみにしていました。……あっ、つまりその、それは陽向の喜ぶ顔が見られるだろうなって」

　素直に答えたくせに、直後に怖おじ気けづき慌てて理由を取ってつける。蘇った彼への恋心を正直に打ち明ける勇気はない。

「そうだね、俺も陽向くんを喜ばせたい」

（ほら、ね）

　やはり史哉は陽向との時間を持つために美織に会うのだと思い至る。当然であって、そこを責めてはいけない。

　うっかり浮かんだ寂しさを封じ込め、晴れ渡った空を見上げて気持ちを切り替える。快晴。雲ひとつない青空が清々しい。

「ママー、はやくいこー！」

　こらえきれなかったのだろう。史哉に抱っこされた陽向が美織たちを急かした。

「そうね、行こうか」

「よし、陽向くん、車に乗ろう」

「うん！」

　アパートの前に停車していた彼の車に乗り込む。陽向は後部座席のチャイルドシート、美織はその隣に並んで座った。

　史哉がエンジンをかけると、陽向は元気よく「しゅっぱつしんこー！」と右腕を振り上げた。

　朝からこんな調子でテンションが高いため、到着する前に電池切れになってしまうのではないかと心配になる。

　でもそんな陽向を見るのは初めてかもしれない。これまで祖父母や渚の家族と出かける時には前日の夜に眠れなかったり、起きたそばからはしゃいだりはしなかった。

　状況を理解できるようになった成長の証かもしれないが、史哉と一緒なのが大きい気がしてならない。

「おにいちゃん、おさかないっぱい、たのしみだね」

「そうだね。おにいちゃんも陽向くんとお出かけできて楽しいよ。陽向くんのママも楽しみだって」

　ルームミラー越しに史哉と目が合い、不自然に視線を彷徨さまよわせていると、隣の陽向から眩しい眼差しを向けられた。

「ママもいっぱいみようね」

「そうね、綺麗なお魚がたくさん見られるといいな」

「きれーなおさかな、いる？」

　美織のリクエストを聞き、陽向がすかさず史哉に尋ねる。

「もちろん。陽向くんのママもきっと気に入るはずだ」

「よかったね、ママ」

「うん」

　陽向に笑い返してからルームミラーをチラッと盗み見ると、前を向いたままの史哉が表情をやわらげ目尻を下げる。

　その微笑みは美織に対するものではないと自分を戒めるが、胸の奥が切なく疼うずいた。




　およそ一時間半後、史哉の運転する車は国営の公園内にある水族館に到着した。

　沖縄でも大人気スポットの上、日曜日というだけあり、早い時間にもかかわらずたくさんの人で大賑わいだ。

　はぐれたら大変だと、繋いでいた陽向の手をギュッと握る。

「陽向、ママの手を離さないでね」

「うん。おにいちゃんもつなごー」

　陽向が伸ばした手を史哉はしっかり受け止めた。

　陽向を挟んで三人が手を繋いで並んだため、なんとも言えずそわそわする。

（私たちって、どう見えるんだろう）

　なにも知らない人にはきっとごく普通の家族に見えるに違いないが、そう見られているのかと思うと落ち着かない。他の人の視線なんて気にするところじゃないのに。

（ともかく今日は楽しもう）

　変なリズムを刻む鼓動を落ち着かせ、〝サンゴの海〟に足を進める。

「わー、すごーい！　ねえ、ママ！　キラキラ！」

　屋根のない水槽には沖縄の太陽が燦さん々さんと降り注ぎ、眩まばゆい光を放っている。沖縄の海とひと繋がりになっているかのような美しいサンゴ礁に見惚れていると、色鮮やかな熱帯魚の群れが目に飛び込んできた。

「きれーなおさかなもいるよ！」

　陽向が繋いでいた手を解き、背負ったリュックサックを揺らして水槽に近づく。

「ほらっ、ママ、いろんないろ」

　ひらひらと目の前を泳ぐ小さな熱帯魚を指差し、「よかったね、ママ」と満面の笑みだ。

「うん、よかったね」

　美織にまで笑顔が伝染する。

「あのおさかな、なあに？」

　陽向が、頭上高く通過していく魚の群れを指差した。

　みんな似たような形をしているが、赤色の体のものや黄色い体に青い線の入ったものなどカラフルだ。

「あれはフエダイっていうんだよ」

「ふえだい？」

　すかさず近くに設置されたパネルを読み、史哉は海面に向かって手を伸ばす陽向を抱き上げる。

「わぁ、たかーい。ふえだいだー」

　足をパタパタとさせ、陽向は両腕をさらに高く伸ばした。

　ひと繋がりの水槽を進むうちに、浅瀬から水深が徐々に深くなっていく。まるで洞窟に迷い込んだように薄暗い。

　ふと史哉が美織に手を伸ばしてきた。

「はぐれるから繋ごう」

「だ、大丈夫ですから」

　いくら暗いとはいえ、美織はいい大人。もしもはぐれても、館内ならすぐに見つけられる。

「目を離した隙にどこかに行かれたら困る」

　水槽を照らすわずかな光が史哉の顔を照らした。憂いを帯びた目はなにかを訴えかけるよう。三年前に美織が彼の前から姿を消したのを含めたように聞こえて一瞬息が詰まる。

「あれは――」

　唇をわずかに動かして言いかけた言葉はあまりにも小さかったため、史哉の耳には届かなかっただろう。

「美織」

　史哉が手を伸ばすと同時に、陽向にまで「ママ、おにいちゃんとつなご」と諭されてしまった。

　陽向が言うから仕方なく。暗いからちょっとの間だけ。

　そう言い訳をしておずおずと差し出した手がそっと取られる。どことなく安あん堵どしたように頬を緩めた史哉の顔が、薄明かりに照らされた。

　肌の感触、骨ばった指先。触れ合った懐かしい感覚が、美織を一気に過去へと誘っていく。

　初めて手を繋いだのは、バンクーバーのキャピラノ渓谷だった。高さのある吊り橋を前に怖気づいた時だ。

　頼もしい彼の手にドキドキしたのが昨日のことのように蘇り、美織の鼓動とリンクする。自分が今いる時間軸がわからなくなるほど胸が高鳴り、どうにもならない。

（史哉さん）

　心の中で呼ぶ声は、永遠に彼には届かないだろう。史哉が欲しているのは美織ではなく陽向だ。

　手を引かれるまま緩やかなスロープをゆっくりと下り、この水族館の一番の人気者、ジンベエザメのいる水槽までやって来たと気付いたのは陽向の歓声を聞いた時だった。

「おっきい!!」

　美織たちのすぐ横をジンベエザメが悠然と泳いでいく。堂々とした姿に目を瞠みはった。

「写真撮ろうか」

　不意に手を解かれ寂しさに包まれたのは、心がすっかり過去に飛んでいたせいだろう。もっと繋いでいたいなんて願い、抱いても仕方がないのに。どうかしている。

「美織、陽向くんとそこに立って」

　史哉は陽向を下ろし、美織に託した。

　スロープの途中にバルコニーのように突き出たスペースがあり、そこに並ぶように言う。水槽がよく見渡せ、写真を撮るには絶好の場所だ。

　史哉はポケットからスマートフォンを取り出し、美織たちの方に向けた。

「おにいちゃんの方を見てね」

　陽向に合わせてその場にしゃがみ込み、肩を引き寄せる。

　ジンベエザメがバックに来るタイミングを計り……。

「よし、今だ。ふたりとも笑って」

　号令に合わせて陽向とふたり、史哉を見た。

　カシャッと小さな音を立て、撮影が完了する。史哉は画面を操作して、撮ったばかりの写真を表示させて美織たちに見せた。

「ふたりともいい笑顔だ」

　美織の表情が少し硬いのには目を瞑つむろう。

「おっきなサメ、うつってるー」

「グッドタイミングだろう？」

　史哉が自画自賛した通り、美織たちがバックにした水槽にはジンベエザメがベストポジションで写っている。

「写真、美織にも送ろうか」

「えっ」

「連絡先を交換しよう」

　スマートフォンを出してと史哉が催促する。付き合っていた時に使っていたものは解約し、再会してからは彼に連絡先を教えていない。

「ママ、こうかんこうかん」

　陽向がそばではやし立てる。

　一瞬迷ったものの、この先も史哉が陽向と父親として接していくのなら連絡先はお互いに知っておいた方がいい。

　スマートフォンをバッグから取り出し、電話番号とメッセージアプリのＩＤを交換する。史哉は先ほど撮影した写真を早速美織に送ってよこした。

「そうだ。これ、覚えてる？」

　史哉が自分のスマートフォンの画面を美織に見せる。そこにはおどけたポーズを取って笑う美織がいた。

　バンクーバーのイングリッシュベイで撮った写真だ。奇妙なパブリックアートの真似をした時のものである。

「まだ持っていたんですか」

　まさか史哉が削除せずに保存しておくなんて。どうして。

「永久保存版だと言ったのを忘れた？」

　いたずらっぽく笑った彼の目が、どことなくその奥に甘さを秘めていて胸が騒ぐ。

「だけどそれは……」

　その時の楽しい雰囲気の流れで出た言葉。ふたりがずっと付き合いを続けてきたのならまだしも、三年以上も前に別れている。

　出し抜けに写真を見せられ、動どう悸きが止まらない。まるで〝大切なものだ〟と言われているように錯覚する。

「ちょっとトイレに行ってきます。すみませんが、陽向をお願いします」

　気持ちの乱れをどうにもできず、落ち着くためにいったんふたりから離れた。

　レストルームの鏡には、戸惑いに揺れる美織の顔が映る。

（あの写真は、たまたま残していただけ。きっと消すのを忘れただけなの。だって、そうじゃなきゃ辻つじ褄つまが合わないでしょ）

　遊び相手だからこそ深い意味なんてなく、わざわざ残しておいたのとはわけが違う。どうでもいい写真だから残っていたのだ。

　もしくは、あまりにも奇怪な表情のため魔除けの意味があるとか。

　そのどちらかだと結論づけて心を整理し、美織はふたりのもとへ戻った。

　先ほどの水槽ではジンベエザメの給餌が始まり、大きな口を開けたサメが体を垂直にさせる光景に出くわす。圧巻の食事シーンを前にして、史哉に抱っこされた陽向は口を半開きにして目を輝かせていた。

　チラッと盗み見たふたりの横顔がよく似ていて、美織を平静ではいさせてくれない。

　これから自分たちはどうなってしまうのか、白く霞んだ未来が美織を不安にさせる。彼が陽向を大切に想う父性愛がひしひしと伝わってくるから余計に。

　たとえ美織が自分の気持ちを認めようが、史哉の愛はそこになく、延々と続く一方通行の想いだけになる。

　でも――。

　史哉から注がれる愛をあきらめれば、陽向を挟んで彼と一緒にいられる未来があるかもしれない。史哉は美織から陽向を奪いはしないと断言していた。

　それならいっそ、それを逆手にとって彼のそばにいられるのでは。

　愛されなくてもいい。もともと愛は存在しなかったのだから。

　卑怯かもしれない。卑劣な手段だと罵られるかもしれない。

　でもそうすれば陽向にも父親を与えられ、美織は愛する人のそばにいられる。

　行きすぎた想いに囚われていた美織を呼び戻したのは、陽向が呼ぶ声だった。

「ママ！」

　ジンベエザメの給餌が終わり、人が散り散りになっていく。

「おもしろかったね」

「そうね、すごかったね」

「ジンベエザメが口を開けたら、陽向くんも丸飲みできそうだ」

「やだー！　たべたらダメー！」

　ハハハと史哉の声が響き渡る。

　笑い合う三人は、どこからどう見ても幸せな家族の姿だった。

　その後、陽向は深海の海に住む奇妙な姿をした生物に目を丸くし、外に出てからはイルカの給餌を体験。お昼を挟んでウミガメやマナティを鑑賞し、ゆっくり水族館を堪能した美織たちは、史哉の車に乗って帰路についた。

　陽向は走りだしてすぐにこっくりこっくりと舟を漕ぎ、ものの数分のうちに寝入ってしまった。昨夜から大はしゃぎだったから無理もない。

　史哉がギフトショップで買ってくれたジンベエザメのぬいぐるみを大事そうに抱えている。

「……ん、はい……どーじょ」

　陽向が寝言を漏らしたため、史哉と笑い合う。夢でもイルカに餌づけしているみたいだ。よほど楽しかったようで、寝顔まで笑っている。

「夕食もどこかで食べて帰りたかったけど無理そうだね」

「そうですね。陽向は一度寝るとぐっすりなので」

　この分だと帰ったらそのままお布団コースだろう。お風呂は明日の朝になりそうだ。

「じゃ夕食は次の機会に」

　史哉はごく自然に次回の約束を口にするが、美織はすぐに返事ができない。

　また会ってもいいものなのか、それとも断るべきなのか。

　水族館でお昼を食べた時の史哉を思い返す。彼は自分が食べるのも忘れて、陽向が食べる様子を眩しいものでも見るような眼差しで見ていた。

　まだ上手に使えないフォークを使ってナポリタンを食べる陽向は、美織からするとヒヤヒヤ。時に手を使うため、洋服にべったりとケチャップがついたり、テーブルや椅子を汚したりするため、違う意味で目が離せないのだ。

　でも彼は、陽向が美織のお腹にいる時はもちろん、生まれてから二歳半になるまでの成長をいっさい見られなかった。だから陽向のやることなすことすべてが愛しいのだろう。

　それを遠ざける真似は酷だ。

「そうですね。そうしてください」

「それじゃ約束しよう」

　車が赤信号で止まり、史哉が小指を立てた右手を差し出す。

　バンクーバーでの〝指切りげんまん〟を思い出し、胸が切ない音を立てた。

「手、出して」

　史哉が望んでいるのは、陽向との食事。そこに他意はないのに、甘い誘いに聞こえる耳が恨めしい。

　おずおずと出し、史哉の小指と絡め合う。青信号に変わると同時に離れた指先に、史哉の温もりがほんのり残った。




　アパートに到着するまで陽向は一度も目を覚まさなかった。

「俺が降ろすよ」

　後部座席のチャイルドシートから史哉が陽向を抱き上げる。微かに声を漏らしたが、安心しきったように部屋まで史哉に抱っこされた。

　急いで布団を敷き、陽向を寝かせる。一度眠りにつくとなかなか起きないとはいえ、ここまでよく寝入っているのは珍しい。普段二時間はとっているお昼寝をしていないせいもあるかもしれないが、たっぷり遊んで疲れたのだろう。

　陽向の寝顔をしばらく眺めていた史哉が立ち上がって玄関へ向かう。

「今日はありがとうございました」

　史哉を労ねぎらってお茶の一杯くらい出すのが礼儀なのかもしれないが、そうする勇気はまだない。陽向を挟んで話すならともかく、ふたりきりの空間はどうしたらいいのかわからないのだ。

　靴を履き、史哉が美織に向き直る。

「楽しかった？」

「はい。陽向もとても喜んでいました」

「陽向くんじゃなくて美織自身の気持ちを聞いてるんだけど」

　朝と同じように美織の感想を求める。

　瞬間的に頭に浮かんだ水族館での数々のシーンは、陽向はもちろん美織も自然と溢れた笑顔だった。楽しかったのを疑う余地はない。

「楽しかったです。……とても」

　小さく答えながらも実感がこもる。

　そこにどうしても募る切なさは、史哉への想いを再認識したための副産物だ。

「史哉さんは――」

〝楽しかったですか？〟と尋ね返そうとした言葉が尻切れトンボになる。史哉に手を引き寄せられ、不意打ちで抱きしめられた。

　一瞬なにが起きたのかわからなかったが、事態を理解した心臓が早鐘を打っていく。

（どうして？）

　史哉は陽向との触れ合いだけが目的。そこに美織が入り込む隙はないはずだ。

　それならこの状況はなぜ――。

　抱きしめる腕は決して強くはないのに、熱っぽさを感じて戸惑う。なんの前触れもなく起こった想定外の事態が美織を混乱させていた。

「美織」

　史哉が優しく、どことなく切ない声で名前を呼んだその時、部屋の奥で陽向が「ママ」と声をあげる。史哉は咄嗟に腕を離して美織を解放した。

　残念そうに見えたのは錯覚だろうか。

「目を覚ましたみたいだから行ってあげて。約束、忘れないように」

　小さく笑った史哉に頷くので精いっぱい。美織は立ち去っていく史哉の背中を放心状態で見送った。

　パタンと閉まったドアに無意識にカギをかけ、陽向の寝る場所まで機械仕掛けの人形のように向かう。しかし彼に起きた様子はない。寝言で美織を呼んだだけのようだ。

　布団のそばに電池が切れたみたいにストンと腰を下ろした。

（もしかしたら史哉さん、私のことを……）

　好きになってくれたのかもしれない。

　繋いだ手の感触や、時折向けられる彼の視線に好意があるようで動揺する。

　浅はかな期待だとわかっている。そうならいいのにと願う美織が抱く幻想なのかもしれない。

　家族三人で歩く未来が微かに見えた気がして、はやる胸の内を抑える。寝息を立てて眠る陽向の頬をそっと撫でた。










愛を確信して




　十二月、恩納村の空模様は薄曇り。冬が到来したとはいえ二十度近い気温のため寒さは感じない。ちょうど東京の十月くらいの体感だろうか。

　ラ・ルーチェが恩納村に展開しているリゾート開発は順調に進行しつつある。

　その日史哉は、父親であり会長でもある浩こう一いち郎ろうを伴い現場を訪れていた。

　工事車両が出入りし、様々な建設車両が忙しなく動くそこは、ホテル棟やヴィラなどの建築が続々と始まっている。建設会社の人間が、ふたりが通るごとに作業の手を止め挨拶をしてよこす。

　一線を退き史哉に社長職を委ねたが、浩一郎はまだ現役。新しい開発物件には自ら足を運び、その目で進捗や出来栄えを確かめる。

　穏やかな目元にはグループ傘下にいる何十万人もの従業員を守ってきた強さを秘めており、白いヘルメットの下には六十歳を超えてもなお黒く豊富な髪を蓄えている。眉目秀麗さは史哉が受け継いだ遺伝子だ。

　病気で一時は体重も体力も落としたが、最近は徐々に戻りつつある。

　完成予定図を片手に、史哉が先導して敷地内を回る。

　海岸線に沿って点在するヴィラは全室オーシャンフロント。一年中楽しめるプールは、海にせり出すように造られ、夕暮れ時にはサンセットを眺められる最高のスポットとなる。

　フロントやレストランを集めたホテル棟は、周囲の景観を壊さないよう二階建ての低層となっている。

「どこからでも海を近くに感じられる造りのようだね」

「自然のままの景観と海との一体感をなにより大事にして設計を進めたので、会長を満足させる自信はあります」

「ほう、それは楽しみだ。マスコミもこぞってここを取り上げるだろう」

　浩一郎が頬を緩めると、目尻に深い皺が寄った。

「ところで史哉、仕事に打ち込むのもいいが、そろそろ本気で身を固めてはどうだ」

　不意に話題がリゾート開発から大きく逸れる。浩一郎は目の前で繰り広げられている工事中のタラソプールから、史哉に視線を向けた。

「独身を貫くと言ったのは本気ではあるまい？　昨日も政まさ次つぐに『兄さんからもはっぱをかけてくれ』と言われたよ」

　政次は父の弟であり、史哉を全面的にバックアップしてくれている副社長である。彼自身が子どもに恵まれなかったせいか、甥おいっ子である史哉の結婚相手を熱心に探しており、これまでに何人もの女性を紹介されてきた。

　ここ数カ月はピタッとやんでいたが、最近また猛攻を仕掛けてきている。

「碧あお唯いもまったくその気がないようだし、兄弟揃ってひとり身では瀬那家の今後が心配でならないな」

　碧唯は史哉の四つ年下の弟である。外交官として働く彼は現在、イタリアに赴任中だ。幼い頃から憧れていた外交官の職に就き、史哉とは別のステージで世界を股にかけている。

「好きな女性ならいる」

　会話が仕事から離れたため、口調がくだけた。

「ほぉ、お前に？」

　意外とばかりに浩一郎が目を剥むく。

　三年前、父の側近に美織との関係性を探られた時に遊びだと軽く流したため、女性に本気になるような男ではないと考えていたのかもしれない。

「史哉からそんな言葉を聞く日がくるとはね」

「じつは子どももいる」

「子ども!?」

　浩一郎は先ほどよりも輪をかけて驚いた様子だ。眉を大きく上げ下げする。

「お前の子なのか!?」

「ああ」

　史哉が頷くと、浩一郎は信じられないといった様子で首を横に振った。

「なぜ今まで黙っていたんだ」

「ごめん。ちょっといろいろあって」

　史哉はこれまで明かさずにいた美織との話を順序立てて話した。バンクーバーでの出会いはもちろん、本意でない別れも包み隠さずに。

「縁談を断り続けてきた理由がようやくわかったよ」

　静かに聞いていた浩一郎が相好を崩す。どんな相手であろうと目もくれなかった史哉をじつのところとても心配していたと言う。このまま一生独身を貫くつもりではないかと本気で憂いていたらしい。

「そこまで好きな女性がいるのなら、ぜひ会わせてくれ」

　両親は大恋愛の末に結ばれたと聞く。そんな父ならば史哉の相手にとやかく口は出さないだろうと知ってはいたが、予想以上の好感触だ。

「もちろん紹介するつもりではいるよ。でもその前にやらなきゃならないことがあるんだ」

　美織の気持ちを捕まえなければ話にならない。

　少しずつ心を開いてきてはいるものの、以前のような関係にはほど遠い。美織は今もなお史哉に一線を引いている。

　彼女が史哉をどう思っているのかもわからない。嫌われてはいないと感じるが、それが好意と断定できずにいる。

　陽向の父親だから仕方なく付き合っている側面も見え隠れし、それが史哉を焦らせるのだ。余裕のあるふりをして、じつは美織の本心が気になってしょうがない。

　そんなフラストレーションが抑えきれなくなったのが十日前。一緒に行った水族館の帰り、彼女のアパートで別れ際に我慢できずに抱きしめてしまった。

　陽向が『ママ』と声を出さなければ、そのまま唇まで奪っていたかもしれない。じっくり向き合うと心に決めておきながら、ちぐはぐな自分の言動に悶々とした。

　ただ美織は男としてはともかく、史哉を陽向の父親としては認めてくれているようではある。その特権をフルに活用して、陽向ともども美織を絶対に手に入れてみせると改めて心に強く誓う。

「そうか。では楽しみに待つとしよう」

「そう遠くない未来だと期待していてくれ」

　破顔した浩一郎に、史哉は自己暗示をかけるつもりで言った。
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　水族館へ行った日から早くも二週間が経過。仕事が忙しい彼は、沖縄を訪れても工房やアパートに顔を見に現れるだけでとんぼ帰りしている。

　ゆっくり話せる時間はなかなか取れていないが、指切りして約束した食事だけは一度三人で行った。

　築百年を超える古民家でのディナーは、島野菜の天ぷらやゆし豆腐、サトウキビご飯などの体に優しいメニュー。『おにいちゃんのとなりがいい』とすっかり史哉に懐いた陽向の様子を見ているうちに、ずっと前から一緒に過ごしてきたような錯覚を起こした。

　三年間も離れ離れだったのが嘘のように、いたって自然にごく普通の家族みたいに。ただひとつ違うのは、陽向が彼を〝おにいちゃん〟と呼ぶ点だけ。

　このまま本当に家族になれるかもしれない。

　淡い期待は、どうにも打ち消せないくらいに美織の中で大きくなっていた。

「瀬那さんの話を受けようと思う」

　祖父にそう言われたのは、陽向を保育園に迎えにいき、工房に戻ってきた時だった。

　恩納村にオープンを控えているラ・ルーチェのリゾートホテルで、工房の食器を使いたいと史哉が持ちかけてきた件だ。

　徐冷炉から取り出したプレートを慎重に作業台の上に置き、辰雄がひと息つく。

　ガラスは急冷すると割れる性質を持っているため、およそ五〇〇度に保たれた徐冷炉の中で徐々に温度を下げていく工程が必要になる。

「おさら！」

「おじいちゃんの大切な作品だから見るだけにしようね」

　手を伸ばした陽向を制し、代わりに美織のバッグからトリケラトプスのフィギュアを取り出して手渡す。陽向はすぐにそちらに気を取られ、近くの椅子に座ってひとり遊びを始めた。

「そっか。いよいよ決めたんだね」

「琉球ガラスをもっと多くの人に知ってもらういい機会じゃないかと」

「私もそう思う」

　以前、ネット通販も試みようとしたが、手間を考えて二の足を踏んだ。

　相談した渚には『沖縄でしか買えないっていう希少価値を取るのもありじゃないかしら』と助言され、それも一理あると納得。以降、工房のギャラリーと国際通りに店を構えるコレッタだけで取り扱うようにしてきた。

　希少価値を保ちつつたくさんの人に知ってもらうには、今回の話はもってこい。一流ホテルで使ってもらえば世界各国から訪れる観光客の目に留まり、話題性も高められる。

「おじいちゃんの作品をたくさんの人に見てもらいたいし、琉球ガラスの存続にも繋がるよね」

「美織もそう思うか」

　辰雄の表情がパッと華やいだため、美織まで明るい気持ちになる。

「うん」

「体力的な不安があるから迷ったんだが、最後の大仕事としてやってみようかと」

　ホテルの開業に合わせ、最初は大量に作品が必要になるだろう。七十代の辰雄には大変な作業になるかもしれない。

「最後なんて言わないで。おじいちゃんにはこれからももっと作ってもらわなくちゃ。私だってまだ修行中の身だし」

　教えてもらいたい技術はたくさんある。まだ引退してもらっては困るのだ。

「美織には負けていられないしな」

「そうよ、おじいちゃん。私もサポートするから」

「頼りにしてるぞ」

　辰雄が美織の肩をトンと軽く叩き、「早速なんだが」と続ける。

「明日、ラ・ルーチェの本社に届けてもらいたいものがあるんだ」

　作業台の近くにある引き出しからＡ４サイズの封書を取り出し、美織に差し出した。

「ラ・ルーチェの本社に？」

　手を出しつつ目をまたたかせる美織に辰雄が頷く。

　ラ・ルーチェの本社といったら東京だ。

「なにが入ってるの？」

「取引を締結するための契約書だ。先日、瀬那さんが来た時に『決心がついたら、こちらを』と置いていったものでね」

　三日ほど前に彼がここを訪れた時に辰雄と一時間ほど話していたが、その時に渡していったようだ。

　契約書であれば大事なものであるし、長らく返事を保留にしてきたため、先方もなるべく早く欲しいだろう。忙しい彼が、次にいつ沖縄へ来られるかはわからない。

　となれば、こちらから向かうのが一番だ。大好きな祖父の大切な仕事のためなら、東京へ行くくらいなんでもない。

「わかったわ、おじいちゃん。私が責任を持って預かります」

　封筒を胸に抱え、力強く頷いた。




　翌日、美織は陽向を祖父母に託し、東京へ向かった。

　多忙な史哉に直接渡せる確証はないが、彼の顔を見られるかもしれず胸が高鳴る。大事な仕事を任されたのに不謹慎だと頭ではわかっていても、再会してから日に日に大きくなっていく彼への想いは自分でも抑えきれないほどになっていた。

（史哉さんに会えるといいな）

　仕事の合間のほんの少しでいい。書類を渡す時だけでいい。

　もしも約束せずに会えたら……。

　想いのまま、素直な気持ちを伝えよう。

　泊まる予定のない日帰りの東京だが、賭けにも似たささやかな期待を胸に秘め、飛行機の窓の下に広がる白い雲を眺めた。




　史哉の名刺を頼りに空港から電車を乗り継ぐ。

　スマートフォンの地図アプリで確認すると、ラ・ルーチェの本社ビルは降車駅からは徒歩三分の距離にあるのがわかる。タクシーを使わなくても迷わず行けそうだ。

　改札を出て、久しぶりに東京の空の下を歩く。史哉から逃げるようにして沖縄へ飛んで以来の都会の空気だ。頬をくすぐる風はひんやりしており、沖縄とは違って肌で冬を感じる。

　あの時とは比べ物にならないほど心は軽やか。足取りも軽快である。

　クリスマスシーズンに入り、華やかなムードが満点。街は一年でもっとも煌きらびやかな時を迎えていた。

　地図アプリの指し示す通りに歩き、目的の場所にいよいよ到着。美織の目の前に高層ビルがそびえ立った。

「ここ？」

　地図と目の前の建物を何度も見比べて周囲を見回したら、傍らにある大きな大理石に【ラ・ルーチェ】と刻まれていた。

　一流企業の本社のため相応の佇まいは想定していたが、美織の予想以上。目が眩くらむ。

　スーツを着たビジネスマンや、ＯＬっぽいおしゃれな人たちがエントランスドアを忙しなく行き交っている。

　のんびりとした沖縄とは大違い。異世界に迷い込んだよう。

　昔、この空気の中に身を置いていたのが信じられない。都会の時間の流れに美織だけ取り残されてしまったみたいだ。

（でも、こんなところで立ち止まっていられないわ。私には、大切な任務があるんだから）

　自分を奮い立たせ、いざ足を進める。

　三連になった自動ドアを抜けると、三階層の吹き抜けが現れた。

　広いエントランスロビーはベージュやウッド調のエレガントな色味に、差し色として配された黒が高級感を醸し出している。高い窓から差し込む自然光で大理石のフロアが輝く。さすがは一流ホテルの本社ビル、洗練された雰囲気だ。

　気後れしながら受付カウンターに向かうと、そこに企業の顔と言うべき美しい女性がいた。

　受付に人を置かず、訪問者自身が設置された電話で連絡を入れる企業が増える中、ここは人をふたりも配している。効率よりも人との繋がりを重要視しているようで好感度が高い。

「いらっしゃいませ」

　美織が声をかけるより早く、女性が挨拶をする。

「ガラス工房ゆくるの夏川と申します。社長の瀬那さんにお取次ぎをしていただけないでしょうか」

　契約書の類は別の部署が管轄しているのかもしれないが、美織はそれがどの部署かは聞かされていない。ラ・ルーチェの人間で知っているのは、史哉ただひとりだ。

「お約束はございますか？」

「あ、いえ」

　わざわざ時間を作らせるのは申し訳なかったため、史哉には今日の訪問さえ知らせていない。

「大変申し訳ありませんが、お約束のない方のお取次ぎはできない決まりになっております」

　女性が気の毒そうに告げる。

「そうですか」

　当然の対応だ。大企業の社長にアポなしで会おうなんて無謀なのに、彼を知っているだけで、つい気持ちが大きくなっていた。

　さて困った。史哉に会えないからといって、のこのこ帰るわけにはいかない。

　せめて誰か別の人に手渡さなければ。

「じつは大切な書類を持参しておりまして、どなたかにお渡ししたいのですが」

「では、瀬那の秘書に連絡を入れてみます」

「ありがとうございます」

　受付の女性は手元にある電話の受話器を上げ、早速話しはじめた。

　カウンターから少し離れて待っていると、その女性が顔を上げる。

「念のため確認してみたのですが、瀬那はこの後、外出する予定になっているようです。ただいま秘書がまいりますので、そちらで少々お待ちくださいませ」

「ありがとうございました」

　丁寧に頭を下げ、彼女に指し示された場所に向かう。そこには観葉植物で間を仕切った応接セットがいくつか並んでいた。ここでも簡単な打ち合わせができるように置かれたものかもしれない。

　隅のソファに腰を下ろし、彼の秘書を待つ。

　そうしている間にもたくさんの人がエレベーターから降り立ち、また別の人たちが乗り込んでいく。大企業の本社とはこういうものかと新鮮な目で眺めていると……。

　五つあるエレベーターのうちのひとつのドアが開き、そこから降り立った人物に目を奪われる。史哉だった。

　立ち上がって、足を数歩出す。しかし彼の隣を寄り添うように歩く女性の存在に気付き、咄嗟に近くの観葉植物の陰に隠れた。

（秘書さんかな？）

　一瞬そう思ったが、以前沖縄で見かけた女性とは違う。目の前に現れた彼女はウエストがリボンモチーフになったアプリコット色のおしゃれなワンピースを着ており、働くようなスタイルではない。

　ハーフアップにした栗色の髪が胸元でカールを描いて揺れている。フランス人形のように目元がぱっちりした美人だ。

「美味しいレストランみたいなので楽しみですね」

　少し甘えた口調の彼女の高い声が美織の耳に届く。明らかにプライベートな雰囲気のふたりだ。

　美織に気付かず、史哉が自動ドアを抜けていく。声が届くほど近くにいるのに、遥か彼方から見ているよう。まるで心の距離を表しているみたいだった。

　茫然と立ち尽くして見ていると、エントランスから入ってきたふたりの女性の会話が聞こえてきた。

「今のってソラスティの令嬢でしょ？」

「そうそう。噂には聞いてたけど本当に美人ね」

　史哉たちが歩いていった方に振り返りながら続ける。

「瀬那社長とお似合いよね。婚約間近なんだって？　いよいよ社長も人のモノになっちゃうのかぁ」

「ほんとに残念。まぁ私たちには手の届かない人だけどね」

「うんうん。でも夢見るくらいは自由だから」

　エレベーターに向かう彼女たちの会話は、そこで聞こえなくなった。

　ふたりの声はしっかり耳に届いていたはずなのに、すぐに理解できず放心状態になる。想定していなかった言葉の羅列が、美織を混乱させていた。

（史哉さんが婚約？　今の女性と？）

　力が抜け、封筒が手から落ちて一メートルほどフロアを滑る。それを拾い上げた女性が美織の前に立った。

「受付からご連絡をくださった夏川様ですか？」

「……はい、そうです。お忙しいところ申し訳ありません」

　ハッとして彼女と向かい合う。

「お世話になっております。瀬那の秘書をしております有村理恵子と申します」

　黒いパンツスーツに身を包んだ彼女は、史哉と再会した時に沖縄で見かけた女性だ。

　動揺をなんとか封じ込めて頭を下げる。

　沖縄のリゾートで祖父のガラス食器を使用する話は伝わっているらしく、好意的な空気を醸し出す。

「瀬那はたった今、外出したところなんです」

「……はい、先ほど女性とご一緒にお出かけになるところをお見かけしました」

　その女性は婚約者なんですか？

　そう聞きたかったが、そこで口を噤つぐむ。部外者にプライベートな打ち明け話はしないだろう。

「そうでしたか。大変申し訳ありませんが、私が代わりに承ります」

　理恵子が拾い上げた封筒を美織に返そうとしたため、受け取らずに手の平を上にして彼女に向けた。

「今日は祖父から預かった書類をお持ちしました。そちらがそうなんです」

「そうでしたか」

「瀬那社長にお渡しいただければおわかりになるかと思います」

「かしこまりました。では私が責任を持ってお預かりいたします」

　せめてこのビルの中にいる間だけは平静でいようと心がけ、理恵子に見送られ、しっかりした足取りでラ・ルーチェの本社ビルを後にした。

　外に出た途端、抑え込んでいた感情が噴き出し、その場に立っていられなくなる。歩道の端に寄り、膝から崩れるようにしてしゃがみ込んだ。

（私はなにを浮かれていたの。史哉さんも私を好きかもしれないなんて。会えたら素直に気持ちを伝えようなんて）

　見当違いも甚だしい。彼の口からはっきりと遊びだと聞いたくせに。あの別れからなにも学んでいない自分が情けなくてたまらない。

　再会後、史哉が美織に優しく接してきたのは陽向の母親だから。美織に対する愛なんてどこにもない。

　水族館の帰りにアパートで美織を抱きしめたのは、きっとほんの気まぐれ。駄だ々だ漏れの美織の好意を目の当たりにして憐れになり、ちょっと情けをかけたのだろう。

　史哉には婚約を控えた人がいる。その事実が、なによりの答えではないか。

　彼はただ、陽向の父親としての役割を果たそうとしているだけ。実際に史哉からそう言われたのに、彼への想いが膨れ上がって見えなくなっていた。

　自分に都合の悪い状況から目を背けていたのだ。

　先ほど見かけたお似合いのふたりの姿が目に焼きつき、胸をえぐられるような痛みに襲われる。

「あの、大丈夫ですか？」

　通りがかった女性にかけられた声に「はい」とか細く答え、なんとか立ち上がる。急速に目元に集まった熱で視界が潤み、クリスマスムードに溢れる街が霞んで見えた。
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　史哉は高層階にあるレストランで向かい合って座る女性、池内紀のり香かを一いち瞥べつして腕時計に視線を落とした。

　ここへ来てからまもなく一時間が経過しようとしている。

　さっさと食べ終えて解放されたいと願う史哉とは裏腹に、目の前の紀香はデザートをゆっくりと口に運んでいた。

　史哉の方はコーヒーも即座に飲み終え、後は席を立つだけなのに、ひと口で食べられる大きさのガトーショコラにちょっとずつフォークを入れる彼女に苛立ちを覚える。いくら清楚なお嬢様とはいえ、その大きさで味がするのか？と疑いたくなる。

　同伴者の食べるスピードなど、穏やかな気質の普段の史哉であれば取るに足らないことだ。しかしそんな些末なことで焦じれるのにはわけがあった。

　それは、ラ・ルーチェの本社を出たところで鉢合わせした副社長の瀬那政次――史哉の叔父とのやり取りである。

『おや？　ふたりで仲良くお出かけかな？　やはりこうして並んでいるのを見るとお似合いだ』

　史哉を結婚させたい政次は、紀香との縁談をまとめたがっていた。

　その理由は、大企業のトップに立つ人間が独身では外聞が悪いから。〝この女性でなければならない〟というこだわりがあるわけではなく、とにかく史哉に妻の存在を作るのが目的なのだ。

　方々から寄せられる見合い話をことごとく断ってきたため、政次もここらでそろそろ決めてほしいと、紀香の父親と一緒になって推し進めようとしている。

　自身に子どもがおらず、後継者を心配しているためだとわかっているが、正直辟易していた。

『ふふ、そうでしょうか。とってもうれしい』

　政次のヨイショに頬を染めながら紀香がそれとなく史哉の腕に絡みつくが、やんわりとその手を外す。

『婚約パーティーの準備もそろそろ念頭に置いた方がよさそうだ』

『大勢の方の前でお披露目なんてどうしましょう』

　紀香は口元に手を添えるが、困っているようには見えない。むしろうれしくて仕方がないといった様子だ。

『紀香さんには、もっと相応しい人間がいますよ』

『まぁまぁ、そう謙遜しなくても。紀香さん、すみませんね。史哉はちょっと照れてるだけですから』

『大丈夫です。わかっていますから』

　なにをどうわかっているのか。史哉の心が読めるのだとしたら、ふたりで食事になど行けないだろう。

　もともとここへは半年ほど前に傘下に収めたホテル、ソラスティの社長である池内と来るはずだった。今後の経営計画について相談したいと連絡があり、ランチを兼ねた打ち合わせをセッティングしたのだ。

　しかし約束の時間に現れたのは彼の娘、紀香だった。父親は急きゅう遽きょ都合が悪くなったため、自分が代役を務めると。せっかく予約したフレンチを無駄にしたくないと、食事を強行されてしまった。

　二十七歳の彼女は大学を卒業してから社会人としての経験がない。そんな人間と経営についての話などできるわけもなく、代役にはなりようがない。史哉と娘の結婚を望む池内の策略だとすぐに気付いた。

　彼には何度となく紀香を含めた食事に連れ出されてきたが、史哉が結婚話に首を縦に振らないため強硬手段を取ったのだろう。

　ふたりきりで食事をすれば、少しは距離が縮まるとでも考えたか。だとすれば、それはとんだ誤算だ。史哉には心に決めた相手がいるのだから。

　大勢の人が行き交う本社ビルで事を荒立てるわけにはいかず、ほくほく顔の政次に見送られ、ひとまず穏便にここへやって来たのはいいが――。

「史哉さん、今度のお休みにふたりでどこかに出かけませんか？」

　ようやくデザートプレートを空にし、紀香がナフキンで口元を拭う。

　いったいどれほどグロスを塗っているのか、そうしてもなお唇はテカテカだ。まばたきひとつで風が巻き起こりそうなつけまつ毛も、もう少し自然にできないものか。

　美人には違いないが、あまりにも作られすぎていて興覚めする。

　ナチュラルな美しさの魅力に溢れた美織に今すぐ会いたくてたまらない。

「申し訳ありませんが、沖縄に行く予定です」

「沖縄に？　では私もご一緒してもいいでしょうか」

「一緒に？　なぜですか」

　彼女が同行する理由はなにひとつない。

　眉をひそめて聞き返すと、紀香はわずかに瞳を揺らしてたじろいだ。

「史哉さんと行ったら楽しいだろうなと思ったんです。ごめんなさい。リゾートの建設も始まっているみたいですし、お仕事で行かれるならお邪魔ですよね」

「そうですね。申し訳ありませんが、紀香さんのお相手をする時間はありません」

　妙な期待を持たれても困る。はっきり答えると紀香の顔が曇った。

　これまでは彼女の父親が同席していたため、あからさまな態度は避けてきたが、あちらが強引に出るのであれば史哉も躊躇しない。

　今日、彼女とふたりで食事にきたのも、その意思表示をするためである。

「そ、そうだ、沖縄のホテルはいつ頃オープン予定なんですか？」

　場の空気が微妙になったのを感じ取ったのだろう。紀香が話題転換を図る。

「来年の春を予定しています」

「完成が待ち遠しいですね」

「お客様として訪れてくださるのなら歓迎しますよ」

「え？」

　ふたりで一緒に行く未来を想定しているのだとしたら叶わない夢だが。

　飲み干したコーヒーに気付いた店のスタッフが、「お代わりをお持ちいたしましょうか」と声をかけてきた。

　しらけたムードが瞬間和み、紀香が小さく安堵する。

「いえ、そろそろ出ますので」

「あの、私、お代わりをいただいてもよろしいですか？」

　史哉が断ってすぐ、紀香が立ち去ろうとしたスタッフを呼び止めた。

　この場を引き延ばそうとしているのが手に取るようにわかる。

　もしかしたら父親から、なんとしてでも史哉との距離と縮めるように命じられたのかもしれない。ソラスティの未来が安泰であるために。

　コーヒーのお代わりをもらい、紀香が仕切り直して口を開く。

「私、お料理教室に通う予定なんです。結婚するなら料理上手な奥さんの方がいいですよね。史哉さんはどんなメニューがお好きですか？　和食ですか？　それとも洋食？　私、史哉さんがお好きな料理を頑張って習います」

「紀香さん」

　場の空気を無理に明るくしようとする彼女に、静かに呼びかける。

　紀香は「は、はい」とわずかに声を裏返らせた。

「料理を習うのは結構ですが、その腕前を僕に披露する未来はありません」

「ですが、瀬那副社長からは史哉さんとの結婚をぜひにと」

　一瞬目を見開いた紀香の声がどんどん小さくなっていく。

「叔父が先走って進めてしまい、申し訳ありませんでした。僕には好きな女性がいるんです」

「好きな、女性が？」

「ええ。今日はそのお話をするいい機会だと思ってここへ来ました。池内社長にも改めて僕からお断りの連絡をいたします」

　政次に悪気はないのはわかっているが、またすぐに次の話を持ちかけてくるのは目に見えている。なるべく早いうちに彼にも美織の話をした方がいいだろう。

　そう考えながら茫然とした彼女を伴って店を出た。

　待たせておいた史哉専属の車から運転手が降り立つ。後部座席のドアを開け、史哉たちが乗り込むのを待った。

「紀香さん、このたびは叔父の勝手とはいえ不愉快な思いをさせてしまい、申し訳ありませんでした」

　彼女に向かい合い腰を折る。通行人たちがチラチラと視線を投げかけては通り過ぎていく。フィーリングが合わないのはともかく、紀香が悪いわけではない。どちかといえば、美織を捕まえられていない史哉の落ち度が発端であるといってもいい。

「や、やめてください。私が惨めになりますから」

　頭を下げた史哉を慌てて制す。

「もういいですから。史哉さんが私を好きじゃないのは、最初から薄々感じていましたし」

　紀香は肩を上下させるようにして息を吐いた。浮かべた笑みにあきらめが滲にじむ。

「嫌な気分にさせてしまいましたね。すみません」

「もう本当にいいです。それ以上謝ったら怒りますよ」

　冗談交じりに脅すのは、史哉の負担を軽くするためだろうとわかる。自分が一番のいかにもなお嬢様だと思っていたが、そうでもないらしい。

「ご自宅まで送ります。乗ってください」

　彼女ひとりを後部座席に乗せてドアを閉めると、即座にパワーウィンドウが下がる。

「史哉さんは？」

「会社までここからそう遠くありませんから、気分転換がてら歩きます」

「そうですか」

　振られた直後にその相手と同じ空間にはいたくないだろう。それは史哉も同じ。

「彼女を自宅までお願いします」

　運転手に託し、走っていく車を見送った。

　平日のオフィス街は車も人も忙しなく行き交っている。普段は車での移動が多いため、そんな中を歩くのは久しぶりだ。

　仕事を離れてふと思い出すのは、いつでも美織や陽向の顔。遠く離れているからなのか、それともこの手にできていない焦燥感なのか、余計に恋しい。

　週末に沖縄に行くと伝えておこうとスマートフォンを取り出した。

　道の端に立ち止まってメッセージアプリを開き、彼女とのトークルームに入力して送信する。ほどなくして既読がついたためそのまま待つが、画面は静まり返ったまま一向に返信がない。

　いつもの美織なら、相手が警戒中の史哉であっても既読スルーはしない。

（吹きガラスの作業中なのかもしれないな）

　たまたま史哉からのメッセージに気付いてタップしたが、リプライする余裕はないのだろう。それならば電話をかけて邪魔できない。

　史哉はあきらめてスマートフォンをポケットにしまった。

　本社の社長室へ戻り、ジャケットをハンガーにかけてからプレジデントチェアにゆったりと腰を下ろす。スリープ状態になっているパソコンを立ち上げ、パスワード画面に切り替わったところでドアがノックされる。

　史哉の応答で入室したのは理恵子だった。

「社長、先ほどお見えになったお客様よりお預かりいたしました」

　彼女がＡ４サイズの封筒を差し出す。ラ・ルーチェの社名が印字された封筒だ。

「お客様？」

　そんな予定は入っていない。

「はい。ガラス工房ゆくるの夏川様です」

「夏川!?」

　背もたれに預けていた体を弾かれたように起こし、彼女の手から奪うように封筒を取る。慌てて中身を確認すると、それは史哉が辰雄に手渡した書類だった。

　彼の署名や押印などがされている。

　わざわざ沖縄から持ってきたのか。

「これを持ってきたのは男性？　それとも女性？」

「女性でしたが」

　尋常でない驚きぶりの史哉を見て、理恵子が不思議そうに答える。

　東京へ来るのなら、なぜ美織は史哉にメッセージなり電話なりよこさなかったのか。いや、美織のことだから仕事の邪魔をしてはいけないと考えたのだろう。

　でもそれなら、さっき送ったメッセージに反応くらいしてもいい。

「それは何時頃」

　立ち上がりながら質問を続ける。先ほどハンガーにかけたジャケットを羽織った。

　追いかける気満々だ。もしもそれほど経っていないのなら間に合うかもしれない。

「社長が池内様とお食事にいかれた時です。ちょうど入れ違いだったようで、夏川様も社長と池内様をお見かけしたとおっしゃっていました」

「入れ違い？　……俺たちを見た？」

　嫌な予感が胸をかすめる。

「はい。アポは入っていなかったので私も無理にお引き留めはしませんでしたが……」

　史哉と紀香が一緒にいるのを見て、美織はなにか誤解したのではないか。陽向の父親の役割を果たしたいと言っておきながら、美織に意味ありげに近づいておきながら、東京では親しくしている女がいたのだと。

　既読スルーがなによりの証拠だ。史哉が逆の立場でも、そう勘繰るだろう。

　スマートフォンを取り出し、美織の着信履歴をタップする。しかし電源が入っていないという機械的な音声が無情に流れるだけ。

　史哉の電話に出たくないからか、それともすでに沖縄行きの飛行機の中か。

　彼女のことだ。せっかくこちらに出てきたからと羽を伸ばして遊ぶタイプではない。陽向を沖縄に残してきているだろうから、早々に東京を発つだろう。

「有村さん、すぐに飛行機の手配を頼む」

「どちらに向かわれますか？」

「沖縄」

　誤解されたままにはしておけない。

「かしこまりました。飛行機と操縦士の手配は任せくださいませ」

「ありがとう」

　理恵子に見送られ、史哉はラ・ルーチェを後にした。




＊＊＊＊＊




　空港からバスに乗った美織は、窓の外を流れる見慣れた風景をぼんやり眺めていた。

　沖縄にいるのに意識はここになく、遥か先の東京に置いてきたような感じがする。数時間前に見た光景が頭から離れず、心は凍りついたまま。目に入る夕暮れの景色は色を失っていた。

　飛行機に乗る直前、スマートフォンに史哉からメッセージが届いたが、なにも返信できずに電源を落とした。

　近いうちに彼と陽向の話をきちんとしなければならないが、まだ気持ちの整理がつかない。

　三年以上が経ってもなお彼への恋心で目が眩み、同じような道筋を辿たどった自分が惨めでたまらなかった。

　この時間なら祖父はまだ工房だろう。陽向も一緒にいるかもしれない。

　バス停から真っすぐゆくるに向かうと、読み通りふたりはそこにいた。

「ただいま」

「ママー！」

　美織を見つけ、いの一番に飛び込んでくる。その場にしゃがみ込み、陽向を抱きしめた。

　おひさまを存分に浴びた匂いが美織の心に染み渡る。腕の中にすっぽり収まるほど小さいのに、なによりも美織を満たしてくれる存在だと実感して涙が出そうになった。

「陽向、おりこうにしてた？」

「うん！」

　腕を解いて聞いた美織に陽向が元気いっぱいに頷く。

「今日は掃除を手伝ってくれたよ。なぁ、陽向」

　辰雄が報告すると陽向は自信たっぷりに胸を張った。

「すごいね、陽向」

「えらい？」

「うん、とっても」

　頭を撫で、頬を擦り合わせる。

「保育園ではなにをしたの？」

「きょうりゅうつくった」

「そう。おりがみかな？」

「ううん、ねんど」

　陽向は両手を使って「このくらいの」と恐竜の大きさを示した。

「今度、おうちで作ってママにも見せてくれる？」

「うん！　つくるー！」

　めいっぱい笑みを浮かべた陽向をもう一度抱きしめる。

　この温もりがあれば大丈夫。なにも怖くなんかない。元の生活に戻るだけだから。

「ママー、くるしいよ」

「ごめんね。ママ、ちょっと疲れちゃったみたいで、陽向から元気をもらったの」

「じゃあいいよ。もっとあげる」

　今度は陽向から抱きしめられ、冷えきっていた心がじんわり温かくなっていくのを感じた。

「ありがとう、陽向。ママ、とっても元気になっちゃった」

「またげんきがなくなったらあげるね」

「そうね。よろしくね」

　陽向を解放し、立ち上がる。

「遠くまでご苦労さん。疲れただろう」

「東京なんて久しぶりだったからちょっとね。でも無事に書類は渡してきました」

「瀬那さんには会ったかい？」

　辰雄に聞かれて首を横に振る。笑みを浮かべたつもりだが、引きつっているのは自分でもわかった。

「仕事で忙しいみたい。でも、秘書の方にしっかり託してきたから大丈夫よ」

「そうか。彼に会えなかったか」

　辰雄が残念そうに息をつく。

　もしかしたら辰雄は、陽向抜きで史哉に会わせようとして美織を東京へ行かせたのではないか。ふたりきりで話すいい機会だと。

　でも東京へ行き、真実を知れたのはよかった。傷が深くなる前に離れられる。

　史哉と美織は、どれだけ時を経ても交わらない運命なのだ。美織の恋心は一生報われない。

「今夜は疲れただろう。帰ってゆっくり休んだ方がいい」

「うん。……でも、もう少しだけここにいてもいい？」

　琉球ガラスや、その道具に囲まれていると心が落ち着く。波立った気持ちも、悲しい事実も、癒してから帰りたい。

「わかった。陽向は連れていこうか」

「ううん、大丈夫。そんなに長居はしないから」

「そうか。それじゃ戸締りを頼んだよ」

　辰雄を見送り、ふぅと深く息を吐き出す。

　なにかひとつ作ってから帰ろうか。吹きガラスの中に心の膿うみをすべて吐き出せば、また明日から頑張れる気がした。

「陽向、ちょっとだけ待っててくれる？」

「いいよー」

　陽向は作業台の上でお絵かきを始めた。

　吹き竿を手に取り、溶解炉の扉を開ける。むわっとする熱気が、すかさず美織を包み込んだ。

　彼のことは、もうなにもかも忘れよう。

　そう自分に言い聞かせるのに、頭に浮かぶのは史哉の顔ばかり。目を閉じ、首を横に振ってそれを追い出そうと試みる。

　しぶとく居座る想いはいっそ溶かして失くそうと、竿の尖端でどろどろのガラスを巻き取っている時だった。

　カタンという物音がすると同時に、背後に人の気配を感じる。操られるようにして振り返った美織は、言葉を失くして立ち尽くした。

（嘘、どうして？）

　幽霊でも見ているのかと自分の目を疑った次の瞬間――。

「おにいちゃん！」

　陽向の弾んだ声を聞いて現実だとわかる。そこに史哉が立っていたのだ。

　東京にいるはずの彼が、なぜここに。

　椅子から立ち上がり駆け寄った陽向を史哉が抱き上げる。

　美織は吹き竿を立てかけ、思考停止に陥った。

「陽向くん、こんばんは」

「こんばんは。おしごと？」

　無邪気に問いかける陽向に優しく笑いかける。

「今日は陽向くんのママに大切なお話があってきたんだ」

「たいせつ？　おはなし？」

「そうだ。とっても大切なお話だよ」

　史哉の言葉を聞き、体が芯から冷えた気がした。

　彼が美織にそんなものがあるのだとしたら、昼間の女性の話以外にない。結婚を考えている女性がいるから、もうここへは来られないと言いたいのだろう。

　あの時のように美織にとって残酷な言葉を浴びせられるのを覚悟しながら、それでもまだ聞きたくないと心が悲鳴をあげる。

「陽向くん、少しだけママとお話ししてもいいかな？」

「うん、いいよ！」

　元気な声が工房内に響く。史哉の腕から下ろされ、陽向は再びお絵かきに戻った。

　史哉がゆっくりとした足取りで美織のもとへやって来る。ピンストライプ柄の三つ揃いのスーツを優雅に着こなし、こんな時でさえ素敵な姿が恨めしい。

「あ、あの、ごめんなさい。お話ならまた今度に――」

　来たる決別の時を前にして逃げようと試みるが、彼に手首を掴まれてしまった。

「もうこれ以上は待てない」

　一刻も早い決着を望んでいるらしい。

　美織が話し合いをいくら拒んでも、その希望は受け入れてもらえないだろう。それほど差し迫ったものを史哉の真剣な眼差しから感じた。

　あきらめる以外にない。

　そう悟り、強張った体から力を抜くと、史哉は掴んでいた美織の手を解放した。

「東京に来るなら、連絡をくれればよかったのに。むしろ欲しかった」

　彼の秘書に託した書類はしっかり渡っていたようで、その点については安堵する。

　しかし美織が連絡をすれば、こうしてわざわざ沖縄まで飛ばなくて済んだのにという意味だろう。

「すみません。お忙しいと思ったので……」

　もしかしたら会えるかもしれないと期待していたなんて絶対に言えない。別れの場面に彼への想いは邪魔なだけだ。

「美織が相手なら時間はいくらでも作る」

「思わせぶりに言わないでください」

　結婚を控えた女性がいるのに、そんな発言はあまりにも酷だ。あの時のように、別の形で本心を知らされたくはない。

　切り捨てるなら、今ここですっぱりと美織を排除してほしい。

　史哉は困ったように肩を上下させてため息をついた。

「やっぱり誤解してる。沖縄に飛んできて正解だ」

「誤解……？」

　いったいなにを誤解しているのか。彼の言葉の意味がまったく掴めない。

　美織はゆっくりとまばたきをして怪訝そうに首を傾げた。

「今日、本社で俺を見かけたそうだね」

　コクンと頷き、彼の言葉の続きを待つ。

「一緒にいた女性とはなんの関係もない」

　予想とは違う発言に、頭が混乱する。

「結婚を考えている方じゃないんですか？」

「結婚？　まさか。俺が結婚を考えている女性は別にいる」

　それはもしかして私？と、この期ごに及んでよからぬ期待が頭をもたげる。遊び相手の女と結婚しようとはしない。今日見かけた女性は違うだけで、別にいるのだろう。

　三年半ほど前に立ち聞きした〝遊びだから〟という彼の言葉が、美織をことごとく後ろ向きにさせる。

「それが誰だかわかる？」

　美織にわかりようもない。そんな問いかけは残酷だ。

　唇を噛みしめ、史哉から目を逸らして俯いた。

「美織、キミだよ」

　足元に落とした視線を即座に彼に戻す。

（今、なんて？）

　耳が誤作動を起こしたのか。叶いようのない願いが、正反対の言葉を都合よく変換してしまったみたいだ。

「やっと見つけたキミを、もう絶対に失いたくない」

　どうしてだろう。日本語のはずなのに理解ができない。まるで異国の言語のように聞こえる。

「美織を忘れた日なんてなかった」

（私を忘れた日はない？）

　それは素直に聞き入れられない。

「そんなのおかしいです」

「おかしい？　なぜ」

「私は遊び相手だって。すぐに別れるから心配するなって」

　美織に直接ではなくとも、史哉は確かにそう言っていた。

「なんの話？」

　眉根を寄せ、史哉が訝いぶかしげにする。全然身に覚えがないみたいに美織を見つめた。

「史哉さんがホテルの部屋の前で年配の男性と話しているのを……。ごめんなさい、盗み聞きするつもりはなかったんです」

「ホテルの部屋の前で？　もしかして美織が消息を絶つ直前？」

　当時を思い出したのか、史哉は目を見開いた。

「あれを聞いていたのか……。でも違う。美織を会社のトラブルに巻き込まないためだったんだ。あの時……」

　切実な表情をして首を横に振り、彼が語ったのは美織が考えていたものとはまるで逆だった。側近まで欺かなければならないほど差し迫った問題だったのだと。

「それじゃ、私にまで嘘をついていたのはどうしてですか？　トレーダーだなんて」

　真実を明かさなかったのは、史哉にとって美織がそれだけの人間だったからではないのか。守るためなら、真実を明かしてほしかった。

　史哉は深く息を吐き出し、切なげに瞳を揺らした。

「そうだね、美織には早く打ち明けるべきだった。でも言えなかった」

　帰国した時に正体を明かそうと考えていたそうだが、美織の両親が営んでいたペンションを倒産に追い込んだ外資系ホテルは、のちにラ・ルーチェが買収した企業だったという。

　美織の両親がその時期にペンションを畳んだと話したため、ホテルに対する美織の印象は決してよくない――いや、むしろ悪いだろう、もしかしたら恨んでいるかもしれないと考えたらしい。史哉が直接手を下したわけではないが、言えなかったと。

　両親が相次いで早世したのは、その心労が祟ったためかもしれないと、とてもじゃないが打ち明けられなかったと史哉が言葉を詰まらせた。

　それは想像の範疇を超えた告白だった。

（私の生い立ちが、史哉さんを悩ませていたなんて）

　確かにあの開発がきっかけで美織の両親はペンションを畳んだが、もともと経営状態は芳しくなかった。開発がなくても、ゆくゆくは廃業せざるを得なかっただろう。

　両親が病に倒れたのも、それとは別問題。美織の中でとっくに心の整理はついており、史哉が負い目を感じる必要はどこにもないのだ。

「全部話してほしかった」

　そうすれば誤解せず、ずっとふたりでいられたかもしれない。空白の三年半には共に歩む未来があったのかもしれない。

　今さらどうにもならない過去に胸が焦がれる。取り戻せない時間だからこそ愛しくて切ない。でも――。

　彼ひとりに罪を着せるのはフェアではないだろう。

「史哉さんに真実を聞く勇気を持てなかった私もいけないんです」

　ホテルで立ち聞きした会話の真偽を史哉に確かめず、尻尾を巻いて逃げた美織にも責任はある。生きる世界の違う彼に怖気づき、疑い、本心に気付けなかった。

「いや、美織はなにも悪くない。最初から話しておくべきだったって今ものすごく後悔してる。でも美織」

　史哉は一歩足を前に踏み出し、美織の手を取った。

「俺はまだあきらめていない。今度こそ美織を手に入れるから」

「史哉さん……」

　握られた手の温もりが、彼の想いを痛いほどに伝えてくる。

　あの時とは違う。疑いようのない確かな愛と、注がれる眼差しに強い意思を感じて、胸がきゅうっと苦しくなった。

「私も――」

　美織が素直な気持ちを伝えようとしたその時。

「ギャーッ!!」

　叫びとも悲鳴ともつかない声が美織の耳をつんざいた。

　反射的に振り返ると、陽向が溶解炉のそばにしゃがみ込んでいた。

　火がついたように泣きはじめる。

「陽向！　どうしたの!?」

　一目散に彼のもとへ駆けつけると、溶解炉は扉が開いたまま。溶けたガラスが炉の中で真っ赤な色を晒している。

「――まさか」

　ハッとして陽向を見ると、右の手のひらが真っ赤にただれていた。

「陽向！　やだ、どうして！」

　わんわん泣き叫ぶ陽向を見て気が動転する。

　史哉の訪問に気を取られ、溶解炉の扉を開けっぱなしにしていたのだ。陽向はそのどこかに手で触れてしまったのだろう。

「陽向、ごめん！　ごめんね……！」

　完全に美織の不注意。溶解炉を開けっぱなしにするなんてありえない失態だ。

「美織、とにかく冷やそう」

　史哉は、痛みで泣き喚く陽向を素早く抱き上げ、工房内にある手洗い場に連れていく。蛇口をひねり、手のひらを水で冷やしはじめた。

「陽向くん、大丈夫だ。おにいちゃんがついてるから」

　どうしようとオロオロするばかりの美織と対照的に、史哉は涙をぽろぽろ流す陽向を励まし、「大丈夫だ」と繰り返した。

　どれくらいそうしていただろう。しばらく流水で冷やしていたが、史哉は水を止めて美織に振り返った。

「美織、保冷剤はある？」

「す、すぐに持ってきます」

　史哉に問われ、踵を返す。

　確か冷凍庫にあるはず。夏場の工房内は室温が四十度に達する時があるため、体を冷やすグッズとして用意している。冬場は使わないが、夏に使ったものが入れっぱなしだ。

　焦る気持ちに足を取られながら冷凍庫から保冷剤を取り出し、ハンカチと薄手のタオルを引っ掴んで史哉のもとに戻る。

　ヒックヒックとしゃくり上げる陽向を椅子に座らせ、患部にハンカチをあて、その上から保冷剤をタオルで巻いていく。史哉が手際よく処置をする間、陽向はおとなしくされるがままになっていた。

「念のため病院へ行こう」

「はい」

　赤くなっているだけならまだしも、皮がめくれている。このままにはしておけない。

　史哉は陽向を抱き上げ、彼の車に設置してあるチャイルドシートに座らせた。

「陽向くん、お医者さんに診てもらおう。もう少しの辛抱だ。できるね？」

「……うん」

　泣き腫らした目で小さく頷く。火傷を負った右手は痛みでふるふると震わせているのに、唇を嚙みしめてこらえる姿がいじらしい。

「さすが男の子だ、強いな。美織、行こう。乗って」

　陽向の頭をひと撫でし、美織を促す。

「はいっ」

　急いでその隣に乗り込んだ。

　涙で濡れた陽向の頬をハンカチで拭いながら自責の念に駆られる。

　ずっと陽向を一番に考えてきたのに、あの時美織は史哉しか見えていなかった。

　三年半前の彼の言葉も偽っていた職業も、美織を想うがための嘘。昼間東京で見かけた女性との関係も誤解だと知り、抑えつけていた気持ちを制御できなかった。

（それってもしかして、母親として失格じゃない？）

　そのせいで、危険が潜む工房内で大切な陽向から目を離し、怪我を負わせてしまったのだから。忘れられない恋情が、防げたはずの事故を引き起こした。

　陽向が目の前で火傷を負ったショックが、美織の心を大きく乱していた。




　駆けつけた救急病院では抗生剤と塗り薬を処方された。

　陽向の右手は包帯でぐるぐる巻き。軽傷とは言えなくとも、心配するほどひどい状態ではないという。治療を終え、美織と陽向は史哉にアパートまで送り届けられた。

　治療中もその後も、陽向は史哉にしがみついて離れずにいたが、車に揺られているうちに寝入ってしまった。きっと泣き疲れたのだろう。

　美織は、怖い思いをさせた申し訳なさでいっぱいだった。

　急いで布団を敷き、そこに陽向を寝かせる。寝顔は安らかだが、包帯を巻かれた右手が痛々しい。

「史哉さん、いろいろとありがとうございました」

　玄関で靴を履いた史哉に頭を下げる。

「美織も疲れただろう。今夜はゆっくり休んで。話はまた後でゆっくりしよう。俺は近くのホテルに泊まるから、なにかあったら時間を気にせず連絡してほしい」

　沖縄に滞在する時にいつも泊まっているホテル名をあげる。ラ・ルーチェの傘下にあるホテルらしい。

　史哉をそこで見送り、陽向が眠る布団のそばに腰を下ろす。力が抜け、ものすごい虚脱感に襲われた。

　史哉が以前と変わらず美織を想ってくれていると知ったうれしさと、怪我をさせた陽向へのすまなさが絡み合い、複雑な心境の中にいた。

　ふと鳴ったインターフォンが美織の意識を呼び戻す。

　やって来たのは、病院を出る前に連絡を入れておいた祖父母だった。心配で駆けつけてくれたようだ。

　靴を脱ぎながら陽向の様子を尋ねられ、泣き疲れて眠っていると答える。ふたりは陽向を挟むようにして布団の脇に座った。

「私が目を離したせいで陽向が……」

　どうしても後悔が先に立つ。何度思い返してみてもそうだ。

　陽向が工房にいる時は、いつも気を付けてきた。それができないような状況に陥ったのは、美織の失態だ。

「子どもはずっと見ていたって怪我する時はするもの。だいたい片時も目を離さず、ずっと見張っているなんて無理な話だ。今回は大事に至らなかったんだから、自分を責めるな」

「そうよ。これから気を付ければいいじゃない。陽向の火傷と、美織と瀬那さんの話は別問題よ」

　美織の責任ではないとふたりが口を揃える。

　叱られる覚悟をしていたため、正反対の反応に戸惑わずにはいられない。子どもに読み聞かせをするような優しい口調が心に染みてくる。

「そう、なのかな」

「ええ。目を離したのを後悔しているのなら、瀬那さんの目も借りたらいいんじゃないかしら」

「彼の目も？」

「そう。起きてしまった事故を悔やむばかりじゃ、なにも生み出さないでしょう？　もっと建設的に考えなきゃ。想い合っている者同士が離れている理由はないはずよ」

　悦子の言葉に賛同して頷きながら、辰雄が続く。

「勇気を出せ、美織」

　隣に座る美織の背中をトンと叩いた。

　ふたりの言葉が美織を大きく後押しする。

　――勇気を。

　あの時勇気を出せずに逃げた過去はもう取り戻せない。でも、これから先の未来なら、自分でいくらでも変えられる。

「おじいちゃん、おばあちゃん、わかった。ありがとう」

　今が、史哉を信じて一歩を踏み出す時。自信をなくしていた弱い自分にさよならだ。

　積年の想いを素直に、正直に伝えよう。

　眠る陽向の髪を撫で、固く決意した。




　翌朝、目覚めた陽向は誰かを探すように部屋を見回した。

「陽向、おてて痛くない？」

　美織が問いかけて、そこで初めて自分の右手を見て、目をぱちくりとさせた。

　火傷したのを忘れていたような感じだ。

「うん。ひなた、つおい？」

「とっても強い。おにいちゃんも褒めてたわね。さすが男の子だって」

「おにいちゃんは？」

　もう一度部屋に視線を彷徨わせる。

　昨夜、治療中に史哉が『ずっとそばにいるからな』と励まし続けていたため、目覚めても彼がいると思っていたようだ。

「おにいちゃんはホテルに帰ったの」

　美織がそう答えると、陽向は布団に一緒に寝ていた恐竜のぬいぐるみをギュッと抱きしめた。寂しそうな横顔に胸がつまる。

　陽向の中で史哉がどういうポジションにいるのかはわからないが、昨夜の様子を見ていても彼を信頼しきっているのは明らかだ。単なる知り合いではない。

「陽向はパパが欲しい？」

　迷いを振り払い尋ねる。父親を知らない陽向にとって、欲しいかどうか問われてもピンとこないかもしれないが。

「うん！」

　意外にも即答だった。

「ほいくえんのおともだち、みんなパパいるもん」

「そう……。もしもそれがあのおにいちゃんだったら？」

　陽向の顔がぱぁっと華やぐ。

「おにいちゃんパパがいい！　ぼく、おにいちゃんだいすき。おにいちゃんもママだいすきだって」

「え？」

　陽向の口から史哉の気持ちを知らされるとは考えもしない。

「ママがすきだって。すいぞくかんでいってた」

「水族館で？　おにいちゃんがそう言ってたの？」

「うん。だいじなたからもの。ひなたもだいすきって」

　美織がレストルームに行っている時にそう話していたという。

「ママは？　おにいちゃん、すき？」

　一点の曇りもない透き通った瞳に真っすぐ問いかけられた。

　もう迷いはしない。陽向にも胸を張って言える。

「ママも好き。……とっても」

　別れてから初めて口にした想いが、美織の胸を熱くさせる。

　バンクーバーで出会った時となんら変わらず色褪あせない恋心は、今もそこに健在だった。

「ひなたとおにいちゃんとおんなじだね」

「そうね、三人みんな一緒。ねえ、陽向、これからおにいちゃんに会いにいく？」

「いくー！」

　布団に座っていた陽向は、元気よくぴょんと立ち上がった。




＊＊＊＊＊




　ホテルで朝を迎えた史哉は着替えを済ませ、スマートフォンを肩で挟みながら腕時計を嵌はめた。

「ああ、急で悪いが、午後の打ち合わせまでには必ず帰る」

　通話の相手は秘書の理恵子である。

　朝一で来客が一件入っているため、当初は昨夜のうちに東京へ戻る予定でいた。美織の誤解を解き、自分の想いを伝えられればそれでよかった。

　しかし陽向が火傷を負う事故が勃発。その半分も目的を遂げていないため、たった今、理恵子に予定変更を告げたところである。

　これから美織と陽向が暮らすアパートへ行き、プロポーズの仕切り直しをするつもりだ。

《かしこまりました。社長の人生を賭けた大一番は最優先すべきものですから。先方様については私にお任せくださいませ》

〝人生を賭けた大一番〟

　大事な用事と伝えたはずが、若干仰々しい言い方に変換されたため笑みがこぼれた。まさにぴったりな表現だ。頼もしい彼女の言葉もありがたい。

　理恵子との通話を切った直後、ジャケットのポケットに入れたスマートフォンが着信を知らせて震える。

　なにか言い忘れた件でもあったかと理恵子を予想したが、画面に表示されたのは美織の名前だった。

（まさかなにかあったわけじゃ……）

　決して軽度とは言えない火傷だったため、容態が急変したのではないかと不安がよぎる。慌てて応答をタップして耳にあてた。

「美織、陽向くんになにか――」

《あっ、いえ、そうじゃないんです。朝早くにごめんなさい。じつは今、陽向と一緒にホテルのロビーにいて》

「ホテルのロビーに？」

　予想に反した美織の言葉に一瞬困惑する。

「すぐに行く」

　スマートフォンをもう一度ポケットに突っ込み、急いで部屋を出た。

　最上階から下りていくエレベーターはちょうど朝食の時間と重なったためか、各階層で止まっては人を乗せていく。

　仕事ならまだしも、普段の史哉であればその程度のタイムロスはなんでもないが、この時ばかりは気持ちが急いて仕方がない。今まさに会いにいこうとしていたふたりが、向こうからやって来た喜びのせいだ。

　ようやく一階に到着し、エレベーター内の人たちを全員降ろしてから自分も降り立つ。悠然としたスマートな仕草に見せかけて、内心とても慌てていた。

　その証拠にいつも以上に歩幅は広く、足取りも格段に速い。

　多くの人が行き交うロビーで、ふたりは太い柱の前にいた。

　どれだけの雑踏にいようが、美織と陽向を見つけられる自信が史哉にはある。国際通りで再会したあの日、沖縄の景色の中で美織のいる場所以外が霞んで見えた。彼女しか目に入らなかったのだ。

　今もそう。ふたり以外は目に入らない。

　史哉を見つけ、一目散に駆け寄ってきた陽向を抱き留める。

「おにいちゃん！」

「手は痛くないか？」

　包帯を巻かれた右手をそっと取った。

「もういたくない。おとこのこだから」

「よし、さすが男の子だ。強いな」

〝ね？〟と陽向が誇らしげに見上げた先にいた美織が、慈愛に満ちた笑みを浮かべる。

「史哉さん、昨夜はありがとうございました」

「陽向くんが無事でなによりだよ」

　陽向を抱き上げ、美織に微笑み返した。

「ねえ、おにいちゃん」

「ん？　どうした」

「ぼくのパパになって」

「え？」

　唐突な発言に動揺せずにはいられない。幼い子ども特有の無邪気さだとわかっているが、今まさに史哉が準備していたプロポーズに繋がる言葉が、陽向の口から飛び出すとは予想もしなかった。

「ママ、いいんだよね？」

　陽向につられて美織を見ると、照れを滲ませた眼差しが史哉を捉えた。

「史哉さん、私――」

「ちょっと待って」

　口を開いた美織を止める。史哉に自分の気持ちを伝えようとしているのが、痛いほどに伝わってきた。

　だが、それなら順番は逆。自分からもう一度はっきりと想いを告げたい。

「陽向くん、少しだけここで待ってくれる？」

　抱っこしていた陽向を下ろし、彼女に向かい合う。

「美織、愛してる。結婚しよう。なにがあっても、この先ずっと一緒だ」

　どんな困難があろうが、ふたりだけはなんとしても守り抜く。

「史哉さん……」

　唇を噛みしめ、今にも泣きそうな美織をそっと引き寄せ、強く抱きしめた。

「はい」

「三年前に言えなかった言葉をやっと言えた」

　込み上げる深い想いが胸を熱くする。

　あの時なにもかも打ち明けていれば、こんなに遠回りをせずに済んだだろう。彼女につらい思いをさせず、三人で満ち足りた日々を送っていたはずだ。

　だが、後悔ばかりしていても始まらない。ここがスタート地点。取り戻した幸せをこれから大切にしていけばいい。

「なにも言わずに消えたりしてごめんなさい」

「俺の方こそ悪かった」

　美織は腕の中で首を横に振った。

　史哉の言葉が彼女を傷つけていたとは知らず、美織がいなくなった理由を探し求めてきた。再び彼女に会うために、プロポーズするために、史哉の三年以上の月日があったと言ってもいい。

　想いを遂げた喜びが感情を高ぶらせる。美織の髪に唇を押し当て、そっと彼女を解放した。

「おにいちゃん、ひなたのパパになった？」

　陽向が足元から目を輝かせて史哉を見つめる。期待に揺れる澄んだ瞳が愛おしい。

「ああ。今からおにいちゃんは陽向くんのパパだ」

　もう一度陽向を抱き上げ、美織とふたりで抱きしめる。

「やったー。よかったね、ママ」

「うん、ありがとう、陽向」

　心から願った未来を手にし、史哉は紛れもなく世界一幸せな瞬間を迎えていた。










ふたりなりの夫婦の形




　年が明け、史哉にプロポーズされてからおよそ一カ月が経過した。

　ラ・ルーチェが恩納村で展開しているリゾートの工事は順調に進んでいる。相変わらず忙しい彼は東京と沖縄を往復する日々を送っており、美織たちの生活自体に変化はない。

　近いうちに東京で史哉の両親に会い、入籍する予定になっている。

　陽向は史哉をすっかりパパと認識し、東京からやって来るとずっとべったりで彼から離れようとしない。

　幼くて理解できなかったからか、これまで一度も父親の存在を尋ねられなかったが、深層心理では求めていたのかもしれない。

　リゾートのレストランで使う食器の受注を受け、工房も大忙しだ。何度か本社からインテリアの担当者が訪れ、食器デザインや数量の打ち合わせがあった。

　そうして慌ただしく過ぎていく毎日は以前と変わらないのに、史哉の存在を近くに感じられるだけで満ち足りた気持ちになるから不思議だ。晴れやかな心は、冬の澄んだ空にも負けない。

「そろそろこっちは出してもいいかな」

　美織は、徐冷炉の中でじっくりと冷ましたガラス製品を注意深く取り出した。

　暖色系の淡いグラデーションになったグラスは、色合いも形も計算通り。セレクトショップのコレッタから受けた注文の品である。

「いい感じよね」

　辰雄の作品には遠く及ばないが、渚はきっと気に入ってくれるはずだ。

　狙い通りの作品ができた時の高揚感といったらない。ウキウキしながら商品をひとつひとつ確かめていると、工房のドアが開いた。

「こんにちは。こちらはゆくるさんでお間違いないですか？」

「はい、そうですが……？」

　入ってきたのは六十歳前後の男性だった。

　セーターポロにホワイトのストレッチパンツを穿き、ツイードのジャケットを合わせたおしゃれな紳士だ。穏やかな目元に既視感を覚える。

　手にしていたグラスをいったん置き、男性に体を向けた。

「琉球ガラスを使った作品を作っていると聞きましてね」

「はい、確かにそうです。とはいっても私はまだ修行中の身で、祖父が主に手掛けております」

　辰雄と悦子は定期的に受けている健康診断で那覇市の病院に行っており、今日は美織がひとりで留守番をしている。

「そうですか。少し見せていただいても？」

「もちろんです。あちらにギャラリーがありますのでどうぞ」

　隣接したギャラリーへ案内する。十畳ほどのこぢんまりとしたそこには、グラスはもちろんランプや花瓶などが並ぶ。辰雄の作品に交じって美織のものもある。

　男性はゆっくり足を進めながら、たまに作品を手に取ってじっくり眺めた。

「沖縄へは観光でいらしたんですか？」

「ええ、まぁそうですね。恥ずかしながら琉球ガラスをこうして手に取るのは初めてなんですよ」

「そうでしたか」

　知ってはいても、初めて見る人は珍しくない。

　美織が東京のインテリア雑貨を扱う店、クラスティで働いていた時も、同僚の中にはその存在すら知らない人がいたくらいだ。

「光の美しさを感じますね」

　男性は青系の小さなガラスの粒をちりばめた、ころんとした丸いグラスを窓から差し込む陽光にかざした。

「はい。陶器にはない清涼感も魅力のひとつです。ガラスを通して光のコントラストを視覚化できるのも琉球ガラスならではだと思います」

「ええ、わかります。他の工芸品もそうでしょうが、高度で熟練された技が求められるんでしょうね」

「高温のガラスを冷めないうちに成形していくのは、相当な技術が必要とされます。琉球ガラスは……」

　深く感心しながらグラスを見つめる男性に、つい調子に乗って琉球ガラスの歴史や成り立ちを話す。沖縄工芸としては比較的歴史が浅く、ここ百年の間に製造が始まったと説明すると、彼は興味深そうに続きをねだった。

「なるほど。お嬢さんのお話を聞いて、琉球ガラスの奥深さがよくわかりました」

「あ、いえ、なんだかすみません。ペラペラと得意げにお話しして」

　大好きな琉球ガラスの話になると、いつもこうだ。聞き上手な相手だと余計に。

　我に返り、とてつもなく恥ずかしくなった。

「情熱を傾けるものがあるのは素晴らしい。胸を張っていいんですよ」

「ありがとうございます」

「ところでこの作品の中に、お嬢さんが作ったものはありますか？」

「私のものでしたら、先ほどお客様がお手に取ったものがそうです」

　青系の粒ガラスをちりばめたグラスだ。

　男性はその隣のグラスを持ち上げた。

「では、こちらの赤系のものも？」

「はい。一応ペアを意識して作りました」

「では、こちらをいただいていきましょう」

「ありがとうございます。すぐに包装いたしますね」

　優しい笑みを浮かべた男性に、美織も微笑み返した。




　一月も下旬になると、沖縄は他の都道府県に先駆けて桜が開花する。

　ある夜、美織は陽向とふたりで渚の自宅に招かれていた。彼女の自宅の庭には寒かん緋ひ桜ざくらがあり、お花見パーティーに誘われたのだ。

　五分咲きになった桜が夜空に彩りを添え、庭に敷いたレジャーシートには渚の手料理がずらりと並ぶ。

「もう、陽向ってば、口の周りにケチャップがついてるじゃないの。ほんとしょうがないんだからぁ」

　先ほどから陽向は渚の娘の萌花にあれこれとお世話をされっぱなし。小学一年生の彼女にとって、放っておけない存在のようだ。

「――っ、やめて。もか、いや」

　ナフキンで口元を拭われるが、陽向は美味しいご馳走を前に手が止まらず、必死に抵抗している。

「ちょっと陽向、何度言ったらわかるの？　呼び捨てじゃなくて〝もかちゃん〟とか〝もかおねえちゃん〟でしょ？」

「もか、うるさい」

　両腕を腰に添えて諭す萌花に陽向は容赦がない。いわゆる魔の二歳児なのか、この頃よく〝いや〟を繰り返すようになった。

「目上の人にうるさいなんて言っちゃダメ」

「めうえってなに？」

「おねえちゃんやおにいちゃんって意味よ」

「もか、ひなたのおねえちゃんじゃないもん」

　鋭い回答にその場にいた全員が噴き出す。

　その反応が不満だったのだろう。萌花はみんなに向かって盛大に頬を膨らませた。

「そうだな、萌花は陽向くんのお姉ちゃんではないもんなぁ」

　萌花の父親の拓也がビール片手に正論だと笑い飛ばす。

「でもね、陽向、萌花ちゃんは陽向が赤ちゃんの時から遊んでくれていたの。オムツの交換もしてくれたし、ミルクだって作ってくれたのよ？　立派なお姉ちゃんじゃない？」

　萌花にしてみれば人形相手のおままごとの延長だったかもしれないが、甲か斐い甲が斐いしく面倒を見る姿はまさしく姉そのものだった。

「おむつとみるく？」

「そうよ。陽向は優しいおねえちゃんがいてよかったね」

「うん！　もかはおねえちゃん」

「だから呼び捨て！」

　結局呼び方を変えない陽向に萌花が激しく突っ込み、再びその場が笑いに包まれる。賑やかな声が星のまたたく夜空に響いた。

「ところで美織さん、結婚したらやっぱり東京へ行っちゃうのよね？」

「そりゃあそうだろう。結婚するんだから」

　渚の質問に拓也が答える。

　やはり一般的にはそう考えるのが当然だろう。結婚イコール同居だと。

　これまでずっと離れていた上、子どもがいればなおさら。でも……。

「じつはまだ決めていないんです」

　正しく言えば、その点を史哉と話し合っていない。

「それじゃ沖縄と東京で遠距離夫婦の可能性もあるの？」

「はっきりはなんとも言えないんですけど」

　史哉は東京の本社だけでなく世界中を飛び回る立場にあり、美織には琉球ガラスの工芸家という道がある。ふたりそれぞれにいなければならない場所があるのだ。

　簡単には決められない。

「お相手のご両親に会うのは明日だっけ？」

「はい、明日ご挨拶して、そのまま入籍する予定です」

　明日のお昼頃、史哉が迎えに来てくれる。わざわざ東京から来なくてもいいと遠慮したが、自分がそうしたいのだと引かなかった。

「生活基盤がはっきり決まるまでは別々になるのね」

「そうですね」

「お節介だし古くさい考えかもしれないが、家族はやっぱり一緒が一番だよ」

　拓也の意見には美織も同感だ。

　できれば一緒に暮らしたいし、史哉をそばでサポートしたい。

　でも琉球ガラスからも離れがたいのだ。

「夫婦は人それぞれ。これっていう決められた形はないから。ふたりにとって最善なら、それが一番よ」

「ありがとうございます。史哉さんとよく相談して決めます」

「じゃあ、美織さんの前途を祝して乾杯といこうか」

「やだ、拓也さん、お花見が始まった時にもやったじゃない」

　缶ビールを高くかざした拓也に渚が突っ込みを入れる。

「そうか？　飲みすぎて忘れたらしいな。ま、めでたい乾杯なら何度だっていい。な？　美織さん」

「ふふ。そうですね」

　陽向が萌花を相手に恐竜で遊びはじめたそばで、美織たちは二度目の乾杯をした。

　翌日、美織と陽向は、迎えにきた史哉のプライベートジェットで東京へ飛んだ。

　初めての飛行機に陽向は終始興奮し、落ち着かせるのにひと苦労。いざ着陸する時になって、今度ははしゃぎ疲れて眠ってしまった。

　空港から彼の車に乗り換え、いよいよ彼の両親が待つ実家へ向かう。

　史哉は本社近くのマンションにひとり住まいのため、そこに住んでいるのは両親だけだそうだ。

「今さらですが、史哉さんのご両親は本当に私で大丈夫でしょうか……」

　これから会う予定なのに怖気づくのは、美織が一般人だからに他ならない。祖父母の代に起業し、今や世界に誇るホテル王の史哉なら、それなりの家柄の令嬢が相応しいと考えてもおかしくないから。

　事前に美織はもちろん陽向の存在まで明かしてあるそうだが、息子にいきなり三歳間近の子どもがいたと聞かされた時の衝撃は計り知れない。

「心配しなくて大丈夫。ふたりとも美織と陽向に会うのを楽しみにしてるよ」

　赤信号で止まり、史哉がルームミラー越しに美織を見つめる。見せかけではない温もりと眼差しが美織を勇気づける。

　史哉がそう言うのだから間違いはない。

「わかりました。史哉さんを信じます」

「そう、俺を信じて。なにがあろうと、美織と陽向は俺が守っていく」

　力強い宣言に頷き返した。

　やっと掴んだこの愛をもう二度と、今度は絶対に離さない。

　ほどなくして車は閑静な住宅街に到達した。どの家も立派な門構えであり、高級住宅街なのが一見してわかる。

　史哉の言葉を信じるにしても、格の違いに緊張せずにはいられない。

　そうこうしているうちに、その中でも段違いに大きな門の前で車が一時停止した。

　装飾を施されたアイアン製の門がゆっくり開いていく。両脇に設置された防犯カメラがサーチライトのごとく美織たちの乗った車を捉える。その近くには警備員が立ち、史哉に恭しく頭を下げた。

　万全なセキュリティ態勢に目が点になる。

（すごすぎるんですが……！）

　想像以上の物々しさに喉をごくりと鳴らした。

「そんなに硬くならなくていいから」

　史哉がクスリと笑う。

「そうは言っても」

　これが硬直せずにいられるものか。

　ふたりの警備員の間をすり抜けていく時、目深に被った帽子の下から美織をジッと見つめる視線を感じて背筋が伸びる。〝私は不審者じゃありません〟とアピールしたつもりだが、史哉の車に乗っている時点で彼らはわかりきっているだろう。

　広い敷地に乗り入れた車がいよいよ停車する。外観にモールディングの装飾を施された、クラッシックでエレガントな邸宅が姿を現した。窓や柱がシンメトリーに配置され、まるでヨーロッパのお城のよう。

　美織たちの訪問に気付いたのだろう。玄関のドアが開き、六十代くらいのふくよかな女性がアプローチを歩いてきた。

（お義か母あ様かな……）

　トクトクと心臓が早鐘を打ちはじめる。助手席に呑のん気きに座ったままではいられないと、急いで降り立った。

「は、はじめまして、夏川美織と申します」

　勢いよく頭を下げて自己紹介する。もっとしなやかに大人の女性らしく挨拶しようとしたのに、これではあわてんぼう丸出しだ。

「いらっしゃいませ」

　女性が美織に負けないくらい低く頭を下げる。史哉の母親らしからぬ応対に戸惑っていると、悠然と降り立った史哉が美織の肩にそっと手を置いた。

「美織、こちらは木き滝たき房ふさ江えさん」

「木滝さん……」

　となると史哉の母親ではない。

「木滝房江と申します。瀬那家で家政婦をしております。房江と呼んでくださいね」

「は、はい」

「史哉さんが小さな頃から働いておりますので、この家に関しては史哉さんよりずっと把握しておりますから、なんでも聞いてください」

　房江が人のいい笑みを浮かべる。福笑いのように柔和な顔に緊張が解れていく。

「房江さんは瀬那家を牛ぎゅう耳じってると言ってもいい」

「まぁ、そのようなことはございませんよ」

　ふふふと上品に笑いながら、「旦那様も奥様もお待ちです」と続けた。

　いよいよだ。

　後部座席のチャイルドシートで気持ちよさそうに眠っている陽向に声をかけ、肩を軽く揺すった。

「陽向、おじいちゃんとおばあちゃんのおうちに着いたわよ」

「……ん、おじいちゃん？」

　寝ぼけ眼で問いかける。

「そうよ、おじいちゃんとおばあちゃん」

「おきなわ？」

「ううん、パパのお父さんとお母さんよ」

　美織の答えを聞いて、陽向がパッと目を見開いた。

「パパの？　とうきょう？」

「そうだよ、陽向。さあ降りよう。パパのパパとママにご挨拶しような」

「うん！」

　史哉に抱き上げられ、陽向が房江に対面する。

「こんにちは」

「まぁ！　史哉さんに似て聡明そうなおぼっちゃまですわ」

　真ん丸にした目を細める房江に案内され、美織たちは中に足を踏み入れた。

　中庭を望む二層吹き抜けに出迎えられ、光が燦々と降り注ぐエントランスに圧倒される。そこから続くリビングも同様に吹き抜けの大空間で、連続性のある造りにセンスを感じずにはいられない。

　陽向も史哉の腕に抱かれ「すごーい！　おしろ！」と大興奮している。

　沖縄の祖父母宅やアパートとは比べ物にならない豪華さのため無理もない。

　南側に面したテラスはリビングとフラットになっており、広く開けた窓が解放感抜群。ナチュラルテイストの内装ながらも品があり、豪邸の名にふさわしい住宅だ。

「かけて待とう」

　陽向を下ろした史哉に促されたその時。リビングのドアが開かれる音がして振り返る。今度こそ史哉の両親だと、即座に腰を深く折った。

「はじめまして、夏川美織です」

　美織に倣い、陽向も「なつかわひなたです！」と元気いっぱいに自己紹介をした。練習した成果を本番で発揮できるのは我が息子ながら誇らしい。

「まぁまぁ、かわいらしい！」

　史哉の母親が陽向のもとにやって来る。ゆったりとした足取りにも気品があり、立ち居振る舞いが優雅だ。陽向に目線を合わせ、その場に屈んだ。

　パーマをかけたショートカットの髪はシルバーグレーだが、目鼻立ちがはっきりとし、肌には張り艶があって若々しい。なによりやわらかな雰囲気にホッとする。

「遠くからよく来たね」

「本日はお時間を取ってくださりありがとうござい――」

　声をかけてきた父親の顔を改めて見た美織は、すべてを言い終えずに尻すぼみになった。

「あの、もしかして」

　見覚えのある人物だったのだ。二週間ほど前、美織がひとりでいる時に工房を訪れた紳士だ。美織の琉球ガラス談義に興味を示してくれた上、案内したギャラリーでペアグラスを買ってくれた。

「あの時はどうもありがとう。とても楽しい時間だったよ」

「ちょっと待って、父さん。美織と会ったの？」

「バレてしまっては仕方がない。史哉がなかなか会わせてくれないものだから、工房を訪ねたんだ」

　史哉は知らされていなかったようで、目をまたたかせて父親を見た。

「フライングしてすまないね」

　頭をかいて照れ笑いを浮かべる。

　工房でどことなく覚えた既視感の理由が今わかった。目元が史哉に似ているのだ。

「遅くなりましたが、史哉の父の浩一郎です。こっちは」

「母の春はる子こです」

　父親に続いて母親が名乗る。「よろしくね」と揃って目尻に皺を寄せた。

　美織も慌てて「よろしくお願いします」と頭を下げ、陽向も「よろします！」と真似た。

「それにしても父さんはせっかちがすぎる」

「さんざん待たされたんだ、仕方がない」

「そうよ、史哉。なかなか連れてきてくれないんだもの。つれない息子でしょう？　美織さん」

　不意に意見を求められ、「あっ、いえ、その……」としどろもどろになる。なんと答えるのが正解かわからないが、自分たちが歓迎されているのが伝わってきてうれしさが込み上げる。強張っていた体から、ふっと力が抜けていった。

「陽向くんが来るから、張りきって用意したの。気に入ってもらえるかしら」

　春子が陽向の手を取り、リビングの一画に誘う。そこで初めて遊具やおもちゃが置かれたコーナーに気付いた。

　緊張して史哉の両親しか見えていなかったのと、リビングの広さが尋常ではないせいだ。滑り台つきの小さなジャングルジムやブランコ、ブロックや陽向の大好きな恐竜のぬいぐるみまである。

「わあ！　いっぱーい！」

　陽向は春子の手を振り解いて一目散に駆け出した。

　自分と同じ背丈のぬいぐるみに抱きつき、「ママーっ、みてー！」と振り返る。目をキラキラさせる様子に、美織までうれしくなる。

　きっと史哉から、陽向が恐竜を好きなのも聞いたのだろう。

「こんなに素敵なものまで用意してくださり、ありがとうございます」

「史哉にあなたと陽向くんの話を聞いてから、春子も私もどうやって陽向くんを喜ばせようか考えるのが楽しかったよ。この歳になってワクワクできるとは思わなかった。美織さん、こちらこそありがとう」

「うれしいお言葉の数々、本当に……」

　美織が感極まって言葉を詰まらせていると、史哉が容赦のない言葉を投げかける。

「父さんも母さんも、うれしいのはわかるけど陽向を甘やかしすぎ」

「そう言うな。初孫なんだ、はしゃいで当然だ」

「そうよ、史哉。おじいちゃんおばあちゃんは孫に甘くてあたり前なの」

　ジャングルジムに上った陽向を支えながら、春子が浩一郎に賛同する。

　その後、房江が淹れてくれたコーヒーを飲みながら、初対面の場は和やかに進んでいく。

「史哉の小さい頃にそっくりね」

「ああ。美織さんにもよく似てる。ふたりのいいとこ取りだ。なぁ、陽向くん」

「いいことととり？」

　陽向が、浩一郎の言葉を間違いつつ繰り返す。体が斜めになるくらい首を大きく傾けた。

「そうだよ、陽向くん。とってもおりこうだね」

「本当に」

「ひなた、おりこう」

　祖父母に褒められ満面の笑みだ。

「今日はこの後入籍するのよね？　美織さんはいつ沖縄から越してくるの？」

「えっとそれは……」

　春子から当然の質問をされて返答に困る。

　彼の両親にしてみれば、大勢の社員を抱えた息子を中心に考えてあたり前。美織が沖縄から移り住むのが前提だろう。

「母さん、そのあたりはまだはっきり決めてないんだ。美織も向こうで仕事をしているし」

「そう。それじゃしばらくは週末婚みたいになるのかしら」

　春子が顎に手を添え、首を傾げる。

「そうなるかな」

「史哉さんには不自由をさせて申し訳ありません」

「美織さんに謝らせるつもりはないのよ。私こそ余計な口出しをしてごめんなさいね」

　春子の気持ちは十分理解しているため、逆に謝罪させてしまい申し訳なくなる。

「まぁそう焦る必要もあるまい。今はいろんな夫婦の形があるんだから、ふたりのペースでやったらいい」

　寛大なふたりに救われる。

　普通の親だったら、結婚とはなんたるかを説きたくなってもおかしくない。それも大企業の社長の妻となるのだから、夫を支えなくてどうするつもりだと責められても不思議はないだろう。

　それなのに美織の立場になって考えてくれる、慈愛に満ちたふたりには感謝の気持ちでいっぱいだ。

（私はなんて幸せなの）

　史哉と別れ、シングルマザーとして生きてきた自分にこんな未来があるなんて想像もできなかった。

　史哉と再会し想いが通じ合い、優しい彼の両親に受け入れられ、これまでの憂いが一気に吹き飛んでいく。

　初対面でも臆せず祖父母に懐く陽向にも救われ、これ以上ない歓迎ぶりに美織は心の底から湧き上がってくる喜びを噛みしめていた。




　史哉の実家を後にした美織たちは区役所で無事に婚姻届を提出。晴れて家族となったお祝いにイタリアンレストランで夕食をとり、史哉のマンションへやって来た。

　モダンな建物が並ぶ住宅地と豊かな自然が共存しており、三階建て低層で全十戸のラグジュアリーなマンションだ。

　世界的に有名なレストランや高級ホテル、スタイリッシュなショップなどが近くにあり、最先端のアートが楽しめる美術館も点在している。

　地下駐車場に並ぶ車は、どれも超がつく高級車。アッパークラスの人たちが住んでいるのがひと目でわかった。

　じつは初めての訪問のためソワソワしながらコンシェルジュがいるカウンターを通り、セキュリティーゲートを何度か抜ける。そうして辿り着いた部屋に足を踏み入れた美織は、彼の実家の時同様に言葉を失くした。

　高級マンションに住んでいるのはおおよそ見当がついていたが、美織の想像を遥かに超えたものだったのだ。とはいえ、高級物件を見慣れていない美織では想像の範囲もたかが知れているけれど。

「ママぁ、パパのおうちすごいねぇ」

「本当ね……」

　玄関ホールからアーチ状の開口部で続くリビングは、白を基調として部分的に天然木の腰壁があしらわれ、凛とした雰囲気の中にも温かみがある。

　向かって左側には緩やかなカーブを描く階段が上へ続いている。メゾネットタイプのようだ。

　どこもかしこも綺麗に整えられているのは週に二回、ハウスキーパーを頼んでいるからだそう。何食か分は作り置きもしてもらい、何不自由せずに暮らしているらしい。

　史哉にキッチンやバスルーム、二階の各部屋を案内されて陽向は大興奮。史哉の両親が用意してくれていた恐竜のぬいぐるみをひとつ抱えたまま、ボールのようにぴょんぴょん跳ねながら見て回る。

「史哉さん、さっきお義と父う様やお義母様とお話しした件なんですけど……」

「美織がいつ東京に越してくるかって？」

「はい」

　史哉と話す前に彼の両親に尋ねられたため、順番が逆になってしまった。

「それなら美織は心配しなくていい。さっき父さんたちにも言ったけど、美織には大事な仕事があるだろう？　結婚したから一緒に暮らさなければならない決まりはないからね」

「でも、史哉さんはそれでもいいんですか？」

　社長の重責を担う立場にいながら、結婚しているにもかかわらず妻は遠く離れた沖縄の地。そばで支えてほしいのが本音だろう。

　結婚を推していた史哉の叔父も黙っていないのではないか。

「週末はなるべく沖縄に行くようにする。それ以外にも会いたくなったら飛んでいけばいい。飛行機で何十時間も離れた場所に住むわけじゃないんだから。俺は美織に無理強いをするつもりはない」

「史哉さん、優しすぎます」

　彼の母親から問われた時にも、真っ先に美織を庇かばってくれた。

「いや、俺は美織と対等な関係でいたいだけ。どちらかが我慢しなければならない関係は、いずれ破綻する。美織とはこの先一生の付き合いなんだから」

　目先の想いだけに囚われず、未来を見据えた史哉の真摯さに心が震える。

　ふたりがふたりであるために。一緒に暮らしているからといって、関係性が良好だとは限らない。美織たちなりの幸せを見つけていけばいいのだ。

「史哉さん、ありがとう」

　史哉は微笑みながら美織の手を取ってそっと握った。

「美織、これ覚えてる？」

　史哉は食器棚からあるものを取り出し、美織の前に差し出した。

「あっ、これ……。まだ持っていてくれたんですか」

「あたり前だ」

　バンクーバーで美織が史哉にお礼と称してプレゼントしたマグカップだった。

「今でも愛用してる。今度三人でお揃いのカップを買いにいこう」

「ぜひ！」

　小さな約束がうれしい。それもすべて家族になったから共有できるのだと実感する。

　マンションのすべてを案内された後、美織と陽向はふたりでバスルームに向かった。

　大理石の洗面カウンターは床や壁と同じくライトグレーで統一され、バスルームとの間仕切りにはガラスが使われている。丸見えで恥ずかしいが、必要に応じてロールスクリーンを下ろして視線を遮れるみたいだ。

「ひろいねぇ、ママ」

「ふたりで入っても、まだ余裕があるものね」

　アパートや祖父母宅のお風呂ではこうはいかない。バスタブも、ふたりで入れるとしても足は伸ばせないのだ。

「パパもいっしょがいい」

「ちょ、ちょっと待って」

　史哉を呼ぼうと考えたのか、湯舟で立ち上がった陽向を急いで引き留める。

（一緒に入るなんて無理！）

　陽向を身籠る前だって彼とそんな経験はなく、再会後に至ってはキスすらしていない。甘い雰囲気に何度かなりかけたが、常に陽向がそばにいるためタイミングが掴めなかった。

「パパはもう少ししてから入るって」

「えーっ、やだぁ。いっしょにはいりたいー」

「だ、だけどほら、ここから呼んでもきっとパパには聞こえないから」

「やだやだやだ。ほいくえんのおともだち、みんなパパとはいってるのに」

　必死に説得するが、陽向は首を横に振って一向に納得しない。地団太を踏み、イヤイヤを繰り返す。

「ぼく、よんでくる！」

　しまいには美織の制止を振り切ってバスタブから上がり、ドアを開けてめいっぱい大きな声で叫んだ。

「パパー！　パパー！」

「ちょっ、陽向」

　美織が腰を浮かせて思い留まらせようとしたその時。

　パウダールームのドアが開く音がしたため、慌ててお湯に浸かって身を潜める。

「陽向、どうした？　大丈夫か？」

　史哉はお風呂でなにか起こったのかと心配で駆けつけたのだろう。「ママは？」と声を上ずらせた。

「だ、大丈夫です。なんでもないです」

　バスルームから美織が答える。

「なんだ、よかった。美織がお風呂で倒れたのかと心配した」

「お騒がせしてごめんなさい」

　史哉の気配はしても、気を遣っているようでパウダールームに足を踏み入れてはいない。一歩中に入れば、ロールスクリーンを下ろしていないため美織たちは丸見え。その紳士的な態度がうれしくもあり、恥ずかしくもあり、なんとも言えず複雑だ。

「パパ、いっしょにはいろ」

「うーん、パパはいいけど、ママは恥ずかしいんじゃないかな」

　陽向の無邪気な要求にヒヤヒヤさせられる。

　まさに史哉の言う通りだ。

「なんで？」

「ママは女の子だから、男の人と入るのはきっと恥ずかしいよ」

「ひなたもおとこだよ」

「確かに」

　史哉がふっと笑う。

　負けないでと心の中で声援を送るが……。

「かぞくははずかしくないもん。だからはいろ。ね、パパ」

「あっ、ちょっと待て」

　陽向は濡れた体のままパウダールームに行き、ドア付近にいる史哉を強制連行しにかかる。史哉は陽向に引っ張られるまま無理やり中に引き入れられた。

（きゃっ！）

　急いで顎ギリギリのラインまで体をお湯に沈め、目線だけを史哉に向ける。かなり挙動不審だ。

「ママ、いいでしょ？」

「で、でもでも」

　陽向はもちろん、先ほどまで美織側にいたはずの史哉まで懇願するような眼差しを向けてきた。

「さんにんではいりたい」

「そうか。陽向はどうしてもパパとママと一緒に入りたいか」

　陽向に寝返り、史哉が賛同しはじめた。やけにノリノリなのは気のせいか。

「うん！」

「ママ、どうする？」

　意見を聞いていると見せかけ、その顔は同意を求めているも同然。断れない状況に持っていかれて美織の逃げ道がなくなる。

　この頃の陽向は特に、一度言いはじめたら聞かない。ここでいつまでも押し問答していたら風邪をひかせてしまう。

「それじゃ、ちょっとだけね」

　美織が折れるしかなかった。

「やったぁ。パパ、はやくはやく」

「わかったわかった」

　陽向に急かされ、史哉が潔く洋服を脱ぎはじめる。逞しい上半身が露わになったため、美織は咄嗟に背を向けた。

（ど、どうしよう……）

　了承したのはいいが、恥ずかしさに変わりはない。のぼせたふりをして湯舟から上がろうにも、体を隠すものがなにもないときた。

　乳白色の入浴剤が入っているのがせめてもの救いだ。

「パパ、ひなたもあらうー」

「ひなたはもう済んだだろう？」

「パパをあらうの」

「そうか。じゃあ頼んだよ」

　ふたりの楽しそうなやり取りを背後に聞きながら、美織ひとりだけドキドキと胸を張り詰めさせる。しばらくして洗い終えた史哉は、陽向を抱き上げてバスタブに入ってきた。

「美織、お待たせ」

「おたませー」

「う、うん」

　不自然にならないようにそろりそろりと背を向けたが、即座に史哉に腰を抱き寄せられた。

「きゃっ！」

「きゃってなに」

「ママ、どしたの？」

「なぁ、どうしたんだろうね」

　クスクス笑いながら、史哉は開いた足の間に美織を引き寄せ、片方の太ふと腿ももの上に陽向を座らせた。ウエストに巻かれた腕の逞しさにどぎまぎさせられる。

「そんなに硬くならないで」

「そうは言っても……」

「恥ずかしい？」

「わかっているなら聞かないでください」

　口に出して言われると余計だし、思わせぶりに耳元で囁くのもずるい。

「それは悪かった。でもそうして照れてる美織もかわいくてたまらない」

「ママ、かわいい」

　陽向にまでニコニコ顔で言われて反応に困る。

「陽向もそうだろう？　かわいいよな？」

「うん！　トリケラよりかわいい」

「トリケラトプスよりって……ふふ」

　比較対象が恐竜なのはちょっと納得がいかないが、おかげで強張っていた体から力が抜けていく。その後、保育園で習った歌を陽向が披露し、バスルームは一時カラオケルームと化した。

「ようやく寝たよ」

　ホッとした顔でリビングに現れた史哉は、どこか誇らしげだ。一緒にお風呂に入り、歯を磨かせて寝かせるという一連の父親業を初体験した充足感だろうか。

　ソファに座る美織の隣に腰を下ろし、深く息を吐いた。

「初めての寝かしつけはどうでしたか？」

「絵本を四回も読ませられるとはね」

　沖縄から持参したのは、お馴染みのさるかに合戦である。

「あのお話、大好きなんです。でも、私でも四回も連続で読んだことはないので、史哉さんの読み聞かせが上手だったんでしょうね」

「まぁそれなら自信はあるかな。小学生の時に、朗読が上手だって先生に褒められたから」

「筋金入りですね」

　胸を張っておどける史哉を見て笑いが込み上げる。

「疲れたでしょうからお茶でも淹れますか」

　立ち上がりかけた美織の手を史哉が掴んだ。

「お茶はいらない」

「そう、ですか」

　意図せず見つめ合うようになった彼の目が心なしか熱を帯び、美織の鼓動を弾ませる。手を引かれてソファに戻された。

「俺がどれだけこの時を待ち望んでいたか、美織にわかる？」

　付き合っていた当時はともかく、再会して想いを告げ合って以降、ふたりは清らかな関係のまま。こうしてふたりきりになる時間も持てずにきた。

「やっと美織に触れられる」

　吐息交じりの低く甘い声が切なく胸に迫る。肩を引き寄せられ、彼の腕に抱き込まれた。

「私も史哉さんに抱きしめてもらいたかった」

　東京と沖縄で離れているからこそ、その想いは余計に強くなる。

　でも三人で過ごす限られた時間は、陽向と史哉の触れ合いに割さきたかった。これまでの陽向の成長を見られなかった彼に、父親を知らなかった陽向に、その時間を取り戻させてあげたかったから。

　史哉の背中に腕を回し、きつく彼を抱きしめる。

「そう言う覚悟はできてる？」

　こくんと頷いて答える。徐々にスピードを上げていく鼓動が耳の奥で反響するほど大きい。

「陽向は一度寝たら朝まで起きないと言ったね？」

「……はい」

「親孝行な息子だ」

　ふっと笑った史哉の肩が揺れる。

　今日は初めての飛行機に大興奮した上、初対面の祖父母に遊んでもらった。史哉との時間も堪能し大いにはしゃいだ一日だったため、寝言を言う余裕もないほど疲れているだろう。きっと朝までぐっすりだ。

「それなら朝まで俺が美織を独占できる」

「私も史哉さんを独占していいんですね」

　いつも陽向の次のポジションに甘んじてきたが、今夜は美織だけの史哉だ。

「美織はほんとに……。その素直さはつくづく凶器だな」

「ナイフより切れ味がいいですか？」

「その凶器じゃない」

　ふたりが同時に漏らした笑みで空気が優しく振動する。美織を引きはがした史哉と間近で絡んだ視線は、ジョークをものともしない甘さを秘めていた。

　どちらからともなく唇を重ねる。やわらかな感触が、バンクーバーで初めてキスをした夜を思い出させた。想いを打ち明け合い、離れ難さに身を焦がしたあの夜と同じ。明日の午後には史哉と離れ離れになる。

　それが自分の決めた夫婦の形なのに、一度温もりを知ってしまうと切なさに胸が悲鳴をあげる。唇の表面を啄ついばんでは吸い上げる優しいキスがもどかしい。

「史哉さん、もっとして」

　愛しさが恥ずかしさを上回る。

　さらに深く、ずっと奥まで史哉を感じたい。空白の時間を埋めるにはそれでは足りない。

「望むところだよ。場所を変えよう」

「ひゃっ」

　美織をひょいと抱いて史哉が立ち上がる。そのまま階段を上がり、ベッドルームに足を踏み入れた。

　グレーと白でまとめられたシンプルな雰囲気の部屋はダウンライトが優しげな光を灯している。陽向は隣の部屋に用意されたベッドで、今頃楽しい夢を見ているだろう。

　史哉は真ん中に置かれた大きなベッドの上に美織をそっと下ろし、そのまま組み敷いた。

「美織、俺を挑発した責任を取ってもらうよ」

「挑発なんて」

　した自覚はない。

「もっとしてって言ったのは立派な挑発だ。バスルームでもそうだしね」

「お風呂で？」

　それこそ挑発など、なにひとつしていないが。

「必死に体を隠してただろう？　あれで平常心を保てる男がいると？」

「でもあれはしょうがなかったんです。久しぶりなのにいきなり一緒にお風呂なんて。初めてでしたし……。それに陽向を産んだので昔とは違いますから」

　体重は戻ったが、妊娠前より確実に体のラインは崩れている。明るい場所で裸を見せる勇気はない。相手が史哉だからなおさらだ。

「以前より色気が増して魅力的になっているのは気のせい？」

「まさか」

　重ねたのは年齢くらいではないだろうか。

「陽向がいなかったら、バスルームで襲ってた。だからなにも心配しなくていい。美織を作っている要素すべてが美しさの塊だ」

「史哉さん……」

「もう二度と離さない。どこへも行かせてやらない。美織は俺だけのものだ。いいね？」

　独占欲にまみれた言葉が美織を包囲する。とても甘くて、それだけで気が遠のきそうになる。

「もう絶対に離れません」

　顔の脇で繋がれた手に力を込めた。

　再び手にしたこの愛は、なにがあっても手放さない。そう強く心に誓った。

　眼差しに情欲を滲ませた史哉の顔がゆっくり近づいてくる。重なった唇は、さっきよりも格段に熱い。

　表面を軽く吸いたてた直後、隙間から舌を差し込み、美織の舌を絡め取った。

「ふっ……んん」

　昔を思い出させるかのようにゆっくりと舌を交わらせ、歯列をぐるりとなぞる。ゾクゾクとした感覚の懐かしさと艶めかしさに全身から力が抜けていく。

　溢れ出る唾液を混ぜ合わせ、啜すすり上げられ、体が奥から熱くなるのを止められない。恋焦がれて、待ち焦がれた彼との一夜に心がはやり、それに比例して体が解けていく。

「美織……」

　甘い声で囁き、艶めいた水音を立てながら舌を絡ませられる。余計なことを考える余裕はなく、ただただ彼のキスに翻弄される。

　彼への想いにきっと際限はないのだろう。後から後から込み上げる恋情に縋すがりつくように史哉の首にしがみついた。

　合間に名前を呼ばれ、その吐息がかかる肌が粟立つ感覚だ。濃厚な口づけに必死に応えているうちに体の中心から熱いものが溢れるのを感じ、腰をしならせる。

　美織になにが起きているのか察知して、史哉は妖しく目を細めた。

「キスだけじゃ物足りなくなったみたいだね」

　普段紳士的な雰囲気を纏っている史哉から、こぼれんばかりの性的魅力が放たれる。油断すれば、すぐに取り込まれてしまいそうだ。――いや、すでに美織はその沼にどっぷりとはまっている。見つめられるだけで、お腹のずっと奥の方からほとばしるものを感じずにはいられない。

　史哉のキスが物足りないわけではない。とろけるようなキスのせいで、体が別の刺激を欲しがっているのだ。

　美織の舌をしごきながら、史哉はパジャマのボタンをひとつずつ外しにかかる。カップ付きのキャミソールの肩ひもを下ろし、器用に脱がせていくと、美織の白い膨らみが露わになった。

　反射的に手で隠すようにしたが、当然ながら史哉の阻止にあう。

「ダメだよ」

　宥めるような言葉にすら色香があり、抵抗の意思をすかさず摘み取られる。もとより美織にそのような気持ちはないのだけれど。

　膨らみを包み込んだ手が、やわらかな感触を楽しむようにいやらしく動く。唇から移動していくキス同様、美織の意識も必然的に胸に集中した。

　美織は自分のものだという朱色の証を残しながら、首筋や胸元に史哉の唇が伝っていく。さざ波のように広がる甘い刺激に体は波打ち、懐かしい快感が美織に襲いかかってくる。

　全身に彼のキスが降り注ぎ、次々と与えられる快感に身み悶もだえ、ふたり一緒に何度も官能の果てを見た。

　空白の時間を埋めるには足りず、唇の感覚がなくなるほどキスをし、幾度も体を重ね、息を弾ませて愛を伝え合う。淫靡で濃密な交わりに終わりを見たのは、遠くの空がわずかに白みはじめた頃だった。

　それでもなお離れられずに乱れたシーツの上で汗ばんだ体を抱きしめ合う。

「美織、愛してる」

　繰り返し囁く愛の言葉に「私も」と返し、史哉の胸に顔をうずめた。

　大好きな人と再び結ばれ、迎えた幸せな朝を美織は絶対に忘れない。










三人が一緒にいる意味




　史哉と入籍して瀬那美織になって早一カ月半。工房ゆくるには、変わらない時間が流れている。

　沖縄は本州に先駆けて初夏を迎え、海開きまであと少しだ。

　沖縄のリゾート建設は佳境に入ったものの、史哉の抱える仕事はそれだけに留まらず多岐に渡るため、毎週末会えるとも限らない生活が続いている。

　それでも毎日連絡は欠かさず、ビデオ通話で陽向の顔を見せられるのはありがたい。

　先日は、現代の若きホテル王としてインタビューを受ける史哉をテレビ番組で見た。その麗しく精悍な姿は美織のみならず、その場にいる女子アナウンサーまでも虜とりこにしていた。彼を熱く見つめる目に、テレビを見ながらやきもきさせられた。

「おじいちゃん、これで全部かな」

　工房内に並んだ段ボールの中身は、すべてリゾートホテル用の食器である。ここ数カ月かけて作り上げた、辰雄の渾こん身しんの作品たちだ。

　手伝った美織もうっとりするほどの力作であり、どれも自信を持って提供できる。

「そうだな。やっと揃ったな」

　やれやれといった仕草で腰を伸ばしていると、祖母の悦子がグラスに麦茶を入れて現れた。

「お疲れ様。これ飲んでひと息ついてちょうだい」

「ああ、ありがとう」

「ありがとう、おばあちゃん」

　傍らの椅子に座り、麦茶で喉を潤す。

「瀬那さん、今夜こっちに来ると言っていたね」

「うん。今夜から日曜日の夜までね」

　先週は海外出張で会えなかったため二週間ぶりになる。今日は少し早めに保育園に陽向を迎えにいって、夕食の準備に取りかかる予定だ。

　陽向もものすごく楽しみにしている。

「なかなか会えなくてちょっと不ふ憫びんね。陽向も寂しそうだし」

「まぁそう言うな。ふたりで決めたスタイルだ。私たちはそれを尊重してやらないと」

　眉尻を下げる悦子を辰雄が宥めるように言う。悦子も「そうよね」とすぐに思い直してくれた。

「ごめんね、いろいろと気苦労をかけて」

　沖縄に来て以降、ふたりには面倒をかけ通しだ。

「なーに、孫とひ孫の心配をできるくらい元気があり余っている証拠だ。美織は気にする必要はない。思うままに生きなさい」

　七十歳を過ぎ、本当なら周りから労ってもらう立場のはず。

　それなのに美織と陽向を、なによりも誰よりも考えてくれるふたりには、いくら感謝してもしきれない。

「おじいちゃんもおばあちゃんもありがとう」

　辰雄の言葉に勇気づけられ、麦茶を飲み干した時だった。テーブルに置いていたスマートフォンが着信音を工房内に響かせる。

　きっと史哉だ。これから飛行機で発つ連絡に違いない。

　浮かれ気分でスマートフォンを手にすると、予想した通り彼からの着信だった。

「もしもし」

　耳にあてて応答する。

《美織》

　わずかに掠かすれた声が耳に届いた。

「こっちに向かうところですか？」

《あ、いや。ごめん、美織、今週末は行けそうにない》

「えっ……」

　まさかのキャンセルの電話だった。

《じつはちょっと風邪気味でね。……コホッ》

　あぁそれで声が掠れていたのかと合点する。

　史哉は電話の向こうで小さく咳き込んだ。

「大丈夫ですか？」

《キミと陽向に移すわけにはいかないから、こっちで静養しようと思う》

「熱は？　今どこですか？　咳以外でなにか症状は？」

《一気に聞かれても困るな》

　電話の向こうで笑うが、当然ながらか弱い感じだ。

「ごめんなさい。でも――」

《大丈夫。子どもじゃないんだ。ゆっくり休めば回復するから。それよりそっちに行けなくて申し訳ない。昨日の電話で陽向と約束したのに》

「謝らなくてもいいですから。陽向なら心配しないでください」

　陽向は残念がるだろうが、今は治すのが先決だ。

《美織にも会いたかった。話もあったんだ》

「またすぐに会えますから、とにかく温かくして寝てください。東京はまだ寒いですよね」

《わかった。おとなしく寝てるよ》

　通話を切りスマートフォンをバッグにしまう。

「瀬那さん、どうかしたの？」

「風邪ひいちゃったみたいで。今夜はこっちに来られないみたい」

「あら、そう。心配ね」

　悦子が顔を曇らせる。

　すぐに駆けつけられない距離にいるのを今初めて実感した。

　大事な家族が体調を崩しているのに、その面倒も見てあげられない。

　大人とはいえ、具合が悪い時は誰でも心細いもの。史哉も今頃寂しくしているのではないか。

　そう考えると、たまらなく悲しくなる。

　風邪だと言っていたが、美織を不安がらせないための嘘で、もしかしたらもっと重篤な病気の可能性だってある。

「私、東京に行かなくちゃ」

　気付いた時にはそう口走っていた。

　いてもたってもいられない。彼をひとりにしておくわけにはいかなかった。

「そうだな、そうした方がいい」

「陽向なら私たちに任せなさい」

「ありがとう」

　陽向も史哉に会いたいだろうが、風邪が移ったら大変だ。今回は我慢してもらって、来週末に会えるように史哉に体調を整えてもらおう。

　美織は陽向をふたりに託し、アパートで準備を整えて東京へ向かった。




　大急ぎでやって来た東京は、海開きが近い沖縄との気温差を実感する。夜遅い時間のせいもあるが、ちょうど寒の戻りがあったらしく羽田空港から乗った電車の乗客たちは厚手のコートを着ていた。

　沖縄で暮らしているとコートをあまり必要としないため、美織はうっかり薄手の上着で来てしまった。慌てていたとはいえ迂う闊かつだ。

　自分まで風邪をひくわけにはいかないと駅の売店でカイロを買い、背中に貼って彼のマンションを目指した。

　美織が東京へ来る時には常に史哉が一緒だったため、マンションをひとりで訪れるのは初めて。入籍後に一度挨拶をしたコンシェルジュの前を緊張の面持ちで通り、セキュリティを抜けていく。

　念のためにもらったスペアキーがこんな風に役立つとは思いもしなかった。

「おじゃまします」

　小さく挨拶をして入った室内にはしんとした静けさが満ちている。リビングもダイニングも明かりが落とされていたため、足を忍ばせて二階へ向かった。

　彼の寝室をそっと開けると、薄暗闇の中から寝息が聞こえてきた。

　起こさないように静かに近づき、ベッドサイドに跪ひざまずく。二週間ぶりに見る史哉の顔に胸が高鳴った。

　こんな状況でドキドキしている場合ではないが、寝顔まで美しい彼が悪いと罪をなすりつける。

　気を取り直し、手を伸ばして触れた額が熱い。

（やっぱり熱がある）

　電話では答えなかったが、美織を心配させないためだったのだろう。

　万一のためにコンビニで手に入れた冷却シートを慎重に額に貼る。――と次の瞬間、史哉が薄っすらと瞼を開けた。

「ごめんなさい、起こしちゃいましたね」

「……美織？　俺は夢を見ているのか？」

　掠れた声は電話で聞いた時のまま。史哉の瞳が頼りなく揺れ、布団の中から出した手で美織の頬に触れた。

「沖縄から飛んできました」

「どうして」

「史哉さんが心配だったから」

「そうか。悪かった」

　髪を撫でて力なく笑うのが痛々しい。

「陽向は？」

　美織がひとりなのが気になったのだろう。祖父たちに預けてきたから大丈夫だと伝えると、ホッとしたように肩から息を吐いた。

「ひとりにしてごめんなさい。いつから具合が悪かったんですか？」

「一昨日くらいかな。先週末は沖縄に行けなかったから、なんとしても仕事を片づけて行くぞって」

「そんなに前だったなんて……。教えてくれれば、もっと早く来たのに」

「美織に移すわけにはいかないよ」

　一緒に暮らしていれば、彼の異変にも気付いただろう。それが悔やまれてならない。

「こう見えて私、強いんですよ？　この四年間くらい風邪ひいてないんですから」

「逞しい妻でなによりだ」

「だから遠慮しないでなんでも言ってください。今なにかしてほしいことはありますか？」

「それじゃ着替えようかな。ちょっと汗をかいたみたいだ」

　史哉に洋服の場所を教えてもらい、蒸しタオルを持参する。史哉はスタンドライトをつけ、ベッドに体を起こしていた。

「自分で拭けると言いたいところだけど、せっかくだから美織に甘えようかな」

「もちろんです。私がやりますからパジャマを脱いでください」

　お世話をするためにここまでやって来たのだから。

　しかし快諾したのを直後に後悔する。上半身を晒した彼を前にして、ドキドキと胸が高鳴ってしまうのだ。

　入籍してから何度か体は重ねている。陽向も含めた三人でお風呂にも入っている。それなのに見慣れないのは、引きしまった体が美しいせいだ。

　不謹慎だから鎮まってと念じると、余計に鼓動がスピードを速めていくからかなわない。この体に抱かれたシーンまで浮かんで赤面する。電気が煌こう々こうとついていなくて助かった。

　なるべく見ないようにしながら体を拭っていると、不意にその手を史哉に取られた。

「やっぱり自分で拭けばよかった」

「どこか拭き足りないところがありますか？　もっと力を入れた方がよかった？」

「いや、違う。熱がぶり返しそうだ」

「えっ？　――きゃっ」

　言っている意味が理解できないまま、いきなりベッドに押し倒されてしまった。

「史哉さん？」

「不意打ちにやって来てどういうつもり？」

　先ほどまでの弱々しい眼差しはいったいどこへ。史哉は意味深な目をして美織を見下ろした。

「どういうって、史哉さんの看病を……」

「美織のせいで別の場所が疼いてたまらないんだけど？」

「別の場所って――」

　訴えの真意に気付いてドキッとさせられる。太腿に〝彼自身の存在〟を感じて言葉に詰まった。

「いっそこのまま美織を抱きたいけど、風邪を移したくはない」

　つい〝移されてもいいです〟なんて答えそうになったが、なんとか押しとどめる。

「美織はいつまでこっちにいる？」

「史哉さんの体調にもよりますけど、明日か明後日までは……」

　回復しない状態のまま彼を置き去りにはできないから、それより伸びる可能性もあるけれど。

「それじゃ明日で治す」

「え？」

「明日の夕方までに必ず治すから」

　美織の耳元に唇を寄せて「シような」と甘く囁いた。

「そ、それは治ってから言ってください」

　恥ずかしさを反論で隠して返すと、史哉は「治すから心配いらない」と、まるで美織の心を見透かしたように微笑んだ。




　翌朝、隣の部屋で目覚めた美織は身支度をしてキッチンに立っていた。

　鍋の中でぐつぐつ煮えているのは、オーソドックスな玉たま子ご粥がゆである。味見をして器に盛り、史哉の寝る部屋に運ぶ。

　ノックをするとすぐに中から「はい」と返事があった。

「おはようございます。体はどうですか？」

　ベッドの上で体を起こした史哉は、昨夜見た時よりも顔色がよさそうだ。

　サイドテーブルにお粥をのせたトレーを置き、カーテンを一気に開ける。眩しい光に目を細めた。

「美織が来てくれたおかげでだいぶいい。今測ったら平熱だった」

　ベッドに腰を下ろした美織にうれしそうに体温計を差し出し、証拠を示す。彼の言うようにデジタルの数字は【三十六・五】と表示されていた。

　宣言通りに熱を下げてくるとはさすがだ。

「よかった」

「だからといって午前の便で帰るとは言わせないよ」

　昨日の彼の『シような』という言葉が蘇り、頬も耳も熱くなる。

「顔、真っ赤だけど？」

「史哉さんがいけないんです」

　軽く唇を尖らせると、史哉は「ごめんごめん」と言いながら美織の頬を撫でた。

「お腹空いてませんか？」

「じつはペコペコ。それで目覚めたくらい」

　空腹を覚えるくらい回復しているようでホッとする。

「お粥ですけど食べますか？」

「もっとガッツリいきたいところだけど、病み上がりだし我慢しようか」

「お昼にはもっと力がつくものを作りますから、そうしてください」

　サイドテーブルに置いたお粥をトレーごと彼に手渡すと、史哉はレンゲですくってフーフーいいながら食べはじめた。

　その様子を見つめながら、ふと考える。

（私たちって、このままで本当にいいのかな）

　一般的な妻なら、あたり前にできることが今の美織にはできない。今回はその日のうちに駆けつけられたが、急を要する事態では無理がある。

　美織にとって琉球ガラスはとても大切なものだが、史哉はそれ以上の存在。他に代わりは務まらないのだ。

　一番そばにいてあげたい時にいられないのは、家族の形として理想とは言い難い。

「美織？　どうかした？」

　考え込んでいるのを気付かれてしまった。

「あ、ううん、なんでもないです。塩加減は大丈夫ですか？」

「ああ、美味しい。久しぶりに美織の手料理を食べられて幸せだよ」

　頬を綻ばせる史哉を見て、胸の奥がきゅうっと切ない音を立てる。

　やっと会えた大切な人なのに、離れたまま生活していていいのか美織はわからなくなっていた。




　お昼ご飯はなににしようか。

　食事を終えた史哉がシャワーを浴びている間、美織はパントリーや冷蔵庫を開けて食材のチェックをしていた。

　作り置きは食べ終えたらしく食材もほとんどない。ひとり暮らしの男の部屋そのものだ。

（買い出しにいかないとダメかな）

　あきらめてパントリーの扉を閉じると同時にインターフォンが鳴った。

「誰だろう？　宅配便でも届く予定があったのかな」

　史哉からは、誰かが訪れるとは聞いていない。首を傾げながらモニターをタップし、映し出された人物を見てドキッとした。

（えっ……）

　美織くらいの年齢の綺麗な女性だったのだ。

《おはようございます。笠かさ原はらです》

　相手は名乗るが、美織は喉の奥の方で声が詰まって言葉が出てこない。

（もしかして史哉さん、私以外にもいるの？　沖縄と東京での二重生活に快く賛成してくれたのは、この女性がこっちにいるから？）

　つまり浮気をしているのでは。彼女も、史哉の体調不良を心配してここへ来たのではないか。

　――そういえば。

　昨日、史哉が電話をくれた時、『話もあったんだ』と言っていたのは、もしや彼女のことなのではないだろうか。

〝浮気相手の女性に本気になったから別れてほしい〟

　史哉に言い渡されるシーンが勝手に脳内再生され、胸を圧迫する。

　そうでなかったら、若い女性がここを訪ねてくる理由はない。

　エスカレートしていく妄想が、美織をじりじりと苦しめた。

《あれ？　どうしたんだろう。カギを使わせてもらってもいいかな》

　応答ボタンを押しておきながら、なにも答えないインターフォンに向かって女性が呟く。スペアキーまで持っているなんて、絶対に黒だ。

「美織？　誰か来た？」

　そこへシャワーを浴び終えた史哉が濡れた髪をタオルで拭いながら現れた。

　病み上がりだからしっかり髪を乾かさなきゃダメなのにと、余計な心配をする。

《もしもーし？　すみませーん》

「あっ」

　女性の声に聞き覚えがあるのだろう。史哉はハッとしたようにモニターに向かって話しはじめた。

「笠原さん、すみません」

（私がいるのにいいの？）

　素知らぬふりをして〝訪問先を間違えていますよ〟とでも言ってごまかすのも可能なのに。

「突然で本当に申し訳ないのですが、今日はお引き取り願えませんか？」

《ご都合が悪いんですね。かしこまりました。ではまたよろしくお願いします》

　女性はやけに丁寧な口調でペコッと頭を下げ、あっさり引き下がった。

　ふたりのやり取りに茫然とする。

「追い返してよかったんですか？」

「いつも来てるハウスキーパーさんだから、キャンセルはいくらでも平気だよ」

「ハウス……キーパー、さん？」

「そう。マンションがそういうサービスを提供していてね。だから安心してカギも預けてる。前に話さなかった？」

　史哉が不思議そうに聞き返す。

　今、思い出した。

　初めてここを訪れた時、ハウスキーパーを頼んでいる話なら確かに聞かされた。

「なんだ、よかった……」

　安心した途端力が抜け、その場にヘナヘナと座り込む。

「もしかして今の女性と俺の関係を疑った？」

「若い女性だったから」

　まさかハウスキーパーだとは知りようもない。美織の勝手なイメージでは、もっと年配の女性だ。

「昨日、電話で話があるって言っていたから、もしかして今の女性の話なんじゃないかって」

　ものの数十秒のうちによくない想像を次々にしてしまった。逞しすぎる妄想力が恨めしい。

「バカだな」

　しゃがみ込んだ史哉が美織を抱きしめる。

「俺が美織以外の女性に興味を抱くなんて絶対にありえない。心配するな」

　宥めるように背中をトントンされ、ようやく気持ちが落ち着きを取り戻していく。

「誤解して、勝手に浮気者扱いしてごめんなさい」

「浮気者扱いか」

　クスクス笑いながら「勘弁してほしいな」と美織の鼻を軽く摘まむ。

「それじゃ話って？」

　他に見当がつかず尋ねると、史哉は美織を立ち上がらせてソファへ誘った。

「四月末にオープンする恩納村リゾートで結婚式を挙げないか？」

「あのリゾートで？」

　美織たちの挙式は、その開発が終わって落ち着いたら考えようと話し合っていた。

　それがなぜ？

「じつは叔父の提案なんだ」

　彼の叔父は、史哉の結婚を待ち望んでいた人たちのうちのひとりで、美織と入籍する前はあれこれと縁談を持ち込んできていたと聞く。

「式がまだなら、そこの第一号として挙げてしまえばいいってね。社長自らそこで挙式すれば、いい宣伝にもなると」

　工事中のリゾートは一度だけ史哉に案内されて見せてもらったが、自然を生かした敷地内は美織の想像以上に素晴らしい場所だった。

　海との一体感、沖縄の景観を損なわない建築物。どこを見ても胸が躍り、完成を待ち遠しく感じたものだ。

　その場所で史哉と結婚式を挙げられるなんて夢のよう。

「うれしい」

「――っと」

　飛びつく勢いで抱きつくと、彼はソファの背もたれに体勢を崩した。

「賛成してくれて俺もうれしいよ」

　美織の興奮を宥めるように背中をさする。

　看病をしにきただけのはずが、気持ちが華やいだ。それと同時に、あるひとつの決意が美織の中で大きく膨らんでいく。

　それはもはや、どうにも制御できなくなっていた。

「史哉さん、私もお話があります」

「美織も？　なにかな」

　体を起こし、優しく微笑んだ史哉の瞳が小さく揺れる。

「私、ここで史哉さんと暮らしたい。陽向と三人で」

　史哉は目を大きく見開いた。

「昨日からずっと考えていたんです。大事な家族が体調を崩した時にすぐに駆けつけられないなんて、やっぱりおかしい。なにかあった時にそばにいられないのはつらいんです」

　週末婚を選んだ時には、今のような状況を想像していなかった。

　史哉は琉球ガラス以上にかけがえのない人。限りある人生をその人のそばで過ごさないなんて、最期を迎える時に絶対に後悔する。

「それに……」

「それに？」

「私が沖縄にいる時に女性がここに出入りするのも嫌なんです」

　いくらハウスキーパーとはいえ、史哉が魅力的な男性だからこそ百パーセント信頼するのは無理なのだ。

　テレビのインタビューの時もそう。彼は人の心を簡単にさらってしまう。

　女性の方が好意を持ち、史哉にアプローチを仕掛けるかもしれない。先ほどの彼女には失礼な妄想だとわかっているが、心配の種はどうしたって消えてくれない。

　それなら美織と陽向が東京へ越してきて、三人で暮らすのが一番だ。

「ヤキモチをやいてくれたわけだね」

「……そうです。私以外の女性が、私より史哉さんの近くにいるのは嫌」

　史哉が困ったようにくすっと笑う。

　子どもみたいに駄々を捏こねたため、呆れられてしまったのかもしれない。

「美織のそういう素直なところが大好きだ。でもそれが俺を煽っていることも覚えておいた方がいい」

「煽ってなんて」

　ただ心の内を正直に打ち明けただけだ。

「自覚がないみたいだから、これから教えてあげる」

　史哉は美織の頬に唇を押し当て、ソファから抱き上げた。

「ふ、史哉さん!?」

　この状況はまさか――。

「昨夜言っただろう？　治ったら」

　耳元で〝シようって〟といたずらに吐息で囁く。

「でもでも！」

　昨日の今日、それもまだ朝だ。

「熱が下がったのは美織だって知っているはずだ。献身的な看病のおかげだから、そのお礼をしてあげる」

　美織の抵抗もなんのその。史哉は病み上がりとは思えない足取りで、昨夜美織が寝ていた部屋へ連れていった。

「寝室のベッドはシーツを替えてないから、こっちにしよう。ちょっと狭いけど、どうせ重なり合うんだから関係ない」

　思わず想像してしまうような言葉が美織の鼓動を跳ね上げる。

　もう誰も彼を止められない。

　美織をベッドに下ろすと、史哉は着ていたロンＴを一気に脱ぎ去った。

　瞬間、ボディシャンプーの香りが鼻をかすめる。爽やかな柑かん橘きつ系の匂いなのに、彼からは朝に不釣り合いな妖艶なオーラが放たれている。まだ半乾きの無造作な髪も、色香の原因だろう。

「二週間ぶりだな。来週まであきらめていたけど、美織から来てくれてうれしいよ」

「史哉さん、私、ずっと一緒にいたい」

「わかった。ずっと一緒だ。もう片時だって離さない」

　ゆっくりと体を倒してきた史哉の唇が、美織のそれと重なる。擦り合わせ、互いに吸い合い、キスの温度が高まっていく。

　解けていく体に与え合う甘い刺激が、ふたりを何度も快楽の頂点へと導いた。




　飽きもせず体を貪り合い、ふたりで怠惰な時間を過ごした後、史哉は美織を外へ連れ出した。

『美織を案内したい場所がある』

　意味深に微笑む彼に車で連れられて行ったのは、賑やかな街から少し離れた静かな場所だった。

　カフェやブティックなど品よく洗練された店が並ぶ一角。濃紺のタイルを使ったモダンな外壁が目を引く。

　看板はなく、窓から中を覗いてみたが、これといってなにも置かれていない。

「ここは？」

「美織がこっちで暮らすようになったら使ってもらおうと準備していたんだ」

「私が使う？」

　ますますわからず、美織の頭の中はクエスチョンマークのオンパレード。目をまたたかせて彼を見つめ返した。

「工房だよ」

「工房？」

　聞き返した美織の手を取り、史哉は「中へ入ろう」とカギを開けた。

　二十畳くらいだろうか。なにもないフロアの一番奥に、美織のよく知る形状をしたものが置かれている。

「これ、溶解炉ですか？　こっちは徐冷炉？」

「そう。琉球ガラスを作るための廃ガラスの手配もあたりはつけてある。いつでも空輸できるから、ここで好きなだけガラス細工を作れるよ」

　信じられない光景を目の当たりにして言葉が出てこない。

　離れて暮らしていたのに、史哉は美織がいつでもこちらで生活できるように準備してくれていたのだ。あくまでも美織の気持ちの変化があるまで黙っているつもりだったのだろう。

　高ぶる気持ちを抑えきれない。

「気に入らなかった？」

　いつまでも茫然としていたせいか、史哉が心配そうに美織の顔を覗き込む。

「こんなのずるいです」

　首を左右に振りながらなんとか声を振り絞る。

「ずるい？」

「史哉さん、カッコよすぎます。黙って準備してくれていたなんて」

「気持ちが伴わないままこっちで暮らしても後悔が残るだろう。美織がそうしたいと思うまでは内緒にしたかったんだ」

　なんて粋なサプライズだろう。鼓動が騒がしく暴れて収拾がつかない。

「史哉さん、ありがとう！」

　迷わず彼の胸に飛び込んだ。

「喜んでもらえてよかった」

「うれしすぎて、なにをどう伝えたらいいのかわかりません」

「もう十分伝わってるよ。おじい様と離れる不安はあるだろうけど、ビデオ通話でやり取りもできるし、どうしても実際に指導してもらいたい時にはいつでもプライベートジェットで連れていく」

　史哉のそばで三人で暮らせる上、大好きな琉球ガラスも作っていられる。美織にとって至れり尽くせりだ。

「本当に、本当にありがとう、史哉さん」

「美織を喜ばせるのは、俺の人生における一番の重点事項だからね」

（愛する人にここまで大事にされて、私はなんて幸せ者なの……）

「これからふたりで沖縄へ行こう」

「今からですか？」

「おじい様とおばあ様に一緒に話そう。陽向にも会いたい」

　瞬発力のある行動力に脱帽だ。

　ここからが、夫婦としてのふたりの本当の始まり。これから先はなにがあろうと三人一緒だ。

「はい！」

　喜びいっぱいに頷き、史哉と手を繋いで未来の工房を後にした。










空の上で交わした約束




　五月下旬、ラ・ルーチェの恩納村リゾートは祝福ムードに溢れていた。

　昨日まで降っていた雨は嘘のように上がり、雲ひとつない真っ青な空が眩しい。

　世界に名を馳せる一流ホテルの社長のため、会長夫妻たっての希望で大規模な披露宴は秋に予定されているが、今日は親族と近しい人だけを集め、ふたりはチャペルで永遠の愛を誓ったばかり。青空の下で、幸せムード満点の立食パーティーがスタートした。

　看病がきっかけとなって東京で暮らす決意をした美織は、その日のうちに史哉とふたりで祖父母に報告。ふたりは大いに賛成し、新たな門出を祝ってくれた。

　陽向にいたっては、これからずっとパパと一緒にいられると知り、大喜び。日付が変わっても寝つけないほどだった。

　その二週間後、ふたりは史哉のマンションへ引っ越しを済ませ、新生活をスタートさせている。工房はまだ準備段階だが、間もなく使えるようになる。

　一人前にタキシードを着た陽向の手を引きながら、史哉の両親や美織の祖父母と言葉を交わし、入れ代わり立ち代わり親族が三人のもとへやって来る。

　その中には初めて会う史哉の弟、碧唯の姿もあった。

　赴任先のイタリアから駆けつけてくれたのだ。

「兄さん、美織さん、おめでとう」

　史哉の背中を若干強めに叩いて祝福する。

「次は碧唯の番だぞ」

「俺？　俺はまだいいよ」

　笑いながら手を大きく振る。

「そうはいかないよ。政次叔父さんが碧唯の相手を物色中だ」

「それは困ったね。まぁ縁談を画策しようにも、俺はもうしばらくイタリアで自由気ままにやっていくつもりだよ」

　双子と言っても疑われないくらい、ふたりは体形も顔もよく似ている。

　今日の朝、彼に初めて会った陽向も『パパがふたり』と驚いたくらいに。

　瀬那家の家政婦の房江から少し前に聞いたが、ふたりとも近所や学校で有名なイケメン兄弟だったそうだ。兄の史哉は神童ともてはやされ、弟の碧唯はスポーツ万能だったのだとか。

「美織さん、兄さんをどうぞよろしくお願いします」

「はい。碧唯さんの幸せも祈ってます」

「ハハッ、俺はいいから陽向くんと三人で幸せな家庭を築いてよ」

「ありがとうございます」

　碧唯は手にしていたワイングラスを高く持ち上げ、乾杯の仕草をしてから離れていった。

　彼が去るタイミングを見計らって近づいてきたのは、渚と萌花だ。

「美織さーん、ほんっとに素敵ね」

「みおちゃん、かわいい」

　純白のウエディングドレスを身に纏った美織をうっとりした目で眺める。

　フロント部分はシンプルだが、バックにフリルのついたリボンがあしらわれ、メリハリのあるシルエットになっている。曲線美を生かした大人っぽいドレスだ。

「ありがとうございます」

「瀬那さんもとても素敵よ」

　渚の言うように、今日の史哉は一段と男ぶりが増している。

　光沢のあるグレーのタキシードは襟元、ベスト、ネクタイと濃淡の違う色味で仕立てられ、品がよくおしゃれ。いつにも増して美麗な空気を遠慮なく放ち、おかげで美織は彼を直視できないでいる。

「美織に比べたら俺は引き立て役ですから」

「そんなことないですってば、史哉さん」

「いや、美織の美しさには誰もかなわない。この場でひれ伏したくなるくらいだよ」

　大胆な褒め言葉に、頬が熱くなる。ふたりきりならともかく、渚や萌花の前で恥ずかしい。

「ほんと仲がいいわねー。沖縄の夏の太陽にも負けないくらい熱いわ」

　パタパタと手で顔を仰ぎ、渚が冗談めかした。

「萌花も早くお嫁さんになりたいなぁ」

「もか、ひなたとけっこんする？」

　プロポーズまがいの陽向の言葉に、その場にいたみんなが噴き出す。

「えー、陽向はまだ子どもでしょう？」

「萌花もね」

　渚に突っ込まれ、萌花がぷぅと頬を膨らませる。

「もか、こどもー」

　陽向にまでからかわれ、目を細くして不服そうに腕組みをした。

「私と結婚したいならイケメンになってから。瀬那さんみたいにカッコよく成長したら考えてあげてもいいわ」

　挑発的な萌花にどっと笑いが巻き起こる。

「萌花ちゃんにそう言ってもらえて光栄だよ。ありがとう」

「だって瀬那さん、カッコいいもん。その上社長さんなんて、みおちゃんが羨ましい」

「萌花ちゃんにもきっと素敵な男性が現れるわ」

「うん。私もそう思う。それが陽向かどうかはわからないけどね」

　最後に陽向に向かってウインクをひとつ投げ、萌花は大人びた表情で笑った。

「ママ、のどかわいた」

「なにか飲もうか」

　陽向に催促され、三人揃ってドリンクコーナーへ向かう。

　オレンジジュースのグラスを手渡すと、不意に陽向が妙なことを口走った。

「ねぇ、ママ、ゆうちゃんにいつあえる？」

「ゆうちゃん？」

　史哉と顔を見合わせ、首を傾げ合う。

　いったい誰だろう。

「保育園のお友達？」

　東京に越してから新しい保育園に通いはじめたが、もしかしたら沖縄の保育園の友達に会いたいのだろうか。

「ううん。ひなた、ゆうちゃんとやくそくしたの」

「約束？　会おうねって？」

「うん。おそらのうえで、どっちがさきにママのところにいくかじゃんけんしたの。ひなたがかって、かみさまにせなかをおされたの。びゅーんってママのおなかにはいった」

　それはもしかして胎内記憶ではないか。美織のお腹にいた時、いや、それ以前の記憶が陽向にはあるのかもしれない。

「お空の上で、ゆうちゃんとまた会う約束をしたの？」

「うん！　だからはやくあいたい」

　陽向は、妹か弟のどちらかとすでに会っている。

　にわかには信じ難い奇跡的な話に、なんとも言えずワクワクする。

「そうか。陽向はゆうちゃんに会いたいか」

「あいたい。ねえ、いつあえる？」

「そうだな、なるべく早く会えるようにしよう。ね？　ママ」

　史哉に同意を求められ、微笑みで返す。

「私、陽向が生まれてからの成長を史哉さんに見せてあげられなかったのを、ずっと後悔していたんです。次に生まれてくる私たちの子どもは、史哉さんと一緒に……」

「美織」

　史哉に腰を引き寄せられ、唇が触れ合う。近く訪れる幸せな知らせを願った。

「パパとママがチューしてるー」

　ピョンピョン跳ねて陽向がはやし立てる。

　参列者たちの温かい眼差しに祝福されながら、美織たちは来たる未来に胸を弾ませ、もう一度唇を重ねた。
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三人目の予感




　数年後――。

　カラカラと音を立てながら、美織はカートを押してたくさんの人が行き交う歩道を歩いていた。

　洗練されたおしゃれな街、青山に五月下旬の爽やかな風が吹き抜けていく。ビルを見下ろすようにして、初夏に相応しく清々しい青空が広がっていた。

　カートに載せた琉球ガラス製品を運び込んだのは、インテリア雑貨を扱うショップ・クラスティ。陽向を身籠った時に働いていた職場である。

　史哉が都内に準備してくれた工房での商品作りはあれから軌道に乗り、雑誌で取り上げられるようにまでなった。そこから火がつき、訪れたお客さんがＳＮＳにアップした効果と相まって忙しい日々を送っている。

　クラスティとの結びつきが生まれたのも、そのおかげである。ＳＮＳを目に留めた社長が、美織にコンタクトを取ってきたのだ。

　働いていた当時、いつかそこで琉球ガラスを取り扱いたいと密かに願っていたが、こんな形で叶うのだから、人生はなにが起こるかわからない。

「こんにちはー。いつもお世話になっております。ガラス工房ゆくるです」

　勝手知ったるバックルームのインターフォンを鳴らすと、中から由良が現れた。働いていた時にお世話になった先輩である。

「美織ちゃん、こんにちは。いつもありがとう」

「こちらこそ、毎度ありがとうございます」

　由良の後を追い、カートを押してさらに奥に入っていく。

　彼女は現在、店長としてクラスティ青山店を取り仕切っている。三十代前半にしての店長は社内では異例の抜ばっ擢てきだそうだ。

　半ば逃げるようにして東京を後にしたため挨拶もままならなかったのに、再会した時には涙ながらに美織を抱きしめ、元気な姿を喜んでくれた。

「美織ちゃんの作品、置いた途端に売れちゃうの。ほんとに大人気」

　検品室に入り、由良がダンボールを開封する。

「ＳＮＳの力ってすごいですよね」

　美織はしみじみそう感じていた。

　その集客力や影響力はとても強く、想像以上に発言や広告が拡散し、想定以上の宣伝効果を生む場合がある。もちろん悪い意味での宣伝効果も強い媒体のため、クチコミなどが炎上状態になる危険性も孕んではいるが。

「それだけじゃないでしょ。素敵な商品あってこその人気だから。このシリーズなんて、特にお客様のお問い合わせが多いの」

　由良がダンボールの中からプレートを一枚取り出した。

「これこれ。本当に素敵なのよね」

　彼女が手にしているのは、ダークブルーをベースに気泡を星に見立てたデザインのものである。沖縄の夜空を再現した、美織渾身の作品だ。

　現在も沖縄の工房で制作に励んでいる祖父にも何度となく相談し、ようやく完成に漕ぎつけた。シリーズもので、グラスや花瓶、写真立てなども人気である。

「ありがとうございます。私もお気に入りのデザインなので、由良さんやお客様に認めていただけてうれしいです」

「多分今日の分もすぐに完売しちゃうから、その時はまたよろしくね。忙しくさせちゃって悪いけど」

「うれしい悲鳴なので大歓迎です」

　にっこり笑い返した。




　夕方五時に工房を閉め、保育園に子どもたちを迎えに行ってから帰宅すると、たいてい六時半を回る。子どものいる家庭なら、そこからも目まぐるしい時間を過ごすものだが、瀬那家で長年家政婦をしている房江が週に四日ほど夕食の準備などをしてくれるため、ゆったりとした気持ちでいられるのはありがたい。

　工房の仕事で忙しい美織を気遣い、史哉がそうしてくれたのだ。

　今夜はナスとじゃがいものミートソースグラタンとサーモンのバジル焼きが用意されていた。

「美味しそう。さすが房江さん」

　彼女は和食も洋食もお手の物。グラタン好きな陽向のためにレパートリーを増やしたと、この前うれしそうに話してくれた。

「陽向、ママは夕飯を温めるから、優ゆうの手洗いを手伝ってあげられる？」

　キッチンに立ちつつ振り返り、六歳になったばかりの陽向に妹のお世話をお願いする。空の上で約束を交わした〝ゆうちゃん〟とは無事に〝再会〟。奇跡的に陽向と同じ日に産まれた優は、二歳になった。

「まかせて！　ゆうちゃん、にいにと手をあらおうね」

「にいにと、おてて」

　優が両手を突き出すと、ふたつに結んだ髪が揺れた。

　自分と妹の保育園バッグをリビングのソファに置き、陽向が優の手を引いてパウダールームに向かう。手を繋いでトコトコと歩く後ろ姿が愛らしい。

　陽向は優が美織のお腹にいる時から〝ゆうちゃん〟と呼びかけ、誕生を心待ちにしていた。もちろん名付け親は兄の陽向である。

　生まれる前から優が大好きな陽向は、すっかり面倒見のいいおにいちゃんだ。

「ママ、ゆうちゃんもぼくも、手あらったよ！」

「いつもありがとう、陽向。それじゃ、準備ができるまでふたりで遊んでいてね」

「わかったー」

　リビングでボール遊びをしはじめたふたりを横目にオニオンスープを温めていると、玄関から物音が聞こえてきた。

「史哉さんかな」

　呟きながら手を拭い、スリッパの音を響かせて向かうと、史哉は紙袋を三つも手にしていた。

「おかえりなさい。その荷物どうしたんですか？」

「ただいま、美織。質問の答えの前に」

　そう言って史哉は美織の腰を引き寄せてキスをする。軽くリップ音を響かせ、間近で微笑み合うのはいつもの光景だ。

「それでこれは？」

「陽向と優にブロックを買ってきた」

「ブロック？」

　紙袋の中を覗き込むと、大きめのブロックの箱と細かめのブロックの箱が見えた。チラッと見えた商品名にトリケラトプスとある。どうやら恐竜を作れるものらしい。優用と思おぼしき大きめのブロックはカラフルな電車の絵が描いてあった。

「でも、この前も誕生日にプレゼントをあげたばかりですよ？」

　陽向にはショベルカーのラジコンで、優にはおままごとセットだった。

「まぁそう言うな。ブロックは知育にも役立つから。想像力はもちろん、指先を使うから大脳を刺激して思考力、言語力、集中力の向上が期待できるし、将来理系に進みたい場合に必要な空間能力も育てられるんだ」

　美織の頭をポンポンとして髪にキスをしてから、さらにもうひとつの紙袋を見せた。

「もちろん美織の分もある」

「私にも？　ブロック？」

　目を丸くしながら聞き返す。

「まさか。美織の知能や知力が完璧なのは、ガラス工芸を見ればわかる」

　史哉はクスクス笑った。

「おだてれば怒られないと考えた史哉さんも、完璧な知能の持ち主ですね」

「おだてたつもりはないよ。本気でそう思ってる」

　いたずらっぽい目をして美織が胸を軽く叩くが、史哉は大まじめに返した。

「とにかく開けてみて」

　彼に促されて紙袋から取り出した箱は。両手で抱えるほど大きい割に軽い。

「なにが入ってるんですか？」

「大したものじゃないから過度な期待は困るけどね」

「ビックリ箱で、中からなにかが飛び出したりします？」

「それはないから安心して」

　ほら早くと史哉の目に急かされ、深紅のリボンを解く。そーっと開けた途端、ゴージャスな香りがふわっと香った。

「わぁ！」

　感嘆の声をあげずにはいられない。それは赤や黄、オレンジなど色とりどりのバラの花を詰めたフラワーボックスだった。

　花束なら何度かもらった経験があるが、こういったものは初めてだ。

「たまには変わったものがいいかなと」

「とっても素敵。史哉さん、ありがとう」

　箱を抱えたままつま先立ちになり、彼の頬に唇を押しあてると――。

「美織からキスが欲しくてプレゼントをしている俺の気持ちをよく覚えておいて」

　頬では飽き足らず、美織の唇に軽く吸いついた。

「んっ」

　塞がれた口の隙間から甘くなりかけた声が漏れた時だった。

「パパー！」

　バタバタとふたり分の足音が玄関に向かってくる。名残惜しさの残る唇を離し、史哉はその場にしゃがみ込んで陽向と優を抱き留めた。

「ただいま」

「おかえりー」

「えりー」

　陽向を真似して優が続く。

「わっ、お花だ！」

「ちれー」

　美織が抱えたフラワーボックスに気付き、ふたりがぱぁっと顔を輝かせる。

「綺麗でしょう？　パパがプレゼントしてくれたの」

「うわぁ、いいなー」

「いいないいな」

　ぴょんぴょん飛び跳ねて箱の中を覗く。

「もちろん陽向と優の分もあるよ」

　ほらと史哉が紙袋を差し出すと、ふたりの興奮度合いはさらに増していく。

「やったー！　え？　なになに？　あー、ブロックだ！」

「ゆうは？」

「ゆうちゃんもにいにとおんなじ。大きいブロックだよ」

「にいにとおんなじ！」

　陽向に説明され、大きな箱を大事そうに抱えた優が陽向と笑い合う。

「よし、それじゃご飯を食べてお風呂に入ったら、パパと一緒にブロックを作ろうか」

「うん！」

「ゆうも！」

　史哉の誘いにふたりのテンションは上がる一方。

「ママ、ごはんたべよー」

「たべよー」

「そうね、そうしましょう」

　子どもたちの笑顔が美織を幸せいっぱいにする。それはもちろん史哉が一緒にいるからであり、彼らは美織にとってなによりもかけがえのない存在なのだとしみじみ感じる。

　日常にちりばめられたひとコマが、フラワーボックスに詰まった花のように色とりどりの幸せをもたらせる。

　リビングに向かうふたりの背中を追いかけながら、史哉と微笑み合った。




　夕食とお風呂を終え、めいっぱいブロックで遊んで満足したふたりは、史哉に連れられ子ども部屋に向かった。

「ふたりとも寝たよ」

　十分と経たないうちに史哉がリビングへ戻ってくる。

「早かったですね」

　ふたりの寝かしつけは仕事で遅くならない限り史哉が担当しているが、短くても三十分はかかるのが常。今日は最速記録を更新だ。

「頭を使って疲れたんじゃないか？」

（知育は成功だろう？と言いたげなのがかわいいって言ったら、史哉さん、怒るかな）

　ふふっと笑うと、彼が「なに？」と不思議そうにする。

「いえ、なんでもないです」

「なんでもないって顔じゃないな」

　探るように目を見つめられたため、笑顔のままそれとなく視線を逸らして立ち上がった。

「なにか飲みません？　ワインでも開けましょうか」

「そうだね。ここからは大人の時間にしよう。俺が準備してくるよ」

　史哉は美織をソファに座らせ、ワインセラーに向かう。すぐにフルボトルのワインとグラスをふたつ手にして戻った。もちろん美織特製のグラスである。

　注がれた白ワインは、細かな気泡が炭酸のように弾けて見える。

　お互いにグラスを持ち上げ、乾杯の仕草で傾ける。

「優におねだりされたよ」

「おねだり？」

　いったいなにを欲しがったのだろうか。

「弟か妹が欲しいそうだ」

「ええっ!?」

　予想もしていないおねだりのため、声が裏返った。

「お世話がしたいってね」

「もしかして陽向みたいに？」

「そうらしい」

　近頃は陽向の真似をなんでもしたがるため、自分より小さい子どもの面倒を見たいのだろう。おままごとの延長のように。

　でもそれは陽向の優に対する大きな愛があるからこそ。兄にしてもらったように、自分も愛情を注ぎたいから。

「俺も、そろそろ三人目を欲しいと考えていたけど、美織はどう？」

　飲みかけのグラスをテーブルに置き、史哉が美織を見つめる。その眼差しには、ほんのりと熱が込められていた。

「私も、もうひとりは欲しいと思っていました」

　美織はひとりっ子のため、兄弟には憧れがある。幸せも二倍、三倍だ。

　史哉は美織からグラスを取り上げ、先ほど置いたグラスの隣に並べる。

「意見がめでたく合ったところで」

　立ち上がった史哉は、美織の手を握って引き上げた。

「ふたりの時間を存分に楽しもう」

「新しい家族を迎え入れる準備ですね」

　彼に微笑み返す。

　ひとり、またひとりと増えていく家族がもたらす幸せの予感に、美織は胸を高鳴らせた。
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あとがき




　こんにちは、紅です。極上四天王シリーズ第四弾はお楽しみいただけたでしょうか。

　シリーズのお話をいただいたとき、とんでもない大仕事を任されてしまった！と怯みましたが、せっかくの機会を無駄にはできないと奮闘いたしました。ベリーズ文庫さんでは久しぶりのシークレットベビー。楽しく書かせていただきました。




　大学時代に一度訪れたことのあるバンクーバーは、いつか小説の舞台として書きたかった場所です。もうかなり昔なのでガイドブックで確かめながら、時に思い出に浸り、しばしば執筆から脱線。また行きたい気持ちがムクムクと大きくなりました。もう少しコロナが落ち着いたら……と考えています。




　今回のヒロイン像を描くにあたり、吹きガラス体験をしてきました。

　かなり難しく手こずりましたが、工房内の熱、変幻自在に形を変える繊細なガラスなど、肌で感じられたのはとてもよかったです。完成したグラスは大切な宝物。晩酌のお供になっています。

　そして本編の最後の方で書いたのですが、胎内記憶ってよく聞きますよね。今回書かせていただいたのは甥っ子の記憶です。実際、彼には交わした約束通りに妹ができ、今でもとても仲のいい兄妹です。

　そんな話がとても興味深く印象に残っていたので、どこかでお披露目できたらいいなと思っていました。それが実現できてなによりです。




　この度もたくさんの方のお力添えで本作が完成いたしました。毎度のことながら、いろいろな方に支えられているのを実感します。

　どうか多くの読者様に読んでいただけますように……と願ってやみません。

　またこのような機会を通じて皆様にお会いできますように。最後までお読みくださりありがとうございました。




紅くれないカオル










願い事を乗せて




　ふたりが結婚してから初めてのお正月がやって来た。

　頬を撫でる風は冷たく、吐き出した白い息が空気に溶けていく中、カランコロンと鈍い音が響く。大きな鐘からぶら下がった紐を手放し、美織はパンパンと手を二度叩いて合わせた。

　自宅近くの小さな神社で、家族三人揃っての初詣である。

「ママはなにをおいのりしたの？」

　陽向がニットスカートを引っ張って見上げる。真ん丸の目が美織を捕らえた。

「家族みんなが健康で幸せでありますようにって」

　美織の願いはただひとつ、それだけだ。

「パパは？」

　今度は、自分を挟んで立つ史哉のコートを引っ張った。

「パパも一緒。陽向とママとパパで仲良くずっと暮らしていけますようにってね」

「さんにん？　それだけ？」

　陽向が大きく首を傾げて不思議そうにする。

「三人よ。陽向はなにをお願いしたの？」

「ぼくはねぇ、ゆうちゃんとはやくあえますようにっておねがいしたよ。こっちでまってるからはやくおいでって」

　美織は史哉と顔を見合わせた。

　生まれる前に空の上で再会を約束した弟、もしくは妹と早く会わせてほしいと言う。神様にお願いすれば叶うと信じているみたいだ。

　しかし残念ながら、結婚式のときに初めて陽向から存在を告げられた〝ゆうちゃん〟は、今のところ訪れる気配はない。

「そうだよな。陽向は早くゆうちゃんに会いたいよな」

「うん！　ずっとまってるんだもん」

　陽向はぴょんと飛び跳ねた。

「それじゃ、ママももう一度頼んでみようかな。神様、もうひとつのお願いごとも聞いてくれるかしら」

「だいじょうぶだよ。かみさまはこころがひろいんだから」

〝こーんなに〟と両腕を大きく広げてアピールする。

「じゃあ、パパも一緒に願おう。三人で頼めば、神様だって叶えてやらないわけにはいかなくなるだろう」

　陽向を見つめる史哉の目は果てしなく優しく、慈愛に満ちている。

「ぼくももういっかい！」

　うれしそうにする陽向と並び、もう一度カランコロンと鐘を鳴らした。

　どうかみんなの願いを聞き入れてもらえますように――。

　強く長く祈りを捧げ、三人で手を繋ぎ合う。

「おみくじを引こうか」

　史哉に誘われて引いたおみくじは、揃って見事に大吉だった。

〝待ち人来たる〟

　そう書かれたお告げに幸せな未来の予感がした。
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